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　当とう暦れき二二八年　チョウリュウ都カンタン







　戦せん禍かが近づいている。南の大国を滅ほろぼし、さらに中央を荒あらし回った魔ま物ものの軍ぐん勢ぜいが、次の標的をこの国と定め、今まさに近づいている。

　男がその報しらせを諜ちよう報ほう員いんから受けたのは未明だった。すぐさま主君に対たい抗こう策さくを上じよう申しんすべく、足早に自室を出る。

　暗がりの中、大地を打つ音が響ひびいていた。雨が降ふっている。

　藁わらで編あんだ雨具を被かぶって、門をくぐった。その時だった。

　門前に、一人の少女が立っていた。

　月は雨あま雲ぐもに隠かくれ、日はまだ昇のぼらない。雨の音と巻まき上がる土草の匂においだけに五感を支し配はいされている。そんな暗闇の中に、少女の姿すがたはちぐはぐなほどに浮ういていた。

　雨の降る最さ中なか、雨あま避よけとなるものを何一つ身に纏まとわず、その少女は男に背せを向けて、ただ空を見上げていた。

「少女むすめ。このようなところで何をしている？」

　男は不ふ審しんに思って少女に声を掛かけた。

　魔物の大軍によってソユーズが滅めつ亡ぼうさせられた事実は、すぐさま大陸全土に知れ渡わたった。

　そしてここ、チョウリュウはソユーズに隣りん接せつしていた。

　ソユーズを滅ぼした後に大陸中央の穀こく倉そう地帯を占せん領りようしていた魔物軍がその地を離はなれ、こちらに向かって来たと判はん明めいしたのはつい先さき程ほどだった。その事実は未いまだ民衆の知るところではない。それでも魔物への怖おそれが広がっていた事実に変わりはない。

　少女もそれで怯おびえて、おかしな行動を取っているのではないかと疑うたがったのだ。

　男の問いかけに少女が振ふり返る。笑えみを浮かべていた。

　その笑みは狂きよう乱らんからの笑みではなかった。

　その瞳ひとみには、酷こくなまでに冷静な、明めい瞭りようなる意志が光っていた。

　それゆえに、誰だれよりも狂くるいの渦か中ちゆうにある。

　そんな笑みだった。

　男は戦せん慄りつした。

「あなたを待っていたの」

　雨音に搔かき消されそうなその小さな声に、男は身体からだを震ふるわせた。
















「き、きさま……」

　男は知っていた。いや。誰もが知っていた。

　この少女こそ、まさに災さい厄やくの中心そのものであると。

『バケモノ』と呼よばれた少女。そして今は。

　彼女こそが魔王だった。

「わ、私を殺しに来たのか……」

　男はチョウリュウで重じゆう職しよくにあった。現王の教きよう師しを務つとめた事もあった。王からの信しん任にんも厚あつく、よく献けん策さくを頼たのまれていた。チョウリュウの頭ず脳のうであると自他共に認みとめられていた。

　その男の前に、この少女は現あらわれたのだ。

　雨音と土草の香かだけが支配する、静せい寂じやくの早朝に。ただ一人、笑みを浮かべて。

　驚おどろきの中でも、男は気を落ち着かせようと努力した。

　殺される時は、殺される。殺されなければ、殺されない。

『バケモノ』如ごときに慌あわてふためき失しつ態たいを演えんじるなど、男が積み重ねた功こう労ろうとその矜きよう持じが許ゆるさなかった。仮かりにも一国の要職に在ある者が、唾だ棄きすべき災わざわいの権ごん化げに自じ制せいを失うなどあってはならない事だった。たとえ、魔物殺さつ戮りく者しやと呼ばれたほどの戦巧者が相手だとしても。

　それが特とく異いな能のう力りよくによるものであっても、この少女がその身体を戦場に晒さらしていた事実に変わりはない。

　純じゆん粋すいな文官である男には、失態をとらない度ど胸きようくらいしか対抗の手しゆ段だんがなかった。

「私を殺せば、チョウリュウ与くみし易やすし。そんなところか」

　男の推すい測そくに、少女が笑った。その笑みは否ひ定ていだった。

「いいえ。これからわたしは、あなたに一つの計けい略りやくを述のべる」

「何？」

「それを聴きいて、選んで。

　無意味に死ぬか、わたしに跪ひざまずくか」

　男は憤いきどおりを感じた。たとえ魔王となったところで、『バケモノ』相手に跪くなど誰が考えるものか。反はん射しや的に口を開こうとする。

　それに先んじて、少女は訥とつ々とつと語り出した。

　ただの状じよう況きよう説せつ明めいが計略に変わり、その内ない容ようが転々としながら進むにつれ、男は自らの反抗の意思が次し第だいに失われていくのを感じていた。固かたく摑つかんでいたはずの石が砕くだけ、砂すなとなって指の隙すき間まから零こぼれ落ちていく感覚。

　一ひと粒つぶが流れ落ちて隙間が広がり、二粒、四粒と次し第だいに落ちる量は増ふえていく。失う事でさらに失う、喪そう失しつの連れん鎖さ。

　少女の言葉が連なり、その意味を解かいすれば解するほど、男の身体は震えた。早朝の雨に身体を晒して冷えたからでは決してなかった。

　少女が全すべてを語り終えると同時に、男は地面に手をついた。その時にはもう、ぬかるんだ泥どろが跳はね、服が汚よごれるかもしれないなどという懸け念ねんを抱いだくような余よ裕ゆうなど、どこを搾しぼっても出てはこなかった。

　対抗などという気き概がいは失うせていた。

「それを……それを私に説いて……一体どうするつもりなのだ……」

「言ったはずよ。無意味に死ぬか、跪くのか」

　男はうな垂だれる。

　そして、そのまま少女は去った。返答を聴くこともなく、言うだけ言って、その場から消えた。

　男の身体を、長い間、雨が打ち続けた。
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　人の暦こよみが当とう暦れきから遍へん暦れきに移うつって四年が経たつ。その変化はほぼ呼び名としての変化であって、暦法の根本そのものが大きく変わったものではない。

　一日の長さ、一月の長さ、一年の長さ。

　対たい魔ま大同盟の成立と同じくして定められ、二百二十九年を刻きざんだ旧ふるき暦も、新たなる支し配はい体たい制せいの下もとで定められた新しき暦も、呼び名こそ違ちがえども同じ周期で巡めぐっている。

　それは、この月に入ってからすでに五度目だった。

　激はげしい地じ揺ゆれに、工事のために掘ほり起こし弛ゆるくなった地じ盤ばんから土くれの粉ふん塵じんが舞まった。

　人々は工具を地面に突つき刺さした。弛い土地。そう難むずかしいことではない。

　安定感を保たもとうとしてということもあるが、一番の理由は、地揺れで手放した工具の上にでも倒たおれてしまったらどんな大怪け我がをするかわかったものではないからだった。せめて、刃やいばのように尖とがっている部分は、土の中にしまっておこうという判はん断だんである。

　十数秒の間を置いて揺れは止まった。

　それでも、一いつ旦たん舞い上がった粉塵はすぐに収まる事はない。その目的からして、水場が近くに無い事を考こう慮りよして工事計画は練られていた。農水道も整せい備びされた事がない。

　当然、土地は乾かわいていた。湿しめり気の無い粉塵は、一旦舞い上がると当分収まる事はないと、すでに皆みなが知っていた。

　舞い続ける粉塵の中、それでも揺れが収まった安あん堵ど感と、またいつ来るのかという不安から、人々が安全な場所へ移うつろうとした時だった。

「動くな」

　埃ほこり除よけの口を覆うマスクのため、その声はくぐもっていた。それでも、監かん視し官かんが飛ばしたその叱しつ責せきに人々は身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　埃除けの意味から、この場にいる人間は皆みな同じ格かつ好こうをしていた。口元を隠かくすマスクに、身体に纏まとった麻あさ布ぬの。個この違いは、布の合間からわずかに外にでる視し線せんだけだ。

　その視線にしても、監視官のそれが特別に鋭するどかった訳わけでもない。それどころか、監視官の視線はそもそも人々に向けられてなどいない。

　客観的に見て、外見上にこれといった差さ異いがある訳ではない。

　それでも、人々はその監視官から威い圧あつを感じていた。

「持ち場を離れる必要は無い。元の場に戻もどれ」

「ですが！」

「戻れ」

　気き概がいのある一人があげた一声を、監視官はただの一言で黙だまらせた。

　地揺れが起こってから、彼はずっと空を見上げている。

　その空に影かげが映うつった。

　その影は少しずつ大きくなり、ただの影から、青い怪かい鳥ちようへと姿すがたを顕あらわにする。

　怪鳥が降こう下かする。人々の頭上わずかのところで翼つばさをはためかせたため、さらに粉塵を巻き上げる。その怪鳥を見ても誰も悲鳴をあげず、巻き起こした粉塵に非ひ難なんの声もあげない。

　この怪鳥が天てん恵けいを運んできたのだと、これもまた知っていたからだ。

「上意。災事である。一時の休止を許きよ可かする」

　怪鳥の一言に、人々は歓かん喜きの声をあげた。

　監視官はそれを一いち瞥べつした。気勢を殺そがれ、人々が黙る。ただ、期待の混まじる視線を送る事は誰も忘わすれなかった。

　集まる注目の中、監視官は怪鳥に向きなおり、頭を下げた。

「御ぎよ意い、確たしかに承うけたまわりました」

　そして再ふたたび、人々へと目を向けなおす。その次の言葉が何なのかわかっているにもかかわらず、何人かはその視線に怯ひるんだ。

「休止を許可する。次の鐘かねが鳴るまで、鋭えい気きを養うように」

　一転して歓声をあげ、人々は散っていった。

　この一連の動きはここ最近で頻ひん繁ぱんに見られていた。

　実じつ質しつ二百三十年以上変わっていない時間の尺しやく度どは、人々に深く刻きざみついている。

　この月で、五度。

　どれほどの災いであっても、それは慣なれてしまうに十分な頻度だった。突発的に起きる地揺れへの対たい処しよや、その後の対たい応おうも含ふくめて、半ば習しゆう慣かんになってしまうくらい、慣れていた。

　そんな中、ただ一人。監視官だけはこの異常に気付いていた。

　いや。

　誰しもが当然のように抱いだいていた、当初の、当たり前の緊きん張ちようと違い和わ感かんを保ち続けていた。

　人々が去った後、彼は頭のやや上に留とどまる怪鳥に目を向けた。

　怪鳥は翼をはためかせてはいるが、任にん務むが終わったにもかかわらず飛び立つそぶりはみせなかった。

「陛へい下かは何と？」

「不明だ。究明中との事だ」

「それでは困こまる。相手は自然災害。人の身で計り知れぬ脅きよう威いであるからこそ、人の上に立つ者には人心を安堵させるべく、最さい善ぜんを尽つくす義ぎ務むがある」

「承しよう知ちされておられる」

「ならば」

　そこで彼は口を止め、視線を人々に向けた。人々は、彼に視線を向けられている事すら気付かぬ程ほど、閑かん談だんに夢む中ちゆうになったり、水すい筒とうから水分を補ほ給きゆうしたりしている。

「ならば、このような稚ち拙せつな一いち時じ凌しのぎを繰くり返すべきではない。こんなもの、人々の心に慣れによる慢まん心しんを植え付けるだけだ。

　安全が保ほ証しようされるまで全面停止するか、他の安全対たい策さくを施ほどこすべきだ」

「だが、停止を認みとめぬのはそちらであろう。そもそも陛下は、この工事に人間を駆かり出す事を予定されてはおられなかった。介かい入にゆうを無む理り強じいしたのは貴き官かんの上役と聞いている」

「確かにそうだ。だが、いったん意見を認めた以上は万ばん全ぜんを期す義務があると言っている。

　そもそも今の言、陛下のものではあるまい」

「その通り。われ個こ人じんの意見だ。なぜわかる」

「あの陛下が他に愚ぐ痴ちを零こぼすか」

「なるほど」

　怪鳥が嘴くちばしを震ふるわせた。笑っているのだろうと、監かん視し官かんは推すい察さつした。

「それはそうと、これは貴官を知る者としての意見と思って欲ほしい。

　今の言を皆みなの前で言えば良かろう。貴官が何と呼よばれているか、存ぞんじているか？」

　監視官は口の端はしをあげる。狭せまい職しよく場ばだ。いやでも耳に入っていた。

「酷こく吏り」

「酷こく薄はく非ひ道どうなる官吏。すなわち酷吏。

　だが、その胸むねの深遠の内の一いつ端たんでも明かせば、評ひよう価かも変わるだろうに」

「必要ない。私はただ、帝てい国こくの法に照らし合わせた行動をするだけだ」

「そうか。どちらにしろ、われらにとって害悪ではないな」

　その怪鳥の言葉に、監視官への酷評を惜おしむ気持ちは一いつ片ぺんたりとて混じっていない。本人がその評価を善よしとするのであれば、他者がとやかく言うものではないと心得ていた。

　ただ、怪鳥は自分の考えは述のべた。

「それに、貴官のその悪名があるからこそ、われが来て人々が喜ぶのだ。貴官は、あくまで監視の職務を超こえようとはしない。だからこそ、われの休止の報ほうを心待ちにする。

　魔物われらを見て喜ぶなど、当初は想像もしなかった。これも陛下の采さい配はいの内なのであろうか」

「魔物あなた方は陛下をかくも過か剰じように評価し過ぎだ。私のような一官員の性せい格かくなど知りようはずもない」

「そうとは思えぬことが、陛下のお力故ゆえに」

　監視官は押おし黙だまった。

　傍はたからだと皇こう帝ていへの景けい慕ぼが崇すう拝はいの域いきに達しているとしか見えない魔物の言動は今に始まった事でもなく、それに、それを妄もう信しんとさせないだけの実じつ績せきを皇帝は上げつつあった。

　同意を示しめす気はないが、頑がん強きように否ひ定ていするほどでもない。

　その監視官の態たい度どを感じたのか、怪かい鳥ちようは暇いと乞まごいの言葉を述べた。

「まあ良い。今回は長話をし過ぎた」

　怪鳥が翼つばさをはためかせる。職地に帰き還かんするか、他の場所にも伝達をするようだった。

　怪鳥に向け、監視官は最後に念を押した。

「私の直言、確かに伝えて欲しい」

「貴官風に言うならば、それがわれの職務故に。

　確かに……いや。待て！」

　怪鳥が突とつ然ぜん大声をあげた。それは警けい告こくだった。

　この月に入って、六度目の地じ揺ゆれが襲おそった。

　そしてそれは、今までで最大のものだった。

　幸い、足場が極きよく端たんに悪い工事現げん場ばから人々は離はなれていた。

　ただ一人残っていた監視官を除のぞいて。

「くっ」

　監視官の足が地面の中に潜もぐり込こんでいく。弛ゆるい砂すなが細かく揺れ動くことで、砂さ上じようの物を中へ中へと引き寄よせるのだ。監視官はそれに捕つかまってしまった。

「摑つかむ！」

　叫さけぶと同時に、怪鳥がその両足で監視官の腕うでを摑んだ。そのまま持ち上げる。

　身体からだが宙ちゆうに浮うくと共に、監視官は周りを見回した。

　監視官と同じような目に遭あっている者はいない。立っていられず、皆地面に伏ふせってはいるが、無事のようだった。

　その確かく認にんを行った後、初めて監視官は自分の命の恩おん人じんに視線を向けた。

「済すまない。助かった」

「謝しや辞じはいい。だが、これは……」

　言いよどむ怪鳥の意図を解かいして、監かん視し官かんはその後を続けた。

「ああ。一日に二度。これまでにない事だ」

「うむ」

「相手は自然。私達が完全に把は握あくできる類たぐいのものでないことは当然だ。

　それに、法に順ずる官吏としてこのような発言はしたくないが……」

「悪い予感でもあるか？」

「その通りだ。ん？」

　監視官は眼がん下かの土地に、何かが現あらわれたのを発見した。

　奥おくに引き込こまれかけた監視官とは逆ぎやくに、揺れる砂によって浮うかび上がって来たのだ。

　それは、柄つかも刀身も漆しつ黒こくの、両りよう刃ばの剣けんだった。

　ほどなくして地揺れも収まったようだった。

　監視官は先程の予感と相まって、まるで、今の地揺れはこの剣を地上に現すために起こったかのような感かん触しよくに捕とらわれた。

　頭かぶりを振ふって否定する。

「済まない」

　もう一度謝辞を言って、監視官は地に降おりた。

　悪い予感。

　そんな不確かな感覚で、そのまま放ほうっておくなどという真ま似ねはできなかった。どちらにしても工事には邪じや魔まだ。除のけなくてはならなかった。

　剣を拾い上げる。

　それは漆黒ではあるものの、何の変へん哲てつもない、ただの鉄てつ製せいの剣のようだった。どうやら錆さびで黒くなった訳わけではないようで、黒くても確かな光こう沢たくを放っている。

「かつてこの地で剣が鋳ちゆう造ぞうされたという記録はない。合戦が行われた事実もなかったはずだが……記録に留とどめられていないだけかもしれんか」

　柄がらにもなく抱いだいてしまった不安を取り除のぞこうとでもするかのように、監視官は呟つぶやいた。

　永ながく続いた戦せん乱らんで過か去この資し料りようは散さん乱らんし、遺い跡せきも壊かい滅めつした場所が多い。学者が唱える説はバラバラで、人の記き憶おくなどそれこそあてにならない。

　確かな事は、今、ここにこの剣があるという事だけだった。

「ふむ。どれ」

　怪鳥が頭上から覗のぞき込もうとした。その時だった。

「！」怪鳥が声にならない声をあげた。監視官の耳を劈つんざく。

　抜ぬけた羽根を舞まい散らせながら、怪鳥は大地へと墜つい落らくした。

「どうした」

　突然の事態に驚おどろき、翼つばさを広げて地面に伏す怪鳥へと監視官は駆かけ寄った。

「!!」また、怪鳥が声をあげる。

　何を言っているのか、監視官には理解できなかった。あまりに音が高くて、声とすら認にん識しきできないのだ。酷ひどい耳鳴りがした。

　そんな中、怪鳥が焦しよう点てんの定まっていない視線で一つの物を凝ぎよう視ししているのはわかった。

　剣だ。

　その瞬しゆん間かん、監視官は何い時つにない選せん択たくをした。

　己おのれの直感に従したがったのだ。

　剣を遠くに放ほうり投げる。空中で日の光を浴び一瞬黒光りした剣は、そのまま大地に突つき刺ささった。

「……かはっ」

　と同時に、それまで何かに耐たえていた様子の怪鳥が、血の塊かたまりを吐はいた。その後、何度も咳せき込む。

　墜落のショックか、または何か別の要よう因いんによるものか、怪鳥の翼は奇き妙みような方向に折れ曲がっていた。瞳ひとみの焦点も定まっておらず、呼こ吸きゆうも荒あらい。

「無事……とはいえぬか」

「あ…れは……」

「何だ？」

　監視官はしゃがみ込み、怪鳥の呻うめきに聞き耳を立てた。

　最悪、それが遺ゆい言ごんとなる可か能のう性せいもあった。

　助けを呼ぼうにも、当の伝達役が倒たおれてしまった。医い術じゆつの心得もなく、たとえあったとしても魔ま物もの相手に人間の医い療りようが効きくのかわからない以上、監視官にできる事はそれくらいだった。

　他ほかは、帰き還かんしない事に気付いて別の誰だれかが送られて来るのを待つくらいだが、本部が異い常じようを察するのは当分先になる。

「知って……。我らはこれを知って……」

「何を知っている？」

「これは……かと同じ……」

「何と。いや、誰と同じだ？」

「魔……収」

　それが、怪鳥の最さい期ごの言葉だった。
















　数秒目を瞑つむり、監視官は同どう僚りようへ向けて黙もく禱とうを捧ささげた。

　そして立ち上がる。

　自ら放り投げた剣へと向かって歩き、その柄つかに、身に纏まとっていた布ぬのを括くくり付ける。

　砂すな煙けむりの中、果たしてそれは旗のように、風を受けてはためいた。

　それを確認して、その場を離れる。十分に離れたところで、監視官は立ち止まった。

　自らが作った即そく席せきの目印をじっと見み据すえたまま、直ちよく接せつ身体からだを襲おそう砂すな埃ぼこりの中、異変を感じ取った本部が送ってくる次の使者を待った。

　この監視官は人々から酷こく吏りとあだ名されていた。

　その名に違たがわず、あくまで法に従じゆう順じゆんで、情じようなど見せなかった。

　だからこそ、今起こった出来事に何ら躊躇ためらう事もなく、彼は二次災さい害がいを防ふせぐ手立てを採とり、何の含ふくみもなく事を本部──ひいては皇こう帝てい──に預あずけた。




　　　　２




　魔大陸からの魔力の影えい響きようで天候が乱みだれる帝都シルディアに、季節と呼べるものはない。

　暑いのか寒いのか、雨が降るのか晴れるのか。

　全すべてはそうなってからでないとわからない無む秩ちつ序じよさこそが、シルディアの空だ。

　古くからの住人にしてみれば今さら確認する必要もない事実なのだが、それでも『それ』は珍めずらしい出来事だった。

　雪。

　人と魔を統すべる統とう一いつ帝国サッハースの、その帝都が、その冷たい白銀に染そめ上げられていた。

　大陸と魔大陸を繫つなぐ交通の要所として商都としての発はつ展てんも見せ始め、ここ数年は喧けん騒そうの晴れる事がなかったシルディアだが、降り積もる雪の中、かつての閑かん散さんとした姿を取り戻していた。

　無む論ろん、街から人々が一いつ斉せいにいなくなった訳わけではない。

　炎えん天てん下かの灼しやく熱ねつからも、暴ぼう風ふう雨うからも、無論豪ごう雪せつからも、人々の生活を支ささえ続ける建けん築ちく物ぶつの中に籠こもって、あまり出てこないだけある。それが家か、仕事先かは別にして。

　そして、住まいと仕事先が同じ人間は一歩も外に出ないという状じよう況きようが、雪が降り始めてからここ七日ほど続いている。

　それは、皇帝たるサラ＝シャンカーラも同じだった。

「必要性を認みとめません。却きやつ下かします」

　サラは陰いん鬱うつに言葉を吐はいた。思っていたよりも大きな動作に出てしまい、防ぼう寒かん用でもある長衣がわずかに乱れる。

　たいした乱れでもないのだが、今は無む性しように気になった。黒い瞳を一瞬閉とじ、黒くろ髪かみを払はらってから着き崩くずれを直す。

　乳にゆう白はくの壁かべの中では彼女の黒こく瞳どう黒髪はよく映はえた。その明暗の対たい比ひが、多くの臣下にとって小こ娘むすめと大差ない若わかさである彼女の、年ねん齢れい以上の沈ちん着ちやくを演えん出しゆつしているのは一つの事実だった。

　だが、そんな演出があろうとなかろうと、素すの彼女の威圧もまた強きよう烈れつではあるのだ。

　今はそれが若じやつ干かん和やわらいでいる。いや。意図して弛ゆるめていた。

　今、目の前に控ひかえている者達は、サラにとって非ひ常じように面めん倒どうな問題を抱かかえる者達だった。

　彼女の場合、陰いん鬱うつは雪で外に出られないからではない。外出しないのはいつもと同じなのだ。皇帝の職しよく務むは毎日あますことなく入っている。皇帝の座ざから降りない限かぎり、本当の休みなどというものはないのだ。休みがあったとしても、それは次の職務を効こう率りつ的にするための休み、仕事のための仕事としての休みである。

　だから、彼女は雪が降る事に対して不便は感じていなかった。あっても、それによって起きる弊へい害がいを捌さばく仕事が増ふえるという悩なやみくらいである。

　陰鬱は、彼女にとっての雪と他人にとってのそれが違ちがうという事に起き因いんする。

「そうでしょうか。帝国建国もはや四年を数えます。帝国の威信を顕あらわにするためにも、この辺りで盛せい大だいに饗きよう宴えんを開く事をお勧すすめします」

「却下します。威信というのなら、先の武ぶ芸げい会で十分です」

「いえいえ。あれはあくまで民みん衆しゆうに対してです。諸侯に対しては不十分。ここは、諸侯とももっと語らう機会を設もうけられるべきかと。

　おっと。私は十分承知しておりますが」

　そう語る小太りの壮そう年ねんこそ、ギオラストの元王にして、現げん侯こう爵しやくであった。そして、

「ギオラスト侯に賛さん同どうしますぞ。どうせなら、諸侯を一斉に集めるなどいかがかな」

　賛意を示しめしたのも、爵しやく位いこそ息子むすこに渡わたしたものの、未いまだかくしゃくとした六十余の老ろう翁おう、カンザリア前侯爵であった。

　今、サラの目の前には元王級の諸侯数名と、その部下達が集まっている。

　表向きの理由はそれぞれ異ことなっているが、要するに、

（暇ひまなのね）

　サラは胸むねの内でつぶやいた。

　王位を剝はく奪だつされ、諸侯に身を落とした彼らの進しん退たいは様々だった。

　受じゆ領りようした領地に潜ひそんで表に出てこない者もいれば、わざわざシルディアに邸てい宅たくを設け、頻ひん繁ぱんに顔を出してくる者もいる。世よ捨すて人になる者もいれば、帝てい国こく臣下としての出世に身を切り換かえた者もいる。

　ここにいるのは、思おも惑わく様々でも皇こう帝ていの近くにあろうとする者達だった。

（外出はままならない。じっとしていては寒さが辛つらい。残された楽しみはせいぜい、快かい適てきな城しろで小娘をいたぶるくらいって訳ね）

　幸いというべきか不運にもというべきか、外の寒さに比べ城じよう内ないの保ほ温おんは極きわめて快適に保たもたれている。

　風説違たがわずシルディアの建築技ぎ師しが存ぞん分ぶんにその腕うでを揮ふるったという理由もあったが、最大の理由は城内に火を操あやつる系けい統とうの魔物が常じよう駐ちゆうして保温に努つとめていたからだった。

　戦い本位で居きよ住じゆう性せいなど考こう慮りよには入れられていない、本来住すみ難にくいはずの城が、皮肉にも雪が降り積もるシルディアでは最も心ここ地ちよい場所となっていた。

　その結果、いつもは顔も見せない諸侯さえもがこうして城に集まっているのである。

　そしてこの帝国の特異な在ありようからして、彼らは皇帝が元王たる自分達の言葉を蔑ないがしろにできないのだと十分承知して、その上で遥はるかに年下の小娘をからかって遊んでいるのだとサラは感じていた。

（後は、あれの恐きよう怖ふを紛まぎらわせたいってところかしら）

　次々と何かを言ってくる諸侯の言葉を半分聞き、半分無む視しして、サラはそっとため息いきをついた。

　ここ最近、地じ揺ゆれが頻ひん発ぱつしている。つい先日など、一日に二度連続で起きるという事じ態たいが発生している。これは今までになかった事だった。

　いつ襲おそってくるかわからない地揺れを家屋の中に閉とじ籠って待っているだけの生活というのも、それはそれで辛いものがあるのだろうが、だからといって気を紛らわせる格かつ好こうの玩具おもちやになりたいなどとは間違っても願いはしない。

　そして、たとえ相手が遊び半分であるとしても、気を抜いてはいられない今の状じよう況きようこそが、帝国の屋や台たい骨ぼねの脆もろさの現あらわれだった。

（密ひそかに謀ぼう略りやくを語りあっていられるよりはマシだと思うしかないのかしらね）

　サラが何度目かの、陰鬱な息を吐いた時だった。

「急きゆう報ほう。第三十九地区に異常発生」

　突とつ然ぜんの声と影に、諸侯達は顔を引き攣つらせた。

　彼らの目の前に、唐とう突とつに、何の前まえ触ぶれもなく、巨きよ大だいな石せき板ばんが現れたのである。

　サラはそんな彼らの表情に少し気を晴らし、玉ぎよく座ざを立った。

「申し訳ありませんが、侯らと語らっている暇はなくなりました」

「ほう。我われらを……」

　誰かが口を開いたが、それを遮さえぎり、

「いみじくも一国を率ひきいていた侯らなら承しよう知ちされているとは思いますが、君主たるもの火急の用には一いつ切さいの私わたくし事ごとを後にし、享きよう楽らくを捨すて事に当たらなければなりません」

　皮肉を交まじえて、サラは続けた。彼らがこうして臣しん従じゆうの形をとらなければならなくなったのはそれができなかったからなのだ。少なくとも、徹てつ底ていには欠けていた。

「侯らとの語らいはまたの機会に」

　機会なんて来て欲ほしくもない。心ではそう思いつつも、会話を止やめる事を悔くやんでいるかのような表現をする。

　表面的にでも友好を見せておかないと、何を口実に叛はん乱らんを起こされるかわかったものではなかった。先まず叛乱ありきだろうと、大たい義ぎにする口実如何いかんで他ほかからの支し持じの得やすさが変わるのである。支持率りつをあげるためには、相手の落ち度がより高いと思わせる方が良いに決まっているのだ。

　それがわかっていて、自ら進んで落ち度を作ってやるほどサラはお人ひと好よしではなかった。

「なるほど。我らを排はいしてまでの急用ですかな」

　ギオラスト侯爵がにやついた笑えみを浮うかべた。

「それはまだ。ですが、内ない容ようがわからない以上、最悪も考えなければ」

「ほう、最悪ですか。帝国皇帝ともあろう方が、これはまた。

　そのような事態を招まねきかねない失しつ策さくに覚えがおありなのでしょうか？」

　返された皮ひ肉にくに、サラは苦く笑しようした。

　確たしかにこの帝国で何か最悪と呼べるような事態が起きてしまったとしたら、それは皇帝である自身の采さい配はいに落ち度があったという事になる。だが、

「その話も、また今度」

　サラはきっぱりとその後を断たった。最悪などと言ったのは、目の前の人間達を退さがらせる口実にしただけだ。どちらにしろ、交かわす言葉が単なる表面上のものに過すぎない事は互たがいが理り解かいしている。

　ギオラスト侯爵も、舌した先さき三さん寸ずんで皇帝からどれだけ時間を奪うばい取れるかと興きようじていただけのようだった。変わらない笑みがその証しよう明めいだ。

　そして、たとえそれが形式的であろうとも、上下関係もまたはっきりとしていた。

　片や皇帝。片や、それに降こう伏ふくした者だ。皇帝に退れと言われれば、従うしかないのが臣下なのだ。

　心の内は、ともかくとして。

「では、退らせて頂いただきましょう。陛下のご命令とあれば」

　ギオラスト侯爵の言葉を皮切りに、

「そうですな。最悪ではないとよろしいですな」

「ご幸運を」

「では、私はご健康を祈いのらせて頂くとしましょう」

　一言交えながら、諸侯は退室していく。その最後、最老のカンザリア前侯爵が振り向いて笑った。

「そうそう。それがしの葬そう式しきには、皇こう帝ていとしてご出席願いますぞ」

　その前侯爵が去るまで、サラは諸侯を見送った。

　全員が全員、嫌いや味みだらけだった。最後にいたっては、それまでには帝位から退しりぞかせてやるという決意表明のようなものだ。

　本心と正反対を言っているとこちらが理解していると承知して、その上での発言の数々だ。これ以上の嫌味はそうはない。

　だが、辟へき易えきはしても、嫌けん悪おは覚えなかった。

　以前の彼らなら、とっさにこれだけの嫌味を吐はいていくだけの器き用ようさはなかったのだ。することなすこと全すべて臣下任まかせか、逆に横おう柄へいな振る舞まいによる独どく断だんかのどちらかで、決断力も判はん断だん力も、臨りん機き応おう変へんさも欠けていた。

　敗者としての屈くつ辱じよくが彼らを変えたのだ。

　言葉の端はし々ばしに、以前の彼らではない鋭えい利りさが見え隠かくれしている。

　それを『敵てき』に見せてしまうようでは、まだまだ力不足なのではあるが。

（ああ、本当に……）

　再ふたたび玉座に座すわって、サラは天井を見上げた。

（本当に、わたしの戦いは何も終わってなどいない）

　それが歯は痒がゆいと同時に、奇き妙みような高こう揚ようを覚えていく。

　強きよう者しやに蹂じゆう躙りんされ、己おのれの意を何一つ通せない屈辱が、如い何かに心を鈍にぶく抉えぐるか。

　怒いかりによる復ふく讐しゆうの猛もう火かが、如何に激はげしく身を焦こがすか。

　それを誰より深く、サラは理解している。

　今の自分がこのように皇帝として在るのがまさに、復讐の妄もう執しゆうからなのだ。

　幼おさない日から『バケモノ』と忌いみ嫌きらわれ、人じん格かくを否ひ定ていされ、ただ一人の理解者の『おばあちゃん』を、『バケモノ』と意を通じたというだけの理由で殺されたサラの、人間全てに対する復讐の現れが、この帝国なのだ。

　だから、彼らが変わる事に対しては何の不思議も感じていなかった。むしろ変わらずにいられた方が、拍ひよう子し抜ぬけしてしまっただろう。

　だが、

（だけど、あなた達の屈辱なんて、わたしのそれに比くらべたらぬるま湯ですらない。

　この程てい度どで対等になったなどとは、ゆめにも思わないことね）

　皇帝になったとはいえ、復讐達成にはまだ遠かった。

　たとえ屈辱に塗まみれた中から、努力などという言葉が生なま温ぬるいくらいの鍛たん練れんから這はい上がって来たとしても、再び地の底に突き落とす。

　むしろ、そうしたいとすら願うのだ。

　楽には済すまさせない方が良いのだから。

　だが、だからといって、相手が成長するまでは手を抜くなどという考えは一いつ片ぺんもない。

　目的はあくまで、彼らを平ひれ伏ふさせ続けることにある。

　彼らが向上して来るのは面おも白しろい事ではあったが、それに興きようじて自分本来の目的を見失うほど、サラは単純な性格ではなかった。

　目的のためなら、自らの享楽を捨て去る程度なら平気でできる。

（そう。だから、油ゆ断だんなんかしない。一切の手を抜かない。

　その上で、それでも這い上がって来たその時は……）

　一息つき、サラは目の前の石版を見据えた。

「待たせました。続きを」

「御ぎよ意い」

　重々しく、石板が前まえ屈かがみに傾かたむく。

「三十九地区にて異常発生。魔物が一体、不ふ審しんな死を遂とげた模も様よう」

　サラは数度瞬まばたきをし、その番号を記き憶おくの中の地区名から探さぐり出した。合がつ致ちした場所を脳のう裏りの地図に思い描えがき、わずかに顔をしかめる。

「三十九地区といえば、テイフォードとチョウリュウの境さかい付近ね。帝国への叛心が目に見える形では強いところ。でも、叛乱が起きて……という訳ではないのね」

　サラは石板に、再確認をとった。もしそうであるなら、『不審な死』などという表現は使わない。

「御意。その死因は我々には不ふ可か解かいたり。ただし、看み取とった現場監かん視し官かんの供きよう述じゆつ内ない容ようより、要緊急と判はん断だん。回線を用意」

「聴きかせて」

　サラの言葉に応こたえて、石板の声が変へん質しつした。

《む。これを持てと？　この小石に何かあるのか》

「繫つながったわね」

《しゃべる？　これも魔ま物ものか？》

　石板から聴こえる戸と惑まどいの声に、サラは苦く笑しようして、

「よく聞きなさい。その石は、離はなれた者同士の言葉を仲ちゆう介かいする。

　わたしは皇こう帝ていよ。三十九地区の監視官、セインね」

　石板による仲介先の監視官は、言葉を失ったようだった。

　声しか届とどかなくともそれくらいは推すい察さつできる。

　実は、監視官が持っているであろう小石は石板の魔物の一部であり、それを持つものの声を石板は発する事ができるという仕組みだった。

　が、詳くわしくは言わなかった。

　相手の監視官も、別に仕組みが知りたいとは思っていないだろう。それよりも、こちらが掛けた言葉の内容の是ぜ非ひの方が、よっぽど気き掛がかりだろうと思われた。

「傍そばに、他ほかに魔物がいるのでしょう。その者に訊きけばわかるわ」

　返答には少しの間があった。おそらく、言われた通り訊いたのだろう。

《は、はい……。本当に、皇帝陛へい下かで？》

「地じ揺ゆれの対たい処しよに関する陳ちん述じゆつは受けています。

　あなたの上司はハイエルですね。彼もよい部下を持っています」

《は、はい……》

　相手の動どう揺ようは手に取るようにわかった。

　石から声が聴こえる。それだけなら、そういう魔物だと思えば良いのだ。

　だが、その声の主が皇帝だと言えば、果たしてそれをすぐに受け止められるか。

　落ち着くまで待つか、そのまま進めるか、サラはわずかに迷まよい、そのまま進める事にした。

　彼が託たくしたという陳述は、確かに的を射いていたのだ。あれだけの明めい晰せきさを持つならば、多少の混こん乱らんがあってもすぐ事態に追いつくだろうと判断したからだった。

「聴きたい事は一つ。あなたが看取ったという魔物に関してよ」

《は、はい》

　声から、少しずつ落ち着きを取り戻している事がわかる。判断は間違っていなかった。

（ただの監視官にしておくのは惜おしいわね）

　そんな考えを脳のう裏りにちらつかせながら、本題を進める。

「その状況を、できるだけ詳しく言って欲ほしいの」

《はい。連続した二度の揺れがあった直後です。一振りの剣が出土しました》

「出土？」

《出土です。地中に埋うもれていたものが、地揺れによって現れました》

「なるほど」

《作業の危き険けんとなるため退しりぞけようと私がそれを持ち上げたところ、かの魔物もその剣を確認しようと近寄って参りました。その直後、彼は地上に落下致いたしました》

「即そく死し？」

《いえ。落下後、わずかに意い識しきがありました》

「彼は何か言葉を遺のこせましたか」

《はい》

「彼は何と？」

《…………》

　監視官からの言葉が途と切ぎれた。

　今までの話の内容では正直言ってよく判わからなかった。少なくとも、現地に赴おもむいた者が緊きん急きゆうを要すると判断したに足るほどの決定的な話は出ていない。

　だが、それだけの重要性を秘ひめた何かがあったはずであり、今のところ出ていないのであれば、それは死んだ魔物が遺したという言葉にあるとしか考えられなかった。

「彼が遺した言葉は何です」

　再度の問いに、

《細部までは聴き取れませんでした。ですが……》

　監視官は一いつ拍ぱくあけた後に、続けた。

《落下後、彼は剣に視線を向けておりました。直感からこの剣に何かあると思い、私はその剣を放ほうりました。彼が言葉を遺したのはその後です》

「それは？」

《おそらく、『我われらはこれを知っている。陛下と同じ。魔力吸きゆう収しゆう』と》

　サラは立ち上がった。

　その言葉の意味するところを理解して。

　そして、監視官がなぜ言い澱よどんだのかを察して。

「魔剣」

《私が聴き取れた言葉が真まことであり、死の原因があの剣に直結していたならば、そう呼こ称しようされてしかるべき物かと》

　深く息を吐き、再びサラは座すわりなおした。

「まさか、実在するとは」

　サラのその言葉には、ある種の胡う散さん臭くささを疑うたがう色がにじみ出ていた。

　魔剣。その多くは口く伝でんを基もととしたものとはいえ、数多くの伝承に出てくる魔を絶たつ武ぶ器きの総そう称しようである。同時に、実物はおろか実じつ在ざいを証しよう明めいする物証すら何一つ出た事がない、噂うわさの域いきを出ない武器でもあった。

　武器の扱あつかいも知らぬ素人しろうとであろうとも魔物を打ち倒たおすと伝えられる魔剣は、魔物によって苛か酷こくな状況を強しいられた人々が生み出した、ある種の願望であると通常は考えられている。

　ようするに幻げん想そうだ。

　態度からその意思を察したのだろう。監視官は言葉を続けた。

《わかりません。ですが、あの魔物の死の様子。噂に聞き及およぶ、陛へい下かのお力と非ひ常じように酷こく似じした何らかのものと考えれば》

「納なつ得とくできるというのね」

《その通りです》

　実直なその声に、おそらく、監視官は何一つとして噓うそはついていないという事は聞いて取れた。知らない事は知らないと断ことわった上で推すい測そくを述のべている。

　全すべての答えを出すには早いとしても、直ちよく接せつ見聞きした現場の判断として重要視するには十分に足る内容だった。

「わかったわ。で、その後は」

《その剣に目印をつけ、他の者が近付かぬようにしております》

　相手には見えていないとわかっていても、サラは頷うなずいた。

　ぬかりがない。本当に、ただの監視官で終わらせるには惜おしい人材だった。

「でき得る最さい善ぜんです。感かん謝しやします」

《身に余あまる光栄です。ですが、謝意はむしろ、かの者に。

　死の間ま際ぎわまで臣としての忠ちゆうを尽つくしました》

「それは無む論ろん。ただ、他の犠ぎ牲せいを抑おさえたのはあなたの功です」

《それも、あの者が遺そうとした言葉があればこそ》

　謙けん遜そんの気配はなかった。真実、彼はその通りに思っていると感じられた。

「帝てい都とに来る気はありますか？」

　その言葉に含ふくまれた意味に気付いたのだろう。息を吞のむ音の後、

《私は法に従うのみ。定める者とはなり得ません》

　返って来たのは、遠まわしな辞じ退たいの言葉だった。

「なるほど。結けつ構こう」

　サラはそれだけを答え、その事についてはそれ以上何も言わなかった。ただ、こちらにそういう気があるという事を伝えておこうとしただけだった。今、速すみやかに必要という訳でもない。

「まあ、良いでしょう」

《いえ。それより、兼かねてからの件けんもお忘わすれなきように》

　監視官からの忠告に、サラは再び苦笑した。

　本当に手抜かりというものを知らない人間だった。魔剣などという大たい層そうな話が出てきた後でも、細やかな現実を忘れていない。

「それはもう」

《ご用件がお済すみでしたら、職務に戻らせて頂きます》

「ええ。ご苦労でした」

　労ねぎらいの言葉を与あたえた直後、石せき板ばんが重々しく震ふるえた。

「中ちゆう継けい終しゆう了りよう」

「あなたも。ご苦労でした」

「恐きよう悦えつ」

　その言葉を残し、現あらわれた時と同じく唐とう突とつに、石版の魔物は砂すなのように崩くずれ、床ゆかに消えていった。その床に、書しよ片へんが残る。

「魔剣とはね」

　サラは一人ごちながら、ため息をついた。ここのところ、妙みように騒さわがしい状じよう況きようを招まねくような事じ態たいばかり起こっている気がしてならなかった。

「もっとも、それが必然であろうが偶ぐう然ぜんであろうが、やる事に変わりはないのだけれど」

　辟へき易えきしながらも、サラは頭の片かた隅すみで、宰さい相しようの秘ひ書しよ官かんに思念を送った。

　秘書官に彼女が就ついてから、宰相を呼び寄せるのが実に楽になっていた。だがそれは、急いで呼ばねばならないような事態が減へる傾けい向こうにないという現れでもある。

「むしろ、減る事なんて、ありはしないのかもね」

　自分以外聞く者もいない中、独白を続ける。

　送る思念は一瞬でも、彼女が宰相を呼び、その彼が準じゆん備びを整えてここに来るまでの時間は、そうそう短くなるものではない。

　後は待つだけのわずかな時間でも、ただただ無む作さく為いに過すごすだけという状態は、サラの性格に反していた。

　立ち上がって、石板の魔物が残した書片を手に取る。書片といっても紙ではない。柔じゆう化かした鉄板とでもいうべきか、弾だん力りよくがあるくせに硬こう質しつな物体に刻きざみ込こむように綴つづられていた。

　その鉄板じみた書片をわずかに折り曲げ、弾力で元に戻ろうと撓しなる様を何度か試ためしながら、サラは再び玉座についた。

「沸ふつ々ふつ、沸々と、災わざわいの因もとは湧わいて出る。最悪という大たい樹じゆになってからでは遅おそい。芽の内、いえ、種の時点で除のぞき取る。そう考えれば……」

　扉とびらを叩たたく音が響ひびいた。いつもより音が高かった。乾かん燥そうして、扉の木材から水分が減っているのだ。

　意思もないこんな扉でさえ、環かん境きように応おうじて状態は変わる。ただ一つとして同じではない。

　移うつろい易やすい『心』を持つ者が相手であるなら、その千せん変べん万ばん化かはもう言うまでもない。

　一いつ拍ぱく置いて、サラは入室を促うながした。

　入って来たのは、宰相であるスキピオだった。急いで駆けつけて来たのだろう。大きく肩かたを揺ゆらし、息を整えている。それでも宰相服に乱みだれはなかった。

　サラは苦く笑しようした。

　おそらく、扉を叩く前に服装だけでも直したのだろう。

「いかなる細事とて、疎おろそかにはできないものね」

　その唐突な言葉に、スキピオは虚きよを衝つかれたようで、一いつ瞬しゆん挙動を止めた。それでも、

「お言葉の通りです。いかな大災も、それが未み萌ほうの内は細事で済まされるものです」

　サラとしても、返答はこれ以上ないものだった。唐突の問いに即そく答とうしたという事は、常つね日ひ頃ごろからそのように考えているという事だろう。広大な版はん図とを誇ほこる帝てい国こくの宰相の心こころ構がまえとして、何の不満もない。

「その通り。未萌とはいきませんでしたが、萌芽したての災いが一つ」

「何事でしょうか」

　サラは少し、間を空あけた。

「魔ま剣けんが出たそうよ」

　その答えに、スキピオが微かすかに顔を顰しかめた。

「魔剣……ですか？」

　口調にも、僅わずかに疑ぎ念ねんの色が出ていた。僅かで済ませているのは、魔剣の名が皇帝の口から出たからだろうと推すい測そくする。主あるじの言葉をそのまま鵜う吞のみにしてしまうようでは補ほ佐さたり得ないとはいえ、逆に真っ向から否ひ定ていしてしまうのも臣下として躊躇ためらわれるのだろう。

「そう。疑わしい？」

「正直に申せば」

「ただ、魔物が一体、確かく実じつに死んだようよ」

「真しんにその魔剣とやらが関かかわっているという、確たる証しよう拠こがおありなのでしょうか」

「ないわ。とはいえ、無む下げにできる程ほど虚きよ飾しよくでもない。わかっているのはそのくらいね」

「なるほど。箝かん口こう令れいは布しかれますか？」

「無用よ。起きた異変の片へん鱗りんでも見ていれば、いずれどこからか漏もれるでしょうよ」

「遅いか早いかの違い。それだけということですか。

　ですが、その差を得るだけでも、今後の対たい処しよに影えい響きよう致いたします」

「ええ。でも、今あるだけの差で十分。エサにする」

　それだけで今後の方ほう針しんを理り解かいしたらしく、スキピオは一礼した。さすがに理解が早かった。

「正式に下されますか？　それとも、風聞によってなさいますか？」

「その方針を訊たずねようと、あなたを呼んだのです」

「なるほど」

　スキピオは、長考の構えを見せた。その隣となりでは、話の速度についていっていないらしい秘書官が、瞳ひとみをきょろきょろと動かして、皇帝と宰相の両者に視線を代わる代わる向けていた。

「え？　エサ？　魔剣？　あの……エサ？」

　その様子に、サラは微笑ほほえんだ。

「そうよ。魔剣」

　サラが掛かけたその言葉に、ティアは狼ろう狽ばいを見せた。まさか、自分に声が掛けられるとは思っていなかったようだった。

「へ？　あの……あたしにですか？」

　先程以上に、周りを見回し、挙動不ふ審しんの見本のような状じよう態たいになっている彼女が可お笑かしくて、サラはまた微笑んだ。

「他にいる？」

「いえ……。でも、スキピオ様は？」

「彼は思考中。今の話し相手はあなただけよ」

「でも、あたしではとても陛へい下かのお相手は務つとめられません」

「そうでもないわよ。スキピオは理解が早くて楽だけど、会話を愉たのしむという感じではないしね」

「そ、そうですか？」

「わたしは、話し相手として愉しいかを判はん断だん基き準じゆんに宰相を選んだりはしないわよ」

「ええっと。では、話し相手として、今はあたしを選んで下さったという事でしょうか？」

「そうなるわね」

　途と端たんに、ティアは表情をほころばせた。

「はいっ。では、喜んでお相手を務めさせて頂きます」

「別にそこまで張はりきる必要はないわよ」

「とんでもない事でございます。陛下のお言葉を賜たまわる誉ほまれを得られたのですから」

　別に臣下との会話を惜おしんでいる訳でもないのにと思いつつも、それ以上サラは言わなかった。

　代わりに、

「まあ良いわ。それより、訊ききたい事があったのでしょう？」

「え？　あ、はい」

　ティアは一度礼をした。

「あたしは、陛下とスキピオ様の会話が全然理解できませんでした。どういう意味なのでしょうか」

「まず魔剣。それはわかるわね」

「はい」

「これ見よがしな、これ以上ないほどわかり易やすい力の象しよう徴ちようね。紛まぎれもない本物であるならば、という但ただし書きがつくけれど」
















「はい……」

　そのティアの返答には含ふくみがあった。

「あまり認みとめたくない？　自分達を殺すものを力なんて」

「いえ……。そういう訳では」

「別にいいのよ。わたしも、そんな事欠片かけらも思ってないのだから」

「え？」

　思ってもみない言葉を聞いたとでも言いたげに、ティアは目を丸くした。彼女も彼女で、よく感情を表に出した。

　自分には決してできない事だと自じ嘲ちようしながら、サラは笑みを零こぼした。

「わたしじゃなくて、他がどう思うかという事よ。具体的に言えば、叛はん心しんを燻くすぶらせている連中ね」

「それは！」

「これは力だと思って、飛びつくかもしれない。だから、『エサ』なのよ」

「でも……」

　ティアはわずかに言いよどんだ。

「叛乱を起こさないようにするのが陛下の方針だと思っていました。それでは、むしろ煽あおろうとしているみたいです」

　その言葉にサラは微笑んだ。満足で。

「その方針は変えていないわ。だから、あくまでエサ。

　飛びついたからといって叛乱を起こすとは限かぎらないのだし、そもそも飛びつきもしないかもしれない。まあ、篩ふるいにかけるみたいなものよ」

「えっと。そうですか」

　彼女が浮うかべる表情には、まだ不ふ可か解かいさが残っていた。

　サラはそうと察して、

「確かに、こちらは叛乱を起こせないような状じよう況きようを創つくり出していこうと努力しているわ。でも、状況を無む視しして軽挙妄もう動どうしてしまう者というのもいるものよ。周りを見ない人間には、どんな制せい度ども、どんな抑よく止し力りよくも、意味は成さない。成功確率も考えないで、とりあえず動くだけ動こうとしている訳だからね。

　今回は、そんな相手を篩にかけて炙あぶり出したいのよ。魔剣なんて格好のエサ、噂うわさとしてでもそうそう出てくるモノではないのだから」

「はい」

「それに、情報なんて隠しとおせるものではないの。いかに閉とじ込めようとしたところで、水や空気のように何いずれからか漏もれ出いづるものよ。

　だったら、不ふ測そくの事態で情報が漏れ、予想外の時期に不意をつかれて動かれてしまうような事態に陥おちいるよりは、こちらから情報を流して相手の行動を予測の範はん疇ちゆうに収おさめたいのよ。

　むしろ、そちらの方が理由としては強いかもね」

「わかりました」

　ティアの表ひよう情じようには、今度こそ理解の色がでていた。

「陛へい下かの深しん謀ぼうもわからず、浅はかな発言をしてしまいました。申し訳ありません」

「いいのよ。それに、」

　サラは少し、言葉を止めた。当たり前の事を言うつもりなのに、一瞬、何か重大な告白でもするかのような感かん触しよくが過よぎったような気がした。

「叛乱を起こさないようにするのがわたしの方針。そう言ってくれて、嬉うれしかったわよ」

「え？」

「上下の意い思し疎そ通つうは組そ織しきにとって何よりの基き盤ばん。上じよう層そうが真に意図するところを下部実行層が明めい瞭りように把は握あくした上での逸いつ脱だつなら、むしろ歓かん迎げいすべき事よ。本当に恐おそろしいのは、上辺だけで従したがって真意を何も理解していない部下だらけになる事。そんな組織には、緩ゆるやかな、だけど確実な滅ほろびが待つ事になるわ。

　それはむしろ、敵てきにこそ迎むかえて欲ほしいものよ。って……」

　そこまで言って、サラはふと気付いた。どうも、ティアの様子がおかしいのだ。頰ほおを紅こう潮ちようさせて、目も虚うつろに天井を仰あおぎ見ていた。

「聴きいてる？」

　返事はなかった。ただ、

「陛下が……陛下があたしにお褒ほめの言葉をかけてくださった……」

　そのような感じの独ひとり言を繰くり返していた。

　その様子にサラは深く息を吐ついた。

　言葉一つでここまで感かん激げきされるのは悪い気がするものではないが、あまりに忠ちゆう実じつ過すぎるように感じて妙みような戸と惑まどいを覚えてしまうのだ。敵意を持つ者ばかりが常つねという状態が長く続き過ぎたせいで、未いまだにこの感覚には慣なれない。

（むしろ、わたしが皇こう帝ていであり続ける以上は、慣れるべきではないのでしょうけどね）

　それを寂さびしい考えだとはサラは思わない。

　皇帝は望んでなった道だった。

　心しん奥おうで叛心を抱いだこうが、表面で従う限りは構わないとしたのも己おのれ自身だった。

　だからこそ、心に隙すきをつくってはいけないのだ。

　忠実な言葉に心を許ゆるし、構えを崩くずす事があってはいけない。

　何もティアが信じられない訳ではない。信じる信じないの問題ではないのだ。誰だれかを信じる、信じないなどという選せん択たくをする事は、サラはとうの昔に捨すてていた。

　他者の言葉で勘かん案あんしたものは、ただ状況に対する認にん識しきの正せい誤ごのみ。

　正しければ採とり、誤あやまっていれば退しりぞける。

　極きわめて単たん純じゆんな、それだけの論ろん理りを通していたからこそ、二ふた心ごころある者だろうが仕えさせる事を何ら問題とはしなかった。裏うら切ぎり者の言葉だろうが正しいものは正しく、忠ちゆう義ぎの者の言葉であっても間違いは間違いなのだ。

　ただ必要に迫せまられるのは、その正誤を見み抜ぬく己自身の判はん断だん力だけ。

　だからこそ、その判断を狂くるわせるような心の隙をもってはいけなかった。

　人間誰しもが敵だった昔の苛か酷こくな状況の中ではそれは必然的に鍛きたえ上げられ、今ではもう別に気に留める事もなく自然に行っている。

　ただ、わずかな例外はあった。

　その最たるものが。

（彼は……どうするべきなのかしら……）

　サラは一人の相手を思い浮かべた。

　前魔ま王おうにして、今は魔物領りようの総そう督とく。

　ラジャス。

　彼に対しての判断はいつも揺ゆらいでいた。

　想おもう相手としての心情と、状況を冷徹に分ぶん析せきした判断が、常に狂くるっていた。

　大まかでは狂わせていない。

　ただ、歯車の歯一つ分くらいは掛け違っている。そんな気分だった。

（エサを撒まくとして、彼への対処はどうするべきなの）

　本当なら対処どうこうを論ずる相手ではない。危険性でいうなら第一級であり、即そく座ざにしかるべき手しゆ段だんをもって排はい除じよの方向へもっていかなければならない相手だ。

　それを阻はばむのは、彼に対する自分の想い。

　最初に自分を認めてくれた彼への、変わらない想いだけ。

　だからこそ、冷酷な計算が弾はじき出す判断とは歯車の歯一つ分の違いだけ、彼を排除しなくて良い方向で対処してしまうのだ。

　今もまた、サラの思考はその方向で働いていた。

　一度掛け違えてしまったものはそれとして、もうそのまま貫つらぬき徹とおすしかない。

　復ふく讐しゆうの手段を、寛かん容ような名君として人々の上に君くん臨りんすると決めたその事のように。




　皇帝と秘ひ書しよ官かんの会話を聴ちよう覚かくで素通りさせながら、スキピオはある思いを巡めぐらせていた。

　それは、先にあった勇者書しよ簡かん問題に類した事じ件けんである。

　勇者という単たん純じゆん極きわまる単語に踊おどらされてしまった挙句、謀ぼう臣しんの一人を誅ちゆう殺さつする結果になってしまったあの事件。

　もう一人ほど居い所どころがわからなくなる謀臣が出ていたが、その彼が真しん犯はん人にんだったのか、行ゆく方えを晦くらまさざるを得なくなったのか、それともすでに死し亡ぼうしたのか、スキピオは把は握あくできないでいた。どうやらそちらの方は魔物領総督が絡からんでいたようで、それが真相究明の隔へだてになってしまったのだ。彼に関しては、正直扱あつかいかねていた。

　しかし何より、あの一連の事件は、宰さい相しようたるスキピオ自身の落ち度が一つの原げん因いんである事に変わりはなかった。

　皇帝が当初示しめしていた通り、無視、あるいは達観を決め込んでいれば、あそこまで大げさな事態に陥る事もなかった。誅殺せざるを得なくなった謀臣に関しても実じつ際さいに行動を起こすまで追おい詰つめる事にもならなかったし、隠いん遁とんしていた魔物領総督を引っ張り出すという事態にもならなかった。

　それは叛はん心しんを抱いだいている謀臣達にとって、宰相たる自分、ひいてはそれを選せん任にんした皇帝への責せき任にん追つい及きゆうのエサとなり得うる失態だったのだ。

　しかし、未いまだ責任追及の声は上がっていない。

　あの前後に行方の知れなくなった者が二人いる事から、どちらがあの事件に関わっていたのか、あるいは両方ともが関わっていたのか、それとも両者はまるで別の理由からいなくなったのか、余よ人じんからは判断がつき難にくく、正確な情じよう報ほうも得え難がたくなっていた。

　謀臣達自身も踊らされていたという事には違いなく、不確かな情報で下へ手たに突つつけば自分自身に飛び火し兼かねないと、慎しん重ちようを期していると見るのが妥だ当とうだろうとスキピオは見ていた。

　それでも、謀臣以外の誰かから。たとえば、あの問題で表面上であろうと勇者候こう補ほとして監かん視しをつけられる羽目になった諸しよ侯こうから何らかの異い論ろんが出てもおかしくはなかった。

　だがそこからも出てはいない。臣下の謀臣が止めたのか、はたまた別の理由からか、それも不明だ。

　皇こう帝ていが今回の事でエサなどと言い出したのも、諸侯の動きが不気味になってきているからだろうとスキピオは推すい測そくした。それを考えれば、確かに魔ま剣けんというエサは諸侯の動きの出方を見る、格かつ好こうの篩ふるいだった。

　その皇帝だが、彼女からも宰相に対しての責任追及という言葉はついに出なかった。彼女は過去の失態を穿ほじくり返す真ま似ねをして責を問うような性せい格かくではない事から、失態が判わかった直後に罰ばつせられないという事は、これからも、今回の事で責は問われないという事になる。

　そこだけは、不幸中の幸いといえたのかもしれなかったが、

（僥ぎよう倖こうは善よしとしない。それも陛へい下かの信しん条じようです）

　それで落ち度が消える訳わけでは無かった。

（責を問われないからといって免まぬかれる訳では無い事は、私自身が承しよう知ちしている事。

　この場合、この先せん訓くんを次にどう生かすか、それで償つぐなうしかないという事でしょう）

　それはもう宰相に就しゆう任にんして何度となく繰り返した決意のように、スキピオには感じられた。暗殺未み遂すいといい、ここのところ失態が続いているのだ。

　いつ首を切られてもおかしくはないのに、何がどう転がってか、まだ宰相の座にあり続けている。それも僥倖には違いなかったのだ。

　屈くつ辱じよく的にも。

（今は、魔剣とやらに集中しましょう）

　スキピオは、一いつ旦たん思考を改めた。

　いずれにせよ、これらの問題はあれから何度となく自問していた。

　魔剣問題は、それに対して何らかの答えを出さないとならない。

　そうでなければ宰相をしている意味がない。

（あれで一つ、謀臣の全すべてが謀はかりごとを愉たのしむ性格ではないという事がわかりました。

　篩にかけるとしたら、まずはそこからですか）

「それで、案は出ましたか？」

　黙もつ考こうの中、突とつ然ぜんに皇帝から問いかけられ、スキピオは目を開いた。

　見れば、自分の秘書官は何やら夢ゆめ現うつつとなっていた。思えば、何い時つからか彼女達の会話が消えていた。

　一礼する。思いを巡らせていたのは先の事件だが、魔剣について何も考えていなかった訳ではない。

「概がい要よう程てい度どなら」

「どうするの？」

「はい。陛下の懐かい柔じゆう策さくは群ぐん臣しんもよく理解しているはずです。そして、それが決して友愛のような善意からではない事も。少なくとも、それくらいの事も理解していない者を私は部下としておりません」

「そうでしょうね」

「そんな中、魔剣のような反はん抗こう勢せい力りよくに勢いきおいを与あたえかねない情報が流れ出てくるのは、それが正式発表としてであろうと、噂うわさとして流れ出たものであろうと、いかにも不自然です。

　陛下の言ではありませんが、浅せん薄ぱくな者ならいざ知らず、機を読む事に長たけた者ならすぐさま裏うらのある事を看かん破ぱするでしょう」

　その答えに、皇帝は少し苦く笑しようした。どうやら、黙考しながらもティアとの会話を聞いていたという事に対して、何か思うところがあるようだった。

「それもわかっているわ。その上で、篩にかけようとしているのだから」

「いえ。それでは篩として網あみ目めが狭せますぎます」

「誰も落ちないと？」

「落ちはします。ただし、わざわざ篩にかけるまでもない雑ぞう兵ひようくらいでしょう」

「それでも構わないわ。こちらが揺ゆさぶりの態度をみせるという事実だけでも、今は十分」

「この機会、でき得うるなら諸しよ侯こうクラスの大物を選えり分ける篩としたいのです」

　再びスキピオは一礼した。

　謀臣の選り分けは、ひいてはその後ろにいる大物の選り分けに繫つながる。わざわざ宰相府に入り込んで来ている謀臣は、それぞれの主からも信任が厚あつい者ばかりなのだ。

　何しろ宰相府は、帝てい国こく内でも特に陰いん謀ぼう詭き計けいの坩る堝つぼと化している。生なま半はん可かな者が入って来ても、すぐさま吞み込まれ、謀略の爪そう牙がに沈んでいく。そんなところに送り込まれるのは、頼たのみとする懐ふところ刀がたな以い外がいの何物でもないのだ。

　その懐刀が失策を犯おかした場合、諸侯は尻尾しつぽ切りを行っても相当な痛いたみが残る。代だい替たいできるような臣下はそういない。少なくとも、新たな懐刀を見み出いだす数ヶ月か数年は動きを止められる。

　スキピオはこの毅き然ぜんとした礼の姿し勢せいに、退ひく事のない覚かく悟ごを示しめした。それを察したのだろう。皇帝も、身を一度正した。

「荒あれるわよ」

「今の我われらは守勢を旨むねとしているとはいえ、攻勢に転じてはならぬという訳ではありません。特に、血を見る事を目的とした訳ではない攻勢ならば」

「ただし、見る事も辞じさない覚悟はある。そうなのでしょう」

「相手の出方次し第だいです」

　皇帝は、しばし判断を留とどめた。数秒足らずではあったが、即そく断だん即決を旨むねとする彼女の数秒は、それだけの重みがある。

「……わかりました。その方向で認みとめます。言うからには策は定まったのね」

「はい」

　スキピオは、再び礼をした。

「正式に発表しても裏を読まれ、噂として流しても裏は読まれます。しかしながら、その両者を統とう合ごうすれば、不自然さは和やわらぐでしょう」

「どういう事かしら」

「まず帝国として、魔ま剣けんに関連するような、しかし、直ちよく接せつには触ふれない何らかの情じよう報ほうを発はつ布ぷします」

「ええ」

「その後、魔剣の噂を流すのです。先の正式発表ではあえて魔剣部分を不ふ鮮せん明めいにしますから、聡さとい者なら違い和わ感を持っているはずです。魔剣の単語は、その違和感を消す事になりましょう」

　皇帝は、その言葉に苦笑を零こぼした。だが、彼女のそんな態度に本当に苦笑したかったのは、むしろスキピオの方だった。同時に、誇ほこりたい気持ちでもあった。

　この主あるじは自分の謀はかりごとを瞬時に理解してしまったのだ。だからこそ出た苦笑だった。

「まずはわざと疑うたがいを持たせて、次の情報でその疑いを解とかせる。疑いが解けたのだから、その情報は正しいと感じる。そうやって自分で納なつ得とくしてしまうのだから、他者による作さく為いの手も感じ難にくい。そういう事ね」

「はい。しかも、先に我々は正式発表として魔剣の存そん在ざいを意図的に隠かくすのです。そこにやましい事があると見れば、我々が魔剣を重要視しているかのように誘ゆう導どうする事もできましょう」

「その上で、釣つり上げると」

「はい。発表と噂にする具体的な話は、魔剣の実じつ態たいについてもう少しお聞きしてから整えたいと思います。その魔剣の実態とかけ離はなれてしまえば、いかに策さく略りやくとして信しん憑ぴよう性せいを付加したとしても乗せる事はできないでしょう」

「わかったわ。そうは言っても、多くはわからないのだけれど」

「今まで伝説の類たぐいを離れていなかったものです。委い細さい網もう羅らする情報を期待してはおりません」

「まあ、そうでしょうね。わかっている事は少し。

　大陸横おう断だん道どう工事の三十九地区の、地中から出てきたという事。その魔剣に近寄った魔物が不ふ審しんな死を遂とげたという事。そしてその魔物が遺のこした言葉から、どうやらその魔剣はわたしの能のう力りよくみたいに魔物から魔力を吸すい取ったらしいという事。それだけよ。

　詳くわしい事はこれにも書いてあるけど……」

　皇帝がその手に持った、奇き妙みように弾だん力りよくのある書しよ片へんを振った。風切り音が小こ刻きざみに震ふるえ、その震えが書片自体の放つ振しん動どうと幾いく重えにも重なって、不思議と弾はずむ音ね色いろを奏かなでた。

　重大事項を勘かん案あんしている場には相応ふさわしくない、軽妙な音だった。

「今言ったのと、大して変わらないわね」

「魔剣への対たい処しよとしてなら足りませんが、策として利用するだけなら十分です。詳細はこれから練り上げましょう」

　そう言って、スキピオは再び頭を下げた。

　ただし、幾いく分ぶんのひっかかりは覚えていた。

（確かに利用だけなら十分です。しかし、その魔剣が本当に危き険けんなものであった場合も想定する必要はありますか）

　危険なもの。それを考えて、もう一つ忘わすれてはいけないものがある事をスキピオは思い出した。

　狙ねらいを諸しよ侯こう級に定め、荒れる事まで辞じさないなら、他からの横よこ槍やりはない方が良い。

「最後に一つ。この件けん、閣かつ下かへの対たい応おうはどうなさいますか」

　軽妙な音が止まった。

　一いつ拍ぱく置いて、

「放ほうっておくわ」

　皇帝からの返答は、それだった。

「放る……ですか？」

「ええ。彼なら、魔剣についてとやかく言いはしないわよ。

『彼自身が何よりも優まさる剣』。そう評ひようしたのは、あなた自身のはずよ」

「覚えております」

　スキピオは認みとめた。彼に軍を任まかせるという口実で、その身をこの城しろに留めさせようとした時の言葉だった。

「確かに。陛へい下かのおっしゃられるように彼は魔剣について動じないでしょう。ですが、他がわかりません。陛下を裏うら切ぎる魔物がファーブニル等以外にいるとは言いませんが、対処を誤あやまれば動どう揺ようが起こるかも知れません。

　いえ。あわよくばとこの機に、謀ぼう臣しん達が煽せん動どうするおそれもあります。陛下と閣下の間で魔物がどう動くか。それは先の勇者騒そう動どうでも持ち上がった話題でした」

「わかるわ」

「でしたら」

「だからこそ、放っておくわ」

　皇帝は微笑ほほえみを携たずさえていた。言葉通りではない、何か裏がある時の笑みだった。

「どういう事でしょうか」

「何でもない事よ。魔物が揺れるとしたら、それはわたしと彼の間を巡めぐっての事よ」

「そうなります」

「だったら簡かん単たんな事でしょう。わたしと彼が争わなければいいだけの事。わたし達がお互たがいに動かなければ、魔物達がひく灰はい色いろの境きよう界かい線せんが明るみにでる事もないわ」

　スキピオは瞬またたいた。その後、同じように笑って頭を下げる。

「なるほど。明確に黒である者さえ従したがわせておいでの陛下が、灰色である事を咎とがめられる訳がありませんでした」

「ええ。この件はあくまで人間に向けてのもの。彼に対してあえて何もしなければ、それがより明確になるわ。謀略を挟はさまれる余よ地ちもないでしょうし、たとえ策動されたとしても、わたし達が動じなければ結局は無意味よ」

「御ぎよ意いに」

　スキピオは了りよう解かいの意を示した。

　ただ、一つだけ。

　覚えた引ひっ掛かかりの中、目の前の主あるじに何な故ぜか訊たずねられないものが、スキピオの中に蟠わだかまっていた。

　魔剣に言げん及きゆうする中で、皇帝がさらりと流した一言。

（陛下と同じような能力？　どういう意味です？）




　それから二日後、帝てい国こくから次のような触ふれ書がきが発はつ布ぷされる。




『大陸横おう断だん道どう第三十九地区において疫えき病びようが発生。特に魔ま物ものへの感かん染せんが危険視されるものであり、魔物はその近辺への立ち入りを禁きん止しされる。人間への影えい響きようも排はい除じよできず、立ち入りを固く禁止するものではないが、医学・衛えい生せいなどに従じゆう事じする一部関係者を除のぞいて、奨すすめられるものではない。

　なお、これらに伴ともない、疫病が治まるまで工事は一時中断される』




　それは、ある種の人間なら最初から疑ぎ問もんを抱いだくように仕向けられていた。

　魔物に感染する疫病というものが実在するのか否いなか、多くの人間には判断がつかない。

　そもそも人間のような病というものに罹かかるのか、それすら知らない者も多く、魔物の生せい態たいを詳しく知る人間は皆かい無むに近い。それどころか、魔物達自身ですら、その存そん在ざいの根本をなす魔力に関してはよくわかっていないのではないかと思われる節もある。

　にもかかわらず、唐とう突とつに疫病の発生が宣せん布ぷされ、発生源げんとされる地ち域いきから魔物が一いつ斉せいに退たい去きよさせられたのである。ただ疫病とだけ発表され、詳しい説明は何もない。

　皇帝側にとって多くの魔物が身内であり、人間が潜せん在ざい的な敵てきである以上、生態を始めとするような魔物の詳しい情報を流し過ぎる事はないとはいえ、発表が人間にもある程てい度どの制せい約やくを求めるものである以上、疾しつ病ぺいであるという以外の説明が何もないというのは不自然なのだ。

　まずここで、一つ引っ掛かりを覚える。

　そしてまた、この一斉退去にも引っ掛かりは仕掛けられていた。

　確かに、疫病の発生源から離すのは有ゆう効こうな手立ての一つだ。だがそれは、すでに疫病に罹っていない者について。罹っている者を動かしては逆ぎやくに病を広めるようなもの。隔かく離りするなりして、行動を阻もうとするのが常つねだ。

　しかし、発生源に残った魔物という者は一体もいなかった。文字通りの一斉退去だった。特別に隔離された魔物という者はいなかった。

　これらのいくつかの不可解さがありながら、多くの臣民は従い、疑いも持たなかった。

　だが、狡こう知ちを誇ほこる謀臣達は、宰さい相しようの狙ねらい通り、これらの齟そ齬ごに気付いた。

　果たしてそれは『疫病』なのか。疫病だとしたら、誰がそれを判断したのか。またできたのか。

　人間の疫病に酷こく似じした症しよう状じようが出る、何か他の理由によるものではないのか。

　全く関係のない理由によるものではないのか。

　そもそも、疫病などというもの自体、存在しない、全くのでたらめなのではないのか。

　そんな数々の疑念が渦うず巻まく中、とある重要筋すじからの情報という形で魔剣の名が流る布ふし始めるのは、それからさらに一週間後の事だった。







　二章　それぞれの予よ兆ちよう
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　魔ま剣けんの噂うわさは、『重要筋』という単語からもわかるように誰だれにでも流れた訳わけではなかった。最低、『重要筋』に関かかわる事ができる、もしくは関わってもおかしくない人間に限げん定ていされたものである。

　帝てい国こく臣民のほとんどは疫病を怖おそれて、帝国の発表に従っていた。

　しかし、それにも例外がいた。

　本来重要情報を知り得うるような重じゆう職しよくにないにもかかわらず、そこに魔剣の存在がある事を知り得る人間。図はからずも当事者となってしまった、三十九地区の監かん視し官かん、セインもその一人だった。

　そして彼は今、重じゆう圧あつを課せられていた。

「語れない。そういうのか？」

「はい」

　目の前にいる相手は、彼の上司だった。元チョウリュウ王の教育係にして、宰相府の謀臣を務つとめるハイエルである。

　自分の配下が勤める地区が何らかの謀はかりごとの渦か中ちゆうにあると知り、訪たずねて来たのだ。セインにしてはいい迷めい惑わくだった。

「私にも語れないと」

「帝国が定める法が私の言行を縛しばっております。ハイエル様の部下であると同時に、私は帝国の臣下であります」

　幾いくばくか続いた無言の内、ハイエルは吐と息いきを漏もらした。

「違ちがいあるまい。そういう性せい格かくだからこそ、私はお前を推すい挙きよした。酷こく吏りと呼よばれているそうだな。如い何かにもあの陛へい下かが好みそうだ」

　その言葉に、セインに掛かかっていた圧力は幾分和やわらいだ。どうやら、締しめ上げてでも真実を吐はかせようという思おも惑わくではない事がわかったからである。

「陛下が名付けられた訳ではありませんが」

「違う。酷吏という存在を好みそうだと言うのだ。あくまで法に従順という事は、内心を表に出さぬ技ぎ量りようがあるという事だ。たとえ敵てき意いある者でも、実じつ際さいの行動を起こさぬ限かぎり重ちよう用ようするというのが陛下の信しん条じようだからな」

　それはそういうものなのか、セインには判はん断だんがつかなかった。だが実際、目の前にいるハイエルという上司は、叛はん心しんを抱いだきつつ、それを表に出さない事で重用されている謀臣の一人だった。その彼が言うのだから、間違いという事ではなさそうだった。

「ご用よう件けんはそれでお終しまいでしょうか」

　内心にある恐おそろしさを隠かくして訊たずねる。

　これ以上謀略に関係したくはない。それが正直な気持ちだった。

　それはハイエルのような謀臣側に限らず、皇帝側に対してもであった。帝都での仕官を断ことわったのはそれが一番大きな理由だ。

　それを知ってか知らずか、ハイエルは呟つぶやくように答えた。

「終わった。なるほど。どちらにしても裏があるのは変わりないようだな」

　その言葉に、セインは目を見開いた。

「何もおかしい事ではないだろう。語れない。そう言った時点で、裏があると言ったも同じだ。何もなければ、疫えき病びように違いないと答えれば良いのだからな」

「…………」

「答えぬか。まあ、それが正しい。帝国に叛意を示しめした訳でも、私への忠ちゆう節せつを曲げた訳でもないのだ」

「…………」

「一つ安心させよう。どうせ陛下の事だ。誰にも裏が読まれないなどとは思われていないだろう。お前の態度から推すい察さつされるというのは読んではいなくても、誰かに知られるという事は予よ測そくの範はん囲い内に違いあるまい。この事でお前が罰ばつせられる事はない」

　続けられるハイエルの言葉にも、セインは何も言わなかった。こうなってしまったら、皇帝と上司の双そう方ほうを裏切らないためには無言を続けるしかないと、ハイエルに言われずとも承しよう知ちしていた。

「さらにもう一つだ。どちらにしろ、魔剣などというもので私のような謀臣が動く事はほぼないだろう」

「それは……どういう事でしょうか」

　これになら問いを発しても、それから何かが悟さとられる訳ではない。ようやく、口を開いても構かまわないと判断できた事案だった。

「陛下がおっしゃっているのをどこかで聞いた事がある。陛下は善ぜん政せいの名君としているからこそ、今臣民を従えているのだと。表向きには、今この大陸は平へい穏おんそのものだ」

「数百年に亘わたる乱らん世せが止まっているのです。善政に違いはないでしょう」

「それを論ろんずるつもりはない。私が言いたいのは、善政という価か値ちを利用する事で、陛下は皇帝として認められているという事だ」

「はい」

「逆に言えば、その価値が壊こわれれば、人心も離はなれるという事だ。それを壊さぬように陛下は苦心している」

「…………」

「利用価値を失った者は、見み捨すてられる。それは何も陛下に限った事ではない」

　ハイエルの目が一いつ瞬しゆん鋭するどさを増ました。

「と、言いますと」

「考えてもみろ。今、私がこうして帝国の重職にあるのは何なに故ゆえだ。この謀を認められての事だ。そして、一いつ端たんとはいえ一国を動かしているという自負がある。そこまで政策に関かかわっているのだ。ある意味皮肉とはいえぬか？」

「何がでしょう」

「諸国が戦乱にあったあの当時、敵を討うつ事が功労に繫つながったあの時代、私のような内務一ひと筋すじの人間がどこまで重用された？

　無論、歴史に名を残せるほどの名宰相、官吏、軍ぐん師しもいる。だが、武ぶを誉ほまれとし、その最高点と称しようされた六ろつ輝き星せいほどの輝かがやきを、人は謀臣に見ていなかった。

　国家百年の大計を練る策さく士しよりも、国の命脈を数年先さき延のばしにする程てい度どの一度の勝利を、それをもたらす将しようをより重要と見ていた」

「それは……」

　セインは口くち籠ごもった。ハイエルの論に、反論できる箇か所しよがなかった。

　そこに如い何かなる深遠の謀はかりごとを持っていようと、敵てき勢ぜいを削そぐ奇き計けいはペテンと蔑さげすまれ、あくまで内ない政せいの充じゆう実じつを図ろうという態度は消極的と罵ののしられ、多数で少数を叩たたく戦いは卑ひ怯きようと謗そしられ、戦いそのものを避さけようとすれば臆おく病びようと揶や揄ゆされる。

　その認識が多少なりとも改まったのは、その奇計謀ぼう略りやくの名手であるサラ＝シャンカーラという少女によって大陸が統とう一いつされたからだった。

　その皮肉を、ハイエルは論じたのだ。

「奇計を以もつて陛へい下かが大陸統一の偉い業ぎようを成し遂とげられたからこそ、私達のような謀臣が表おもて舞ぶ台たいをはっていられる。

　その陛下が、この帝国が、魔ま剣けんなどという力でもって覆くつがえってみろ。世界は再ふたたび、力と武を誉れとし、光とするものに逆戻りだ。狡こう知ちは再び闇やみに沈しずむ。

　謀臣の利用価値は失われ、再び世界の片かた隅すみに追い遣やられるだろう。謀臣は謀を頼たのみとする以上、己おのれの身を守るためにも、魔剣の如ごとき力の台頭を許ゆるす訳にはいかぬ」

　それは彼の真意であろうと思われた。熱ねつ弁べんを揮ふるい吐き出すかの如き勢いのあるものではなく、むしろ淡たん々たんと述べられた長説ではあったが、思いの強さは伝わるものだった。

「他の謀臣達も思いは同じらしい。魔剣の噂うわさが出て以来、それぞれが各おの々おのの主君に行動を控ひかえるよう諫いさめ回っている様子が見受けられる。かくいう私も、チョウリュウ侯にお会いしにいく途と中ちゆうだ。侯はチョウリュウに籠って帝都に顔をお出しにならないからな。

　お前に会いに来たのは、そのついでだ」

「なるほど」

「ただ、もし噂される魔剣が本当に帝国を打だ倒とうする程ほどに危険を孕はらんだものなら、その限りでなかった」

「何ですと？」

　ハイエルの言い様に、セインの肝きもは一挙に冷えた。自分の言葉一つで、彼は帝国に叛はん乱らんする決意はあったという事を示し唆さしたのだ。

「要は、力ではなく智ち謀ぼうによって帝国を覆くつがえしたと思われれば良いのだ。智謀が主であり、力はそれに従うもの、単なる道具に過すぎなかったと認にん識しきさせれば事足りる。

　あの陛下とて、魔物の軍事力という力を持った上での謀略には違いなかったのだ。それでいて、謀略の皇帝と人々から称しようされるのだからな」

「今のお言葉……お聞きしなかった事にします」

　それだけを伝えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。自分の力では、それを聞いたからと言ってどうこうする事もできない。多数の勢力が織おり成す複ふく雑ざつ怪かい奇きな謀略の渦うずに身が裂さかれてしまう未来をありありと見てしまえる程には、セインは己の分というものをわきまえていた。

　ハイエルは頷うなずいた。

「それが賢けん明めいだ。

　それに、陛下はまるで釣つり餌えであるかのようにかくも魔剣を利用されている。その事自体、陛下が魔剣を危険と判断していないという証しよう左さだ。お前のようにたとえ一部でも真実を知る者を、こうして野にのさばらせてはいないだろうよ。こと魔物に関しては、陛下に勝まさる知ち識しきを持つ人間はおるまい。その陛下が本当に帝国を揺ゆるがせるような危険はないと判断されているのだから、おそらく、それが正しいのだろう。

　もっとも、エサとしての重要度は知らんがな」

　つまらない冗じよう句くでも言ったかのように、ハイエルは苦く笑しようした。

　セインは笑う事など、全くできなかった。

　言うだけ言って立ち去ろうとする上司を見送りつつ、秘ひそかに胸きよう中ちゆうに思いを巡めぐらせる。

（全く以もつて、深遠たる謀の渦か中ちゆうに入りたくはないものだ）

　と。

　そしてまた、この時の会話がこれから起きる大事の序章だったのだと、セインは後で知る事になった。
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　魔剣の噂の流れは、また、彼にも届とどいた。いや。届くべくして届けられたともいえた。

　魔物領りよう総そう督とくにして、軍総そう括かつ代理。さらに言うなれば、前魔王。

　ラジャスである。

　彼もまた、この情報の不自然さ、そして裏がある事を、聞いた瞬しゆん時じに看かん破ぱしていた。

「冷動に留とめ置いたものが、ついに熱を帯びて動き出したか」

　乳にゆう白はくの廊ろう下かを歩きながら、噂を伝えて来た者に、ラジャスは一言で感想を述のべた。

　先の事じ件けん以い降こう、こうして城じよう内ないに留とどまるようになった彼であったが、その服ふく飾しよくは各地を放ほう浪ろうしていた時、隠いん遁とんしていた時と何ら変わるものではなかった。

「どういう事でしょうか」

　そう訊ねたのは、ラジャスに噂を伝えた当人である。彼の腹ふく心しんと周囲から目されているフェルグスだった。彼が忠ちゆう誠せいを誓ちかう主の簡かん素そな服飾とは真逆とも言える、壮そう麗れいな礼装に身を包んでいる。

　服飾についての二人のちぐはぐさは、ラジャスが魔王位から堕おちたその時から何ら変わりがなかった。この程度、二人とも何ら関心を抱いだくような事ではないのである。

「あの者にしては安あん易いに情報が流れ過ぎている。いつまでも留め置けるものではないとはいえ、隠し通そうと思ったのなら最低でも数ヶ月は日の目をみまい」

「そうでしょうか」

「我われがこうも容易たやすく知り得た。それも理由の一つだ」

「帝てい国こくの安あん泰たいを期して行われる情じよう報ほう操そう作さは人間に対してのものです。魔王たる皇帝に心しん酔すいしている事が確たしかな魔物には、わざわざ口止めはされません。

　未いまだ潜せん在ざい的に魔物の信奉者が存在するラジャス様ですから、そこから情報が流れてくるのもむしろ必然です。

　現げんに、私が魔剣の情報を知り得たのも旧きゆう知ちであった魔物からです。帝国の情報操作の末端にいるその魔物はわたしに対して確かに言い渋しぶる様子をわずかに見せましたが、固く口を閉とざしはしませんでした」

「かつて魔王だったが故ゆえの威いだ。それだけでは、今の魔王に比ひ肩けんし得うるものではないな」

　そうではない。フェルグスはそう思ったが、あえて口にはしなかった。

　本当に二人が比ひ較かくされた時、他人がどう判断するかを明言できるほど確かな自信があった訳ではなかったからだ。

　そのように口にはしなかったものの、そのフェルグスの考えを、ラジャスは見て取ったようだった。

「いや。むしろ、それ故か」

「何がでしょう」

「前魔王と現魔王。魔物がどちらにつくのか、先の勇者騒そう動どうで謀ぼう臣しん共が論ろんじていた」

「余よ所そ者ものが論じてわかるものではないでしょうに」

「そうだ。そして、我らとて他の魔物の考えなど本当に理解している訳ではない。己おのれが明言できるのは、結局己の意思についてのみだ。他者に対しては、あくまで推すい論ろんにしかなり得ない」

「はい」

「だから、あの者も臣下の魔物が取る行動を図はかりかねたというのが実情だろう」

「どういう事ですか」

「あの者が狙ねらうのは叛はん臣しんの不和であり、人間総そう意いで叛意を抱く事態を防ふせぐ事にある。魔物の不和を求めるところではない」

「なるほど。だから、あえて魔物同士が仲なか違たがいするような災わざわいの種は避さけたと」

「そうだ。あの者が話すなと命を下したのなら、誰に対してだろうと口を滑すべらせる真ま似ねはしない。情報を他に漏もらすとしたら、口を滑らせての事ではなく、明めい瞭りように叛意をもっての事になるだろう。

　それが滑らせたという事は、我についてはあえて言げん及きゆうしていないな。魔物個こ々この判はん断だんに任まかせたに違いない」

「あの者とラジャス様の間で魔物が揺ゆれる。それを避けたとおっしゃられるのですね」

「もっとも」

　ラジャスはわずかに苦く笑しようした。表情にあまり変化はないのだが、言葉を微かすかに途切れさせるその言い様に、苦笑の態たい度どが現あらわれていた。

「これも推論だ」

　そうには違いない。だが、誰よりも彼女の近くにいるラジャスの言葉なら、それが彼女の真意に一番近いに違いないと、フェルグスは思った。

　だが、当のラジャスは、これについてはそれ以上論ずる気がないようだった。話題を当初のものへと修しゆう正せいした。

「いずれにせよ、こと情報を操あやつるにおいて、あの者は名手だ。いずれ洩れ出いでると踏ふんだからこそ、あえて己おのが手の中にある内に、自らの意志で流したのだろう」

「ラジャス様がそう判断されたのなら、そうなのでしょう」

　答えつつ、フェルグスは苦笑いを零こぼした。視し線せんの先に、とある可お笑かしな光景を見たからである。

　廊ろう下かの片かた隅すみで、二人に気付いた者達が慌あわてて道を変えていたのだ。

　実はその様は、ラジャスが城しろに留とどまるようになってから頻ひん繁ぱんに見られていた。

　最近連日のように登と城じようしている諸しよ侯こうすら、彼に近ちか寄よろうとはしない。部下にラジャスの行動を探さぐらせ、会わないよう苦心しているという噂うわさすら密ひそかに流れているほどだった。

　そして、ラジャスもまた、あえて自ら誰かに近づくような事はしなかった。というよりも、ほとんどの者は視界にすら入れていなかったのである。

　ただ、付き従したがっているフェルグスはそれらに気付いてはいたが、主が無関心を決めているので、気付かない振りをする程度に留めていた。この時も、そうだった。

「問題は、ついにあの者が積極策に打って出たという事だ。事と次し第だいによっては、大だい規き模ぼな動きが出る」

「叛はん乱らんですか？」

「可か能のう性せいはある。だが、むしろ気に掛かかるのは……」

　口を閉じ、ラジャスは唐とう突とつに歩みを止めた。その不自然さに、フェルグスは主あるじに顔を向けた。そして思わぬものを見た。ラジャスの片かた眉まゆが、わずかにだが動いたのだ。

　少しといえど、態度に現れるほどに彼が気に留めるものはそうはいない。

　そして、

「シューリでおそーじ、ですぅ。ぴかぴかで、きらきら……なの、ですぅ」

　曲がり角の先から、軽けい薄はく珍ちん妙みような節を付けた、唄うたのような独ひとり言が響ひびいて来る。それは、少しずつ二人に近づいていた。

　帝国広しといえど、この様な珍妙な立ち振ふる舞まいをする者はそうはいない。まして、城内にいるとすればただ一人しかいなかった。

「ほわ？　ラジャスさまとフェルグスさまですぅ。こんにちはなのですぅ」

　皇帝付きの従者であるナナだった。だが、いつもの彼女と少し違う点があった。奇妙ではないからこそ、妙なところがあった。

「おや。いつもの偽ぎ獣じゆう装そう飾しよくがありませんね」

　それに気付き、かつ指し摘てきしたのは、フェルグスだった。

　ラジャスならば、たとえ気付いたとても指摘などしない。そもそも、装飾など気に掛けはしない。彼が気に留めるのはもっと本ほん質しつ的な部分においてである。

　そして、偽獣装飾とはフェルグスなりの言い表し方だったのだが、つまるところ、ナナが常つねに身に着けている付け耳や尻尾しつぽ、羽などの装飾がなかったのである。

「はいですぅ。さびしいのですぅ」

　いつもなら付け耳のある頭を手で撫なでながら、ナナは困こまったような笑いを見せた。

「少し『てへへ』なことになっちゃったのですぅ。だから、てへへですぅ」

「は、はぁ」

　独自の言い回しにより困った事態にあるという旨むねを告げたナナよりもより顕けん著ちよに困こん惑わくした態度を見せながら、フェルグスは相あい槌づちを打った。

「よくはわかりませんが、お大事に」

「だいじょうぶですぅ。もうすぐシューリとおそーじも終わるですぅ。

　だから、もうちょっとのガマンですぅ」

「シューリ？　ああ、修しゆう繕ぜんか何かを行っているのですね。道具の手入れを怠おこたらないとは、あれらによほど愛着があるのですね」

「そうですぅ。あれを着けるとサラさまが喜ぶのですぅ。でわでわなのですぅ。

　シューリでおそーじ……」
















　再び例の珍妙な節を付けた騒さわがしい唄のような独り言を撒まきながら、ナナは二人の傍そばから離はなれて行った。

　その後うしろ姿すがたに、フェルグスはため息をついた。

「かの者の意図は読めない事が多いとはいえ、あの少女を傍に置く理由が一番わかりません。精せい神しん安あん定てい剤ざい代がわりだそうですが、安定するどころか、余よ計けい不安が増ます気がします」

　その独白は、特に感想を求めたものではなかった。言葉どおり、思わずついてでた独白だった。

　だからこそ、

「そうでもあるまい」

　期待した訳ではなかったラジャスの返答に、フェルグスはそれこそ度ど肝ぎもを抜ぬかれる思いで、その顔を見た。

「気に留めておくには足る」

　先の事じ件けんにあった顚てん末まつを知らないフェルグスにとって、ナナはただ行動が奇妙なだけの少女に過すぎなかった。彼女が見せた、六輝星の父にも劣おとらぬ実力は知らないままなのだ。

　だからこそ、端的にではあるものの、ラジャスがナナをある程度は認めているという発言は、フェルグスにとってそれこそ衝しよう撃げき以外の何物でもなかった。

「ラ、ラジャス様？」

「あの者の本質は言動とまた別のところにある。むしろ、それが偽装となるか。いずれにせよ、計り知れぬに変わりない」

「そ、そうなのでしょうか」

「フェルグス。お前は誰だれについた？」

「それは」

　困惑気味のところに被かぶせられた唐突な問いに、戸惑いながらも答えようとして、その瞬間にフェルグスは主が意図したところを理解した。

「無む論ろん、ラジャス様に」

　それは、かつてフェルグス自身が彼に言った言葉だった。

　魔王ではなく、ラジャスその人に従うのだと。真しんに従うべきは、名ではないのだと。

　これもそれと同じ事なのだと、フェルグスは悟さとったのだった。

「ならば惑まどう事はない」

「はい」

　フェルグスは頭を下げた。ナナのどこに気に掛ける程ほどのものがあるのか、それが理解できた訳ではなかった。だが、一見しただけの先入観による思い込みを続ける事の愚ぐは悟った。

　あの珍妙奇き抜ばつな少女には、自分が見る事ができないものの、主が見るに足りた何かがある。それを受け入れただけだったが、それで十分だった。

「惑うと言えば」

　続けて、ラジャスが言った。

「そろそろあの者についての惑いも明らかにすべきか。振り回されるだけでは、ここに残った意味がない」

　それは独白のようなものだった。少なくとも、他の誰かに向けようとしたものではないと、フェルグスは感じた。だから、フェルグスは問いを返さなかった。

　ただ、今まで冷動していた皇こう帝ていが明らかに動こうとしているのに合わせ、自分の主もまた動き出そうとしているのだという感かん触しよくを得て、内心の震ふるえを抑おさえていた。

「魔ま力りよくを吸すうか。果たしてそれはどういう事だ」

　実はそれは、帝国宰さい相しようが抱いだいた疑ぎ念ねんと意味を等しくするものだった。

　ただ、立場を異ことにするだけで。
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　本情じよう報ほうである魔ま剣けんの噂うわさが流る布ふされるようになってからさらに三日が経たっていた。

　しかし、宰相府で行われる定例会かい議ぎは、普ふ段だんと何ら変わる事もなく行われていた。

「さて、本日の議題は、頻ひん発ぱつしている例の地じ揺ゆれについてです」

　スキピオの言葉と共に、会議は静かに動き出す。

「今まで長くて十数年おき、短くても丸一年以上の期間があった地揺れが頻発し、魔大陸とこの大陸を結ぶ海道も繫つながったままとなっています。それ自体は、二大陸を結ぶ交通の便からして忌いむべきものではありませんが、揺れによる災わざわいが見過ごせなくなっています」

「とはいえ、相手は自然だ。何ができる」

　謀ぼう臣しんの一言に、一いつ旦たんスキピオは頷うなずいた。

「確かに、それが不定期ながらもある程度の間かん隔かくをもってのものなら、自然災さい害がいとして我が慢まんする事もできます。

　しかし、頻発している事がわかっていながら何の手立てもしないというのであれば、それはすでに人災の内です。このまま民みん衆しゆうに怯おびえの生活を強しいる訳にはいきません」

「そうは言っても、我らに叶かなうのはあくまで災後の補ほ償しようくらいだぞ」

「それと、耐たい震しん設せつ備びの備そなえ付けを推すい奨しようするくらいか」

「その方向で結けつ構こうです。自然による災さい禍かを根こん絶ぜつする事は不可能です。ですから、せめて民衆が耐たえ忍しのべるくらいに、感じ受け取る災いというものを減へらしたいのです」

「ふむ……。折角、帝都がシルディアにあるのだ。かの名工達に働いてもらうというのはどうだろう。投石機の一いち撃げきを受けてなお崩くずれない城じよう壁へきを造つくれる者達だ。揺れに怯ひるまない家屋も建てられるだろう。費用は帝国が幾いく分ぶんか補償すればよい」

「すでに建てられたものはしょうがないが、新たに建てる分には吝やぶさかではないか」

「愚ぐ策さくだ。それでは名工の数が足らん。この天下に、建けん築ちく予定のものだけでも一体いくつあると思っているのだ。第一、個こ々こは少しでも、数がそろえば費用は莫ばく大だいなものとなるぞ。帝国が保ほ有ゆうする資し産さんだけで賄まかないきれぬのは明らかだ。あくまで帝国の財ざい源げんで支ささえきれる範はん囲いでなければ、その痛いたみは他にも広がるぞ」

「では、特に揺れに強い建物を大規き模ぼに造らせ、そこを避ひ難なんの場所にさせるというのは？　要は揺れている間を凌しのげればよい。何ヶ月にも亘わたって住み暮くらす訳ではない」

「しかし、いつ襲おそってくるか知れたものではないのだぞ。都合よく避難できるものではあるまい」

「それでも、ある程度でも安心するところがあれば、感じる災いは少なくなる。精神的に受ける苦く痛つうは和やわらぐだろう」

「だが、所しよ詮せん小手先だ。大局に立つものではない」

　このような感じで、全く、普段と何ら変わりない議論が交かわされていた。

　震しん災さい対たい策さくを話し合いながらその実、巨きよ額がくの費用を帝国に払はらわせて国家経けい営えいを圧あつ迫ぱくさせようとか、逆ぎやくに諸しよ侯こう側が費用を捻ねん出しゆつさせられるおそれがあるからそれは止やめようとか、そういった陰いん謀ぼう駆け引きを巡らせているところなど、本当に何も変わっていなかった。

　この場にいる者、そのほとんどに、先の魔剣の噂は流れている。知らない訳ではないのだ。にもかかわらず、それに関して誰も何も言い出さないのは、何も思うところがないからではなかった。むしろ、思うところが深く有り余あまるからこそ、誰も何も言い出さないのだ。

　それがわかるからこそスキピオは内心で、ため息であると同時に、安あん堵どでもある息を漏らした。

（そう容易たやすくは釣つり上がって来ない。彼らは、大だい丈じよう夫ぶという事ですか）

　宰相に任命されてスキピオが後こう悔かいした事は多数ある。その中でも特に大きかったのが、謀臣ヨハートの叛はん乱らんだった。

　心労の深さ。亡ぼう国こくへの想おもい。そして、勇者というエサ。

　色々な条じよう件けんが重なった上で起きたものではあったが、予知できないほど複ふく雑ざつだったものでもなかった。それを、スキピオは宰相として、直ちよく属ぞくの上司として看かん破ぱし得なかったのだ。

　使い方次し第だいではまだ有ゆう効こうに活用できた臣下の一人にみすみす誅ちゆう殺さつの末まつ期ごを迎むかえさせてしまった事は、スキピオに深い後悔を残していた。

　だからこその、この篩ふるいだった。

（知を誇ほこりとする者は、とかく道具を語る事を軽けい視しする傾けい向こうはあります。重視するのは、あくまで使い主たる者の力量如何いかんなのですから。

　とはいえ、その威い力りよくを伝説によって語られる魔ま剣けん。二ふた心ごころを抱いだく者にとって、決して無視を通せる物ではありません）

　再ふたたび、スキピオは謀臣達の姿すがたを見やった。議論白熱の裏うらにある、謀ぼう智ちの暗あん躍やく。本当に、いつもと何ら変わりがない。それが臣下として健けん全ぜんな姿であるのかどうかは別としても。

（無視をした訳ではない。熟じゆく慮りよして、その上で手を出すのを善よしとしなかったのでしょう。これならまだ大丈夫です）

　釣り上げようと試みたものの、釣り上げる事はできなかった。

　だが失敗ではない。それはそれで良いのだ。目的はあくまで、篩に掛ける事にあった。

　篩に掛けたが、落ちなかった。それだけの事なのだ。

　ここにいる謀臣達には、焦あせりがない。帝国を覆くつがえすにしても、堅けん実じつに、着々と、確かく実じつな一歩を以もつて行おうとしている。あえて一か八かの無謀な賭かけに出ようなどという愚ぐ挙きよに及およぶ危険性は微み塵じんもない。

（これならまだ使い続けられます。限界が来るその時まで、酷こく使しさせて頂いただきましょう）

　スキピオが結論付け、それを前ぜん提ていに次の策を練ろうとした時だった。

「急報です」

　傍かたわらに控ひかえているティアが微かすかに囁ささやいた。

「どのような」

「それは、……ええっ!?」

　答えようとしたティアが驚おどろきの声をあげた。それは囁きなどというものではなく、室内に響ひびくくらいの大声になっていた。

　唐とう突とつな声に、謀臣達も議論を止やめて彼女に視線を向ける。

「あ、申し訳……」

「宜よろしい。続けて」

　会議を中断させてしまった事か、はたまた別の何かの理由でか。謝しや罪ざいの言葉を述のべようとしたティアを遮さえぎって、スキピオは謀臣達に議論の続行を促うながした。怪け訝げんな表情を見せながらも、謀臣達は議論へと戻った。ただし、聴ちよう覚かくの一部はティアに向いたままだった。

　スキピオもそれがわかるので、「一いつ旦たん、席を外します」と、謀臣達に断ことわった。その上で立ち上がろうとして、ティアのおかしな雰ふん囲い気きに気がついた。

「え？　でも。……はい。そうですか」

　彼女は一人空言を呟つぶやいていた。

　傍からだとおかしな言動だが、彼女には受信に限っての精せい神しん感かん応のう能のう力りよくがある。誰かから何かを受け取っているのだ。

　ただし、あくまで受信専せん用よう。彼女から何かを発する事はできない。無論、言葉もだ。自分の能力なのだから彼女自身もそれはわきまえているだろうに、伝えられない相手に対してわざわざ返答を繰くり返している。

　彼女が思わずそんな態たい度どをとってしまう相手は限られている。

（陛へい下かですね？）

　スキピオは当たりをつけて、立ち上がるのを止めた。ティアの能力の限げん度どは皇こう帝ていもよく知っているはずだった。そして聡そう明めいな皇帝なら、相そう互ご受信ができない不便を踏ふまえて、次にとるべき行動も付加してティアに伝えているはずだと判断したからだった。

（謀臣達に聴きかれたくない話なら、ティアカバンさんには召集の意思だけを伝えられているはず。彼女が受け答えしている時間の長さからいって、今この場で謀臣にも伝える意志がおありなのでしょう。

　だとしたら、陛下からの伝言を受けたティアカバンさんの言葉を待つべきでしょうね）

　そのように一旦態度を保ほ留りゆうする事を決めたものの、スキピオの脳のう裏りにはある種予感めいたものが過よぎっていた。

「あ、はい。そうですね。わかりました。そのままお伝えします」

　他人からしたら唯ただの独ひとり言ごと──相手には届とどかないのであるから実じつ際さいにも独り言以外の何物でもないのだが──それを終わらせて、ティアはスキピオに一いつ瞬しゆん目をくれる。

　皇帝から伝えられたものの、彼女なりに何か判断に困こまっているらしかった。その態度に、スキピオは先の予感を深めた。

　身を正し、今度こそ、スキピオは立ち上がった。

「議論も進んでおられるようですが、ここで一旦中止願います。

　皆みな様さまはご承しよう知ちだと思いますが、私の秘ひ書しよ官かんには精神感応の異い能のうがあります。彼女が皇帝陛下より何か承うけたまわったようですので、お聴き下さい」

　そして、視線を向けてティアに発言を促す。

　意を決するかのように深しん呼こ吸きゆうし、改めてティアは口を開いた。

「陛下より聞き及およんだ事を伝えます。諸侯の一人が叛はん乱らんを起こしました」

　その一言で、場は一挙にざわめいた。

　諸侯の叛乱。

　それだけなら、この場にいる者ならいつか来るものと皆がわきまえていた。皆がざわつくのは、誰が起こしたのかという点についてだった。

「どこがだっ」

　謀臣の一人が叫さけんだ。「誰が」ではなく「どこが」と叫んだのは、動いたのが諸侯だからだった。諸侯ともなれば個こ人じんで済すまされるものではない。旧きゆう国こくの一党全すべてが、そこに加か担たんすると捉えておかしくはない状じよう況きようなのだ。

「叛臣は……」

　ティアは一度口をつぐんだ。魔ま物ものとして人間側の政せい治じ認にん識しきには疎うとくても、さすがに重大事とはわかっていた。

「チョウリュウ侯セイユ」

「馬ば鹿かな！」

　その叫びに、謀臣達はティアに向けていた視線を離し、その者に向けた。彼の声の大きさが注目を集めた訳ではない。今、注目を集めるのは、まさに渦中の人物の声だったからだ。

「あり得ん。馬鹿な。何かの間違いだ」

「確たしかです。一軍を率ひきい、ある土地を襲おそい……例の物を奪うばい取ったそうです。それが何かまでは語る必要はないだろうとの事です。そして、今は西の古都カラティカルに立て籠こもっているようです」

「冗じよう談だんではない。それは……こんな事……」

「そうでした。それから」

　ティアは、先程から否定を繰り返す謀臣を見た。

「陛下は貴方あなたに出頭を求められています。ハイエル殿どの」

　現チョウリュウ侯セイユの元教きよう師しであったハイエルは、力なくうな垂だれた。
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　いずれ起こるべくして起こるものではあったし、起こさせようと画かく策さくした事でもあった。

　それでも、実じつ際さい叛乱を起こされるというのは面おも白しろい事ではなかった。

（言葉のやり取りで終始させているだけなら興きようも湧わくというのに）

　サラは一人憂うれいを帯び、玉ぎよく座ざでため息をついた。

　チョウリュウ侯とはあまり会った事がなかった。降こう伏ふくさせた時に少し会見したくらいで、その後はチョウリュウの領りよう内ないに引き籠こもりを続けていると聞いていた。

（何か勝算があるのかしら。それとも、陰いん鬱うつな隠いん居きよ生活に疲つかれたとでもいうのかしら。だとしたら愚おろかとしか言いようがないけれど）

　日々受ける陰鬱さなら自分もそう負けたものではないのにと思い、その考えはサラの気を余計に重くした。

　全すべての人の上に立った事で、以前は『バケモノ』として忌いみ嫌きらわれたという圧あつ力りよくのみであったものが、今はそれに加えて君主としての力量を問うという圧が掛かる。負担だけなら余計に増ましていた。

　それは、あくまで凡ぼん君くんとして君くん臨りんし、思うがまま振ふる舞まい自由を享きよう楽らくしようというのであれば、背せ負おわなくても良い苦労だ。ただ短命政権として終わってしまうだけで。

　それを善よしとできないからこそ、進すすんで苦労の道を行っている。

（わたしと諸侯達との我が慢まん比くらべみたいなものね。焦あせって我がを出した方が負け。

　座して待つだけでも負けだけど）

　サラが再ふたたびため息をつく傍そばで、

「来たようです」

　重々しい声が響ひびいた。隻せき腕わんの魔物、近この衛え隊長グレンデルの声だった。厳げん格かくさが漂ただよう彼の顔によく合う重低音の声に、サラは一度息を吐はき、心持ちを正した。

　その直後、扉とびらを叩たたく音が響く。

「失礼致いたします」

　入室してきたのは、もう当然のようにわかっていたが、スキピオと他一人だった。

　そのスキピオの隣となりに、顔面を青くした一人の謀ぼう臣しんが力なく立つ。

「ハイエルですね」

「御ぎよ意い……」

　彼の答えは力なく、今にも崩くずれ落ちてしまいそうな弱々しい声だった。

　サラは憂い混じりの薄うすい笑えみを浮うかべた。謀臣は、それこそ奇き策さく謀計の練れん磨まの者達だ。見たとおりに判断しては、著いちじるしく適てき正せいを欠く事になる。

　本心がどこにあるのか、まずは揺さぶる必要があった。

「先に、もしかして人ひと違ちがいではなどという淡あわい期待を崩させてもらうわよ。

　はっきりと布ふ告こく文ぶんが届とどいたわ。

　曰いわく、『魔の者達による暴ぼう虐ぎやくと圧あつ政せいから民たみを救い出すため、我、チョウリュウ王セイユは雌し伏ふくの屈くつ辱じよくから雄ゆう飛ひせん』だそうよ。

　暴虐と圧政なんてした覚えはないのだけれど、もしかしなくても魔王に支配されているという事実だけで圧政と捉とらえられていたりするのかしら」

「そ、それは……」

「それとも、『バケモノ』に、なのかしらね」

「あ……」

　ハイエルの挙動不ふ審しんは頂ちよう点てんに達しているように見えた。言葉は途と切ぎれ途切れで、単語にすらなっていない。

　サラは、もう何度目かわからないため息をついた。

　これでは、まるで手足の出せない無む抵てい抗こうの者を甚いた振ぶっているかのようだった。まだ揺さぶってもいない。単に事実を述のべているだけの段階であるのに。

「陛下」

　ハイエルの隣から、スキピオが一歩進み出た。

「わざわざのお呼び出しがあったという事は、何かしらご用よう件けんがあるのではありませんか」

　サラは頷うなずいた。今の言葉は、どうもスキピオなりの心配りのようだった。嫌いや味みにしかなっていないと、言っている自分でもそう思えてしまったのだ。話題の修しゆう正せいを進めるという形で、周りにもそう捉えられてしまうという遠回しな忠ちゆう言げんだった。

「そうね。最初に言うべきだったわ」

　サラは深く息を吐はいた。

「ハイエル、説得はできる？」

「は？」

「馬鹿な事をしたものだけれど、まだ被ひ害がいといえる被害は出ていないわ。無人の地から、剣を一本盗とっていっただけですものね。

　今なら爵しやく位い剝はく奪だつ、平民への降こう格かくくらいで赦ゆるしてあげるわ」

「それは！」

　その言葉に、今までうつむき加か減げんだったハイエルが顔を上げる。瞳ひとみに少し光が戻もどっていた。

　その輝かがやきを見て、サラは内心で笑えみを零こぼした。彼まで破やぶれかぶれで愚挙に出るという危険はなくなったようだった。彼は謀臣としてあるべき勤つとめをする事になるだろう。

　決して自分のためにではないだろうと思いつつも、それでサラの憂うれいは少し晴れた。

「もっとも、堕おちたとはいえ元王が庶しよ民みんになどなりたくない。それくらいなら死を選ぶというのであれば、それでも良いわよ。せめて誅ちゆう殺さつではないという事にはしましょう」

「で、では。チョウリュウ侯を説得するという事が、私への刑けい罰ばつであると承うけたまわって宜よろしいのですね」

「刑罰？　これはあなたが与あずかり知らなかった事なのでしょう。ならば、責せきは問わないわ。

　抑おさえきれなかった事を責せめるのであれば、その責めを第一に負うべきは誰なのか。わたしはちゃんと理り解かいしているわよ。

　もっとも、それでもあなたが悔くやむというのなら、それを止めたりはしないけど」

　サラの言い様に、ハイエルの前でスキピオが肩かたを震ふるわせた。苦く笑しようを堪こらえているのだ。

　叛乱を起こさせてしまったという事で責任を問われるとしたら、他でもない、帝てい国こくの主あるじたる皇帝と、その腹ふく心しんの宰さい相しようにこそ問われるものだった。

「あくまで責任に拘こだわるなら……そうね。帝国臣下の責として果たしなさい」

「は、はい。陛下のご厚こう意いを無む下げには致いたしません」

「では出発の準じゆん備びをしなさい。時間はそうは与あたえない」

「御意」

　入ってきた時とはまるで別人のような足取りで、ハイエルは退さがって行った。室内からその姿すがたが消えるのを見み届とどけて、改めてサラはスキピオに問うた。

「どこまでが演えん技ぎだと思う」

「白々しくも怯おびえていたところまででしょう」

　答えて、スキピオは頭こうべを下げた。

　その言葉にグレンデルが身動きした。彼はそのような事思ってもいなかったのだろう。おそらく、見た通りのまま感じていたのだろうとサラは覚さとった。

　彼の場合は、それで良いのだが。

「想定外の主の叛乱に驚おどろきがなかった訳ではないでしょうが、それで連れん座ざに怯えて挙動を不自然にする程ほど肝きもが小さい人間でもありません。何の罪つみもない人間を甚振るような、苛か酷こくな皇帝を演出しようという魂こん胆たんがあったのではないでしょうか」

「誰がそれを他言するというのだ。ここには、我らしかおらんのだぞ」

　スキピオの言葉にグレンデルが声を荒あららげた。おそらく荒らげようという気はなかったのだろうが、彼の場合、心しん情じようが声音によく表あらわれる。

　知る者が限かぎられた中で情じよう報ほうが漏もれ出いでるとしたら、それは知っている誰かが流した事にしかならないと、グレンデルは思っている様子だった。

　実際は違う。

「私達の他に誰も見ていなくとも、悪あく評ひようというものは自然と広まるものです。ハイエル殿どのがよほど落ち込むかのような態度をとり続ける事にでもなれば、その態度から周囲が何かを察し、その推すい論ろんをあたかも自らが盗み見たかのように流る布ふするでしょう」

「推察だと。邪じや推すいの間ま違ちがいではないのか」

「私達にとっては邪推。しかし、二ふた心ごころ抱いだく者にとっては明察という事になり得るのです。

　同じものを見ても、立場が異ことなれば受け取り方は変わるのです」

「そう思っておいた方が無ぶ難なんなのよ」

　サラは横から口を挟はさんだ。
















　本当のところがどうだったのかは問題ではない。難事になるかならないか、利となるか不利となるかが問題だった。

　どちらにしろ、侮あなどっていれば痛いたい目を見る事は間違いないのだ。

「はい。無難です。その上で、罪を不問として救済の余よ地ちまで与えられたのですから、悪評だけが一人歩きするような事態にはなり得ないでしょう。

　読まれての事ですか？」

「考こう慮りよの一つには入れておいたわ。だけど、彼がどういう態度でこようと最初からこのつもりだった」

　サラの言葉に、グレンデルが異いを唱えた。

「あまり情なさけをかけられ過すぎるのは感心致しかねます。心の内にある限りは誅ちゆうしないという陛下の御意向は承っておりますが、仮かりにも行動を起こした者に対して処しよ断だんを緩ゆるやかにするような事は、他の増ぞう長ちようを招まねくと考えます」

　その零こぼしは、あくまでも厳げん格かくだった。

　サラがグレンデルをこの場に呼んだのは、ハイエルが破やぶれかぶれの行動に出た場合を考慮しての事だった。その意図はグレンデルにも伝えてあった。

　直情な彼にしてみれば、このようなやり方はわざわざ危険を見み過すごして傍に置こうとしているように思えてならないのだろうと、サラは察した。

　近この衛え隊長の心得としてグレンデルは間違っていないのだ。

（ただ、わたしが奇き策さくを使い過ぎるだけでね）

　内心で自じ嘲ちようして、サラはグレンデルに顔を向けた。

「増長も何も、最初から彼らは従したがっていないわ。わたしの意図は他よ」

「災さい禍かを抑おさえるためですね」

　スキピオが補ほ足そくする。それにサラは頷うなずいた。

「そうよ。叛乱を起こさせるところまでは想定の内とはいえ、叛乱による被ひ害がいが出過ぎては、こちらの評判まで落としてしまう。墓ぼ穴けつを掘ほるのは、チョウリュウ侯一人で十分よ」

「はい。それと」

　スキピオの窺うかがうような目線に、サラはもう一度頷いた。

「説得が成功するかどうかという事ね」

「はい」

「成せい否ひを待つ気はないわ。どちらになろうとも軍は待機させておく」

「はい」「そういう事ならば」

　サラの何の躊ちゆう躇ちよもない断言に、スキピオはもとより、グレンデルも納なつ得とくしたようで頷いた。

　ハイエルに与えたのは説得の機会だけだった。その成否自体を計略の要素として取り入れるつもりなど、最初からなかったのだ。

　説得と今回の計略自体は、実はたいした繫つながりがない。説得が成功しようが、失敗しようが、それで計略の本題そのものが変わるというものではなかった。

　どちらに転んでも良いようにあらかじめ手を打っておくというのは、考慮の内だった。

　グレンデルもその意図に気付いて、納得したのだ。

「チョウリュウ近辺への全すべての物ぶつ資し持ち込みを遮しや断だんするわ。ただし、チョウリュウ領りようから出る分に関しては禁きん止ししない。物も、人もね」

「叛乱軍を除のぞいてですね」

　スキピオの訊たずねに、サラは首しゆ肯こうした。

「そう。けれど、叛乱軍を名乗らなければ通つう過かは許きよ可かして。真しん偽ぎを事細かに詳くわしく調べる必要はない」

「偽ぎ証しようされて抜け出される危険があります」

「数十人単位の集しゆう団だんに欺あざむかれるほど節ふし穴あなではないでしょう。それに、あまりに厳げん格かくに過ぎると民みん衆しゆうにまで災禍が及ぶわ。それで反感をもたれては元も子もないし、兵士達に死活を迫せまってチョウリュウ侯と一いち蓮れん托たく生しようなどと決められでもしたらそれこそ面めん倒どうくさくなる」

　サラの言葉にスキピオは納得の意を示しめした。

「なるほど。あえて降こう伏ふくの道を残しておくのは陛へい下かの常道でした」

「それから……」

　その時、再び扉とびらを叩たたく音が響ひびいた。

　サラは頷く。次に召集すべき者が来たようだった。

「来ましたか」

「陛下のお呼よびとあらば」

　甲かん高だかい囀さえずりの後に、

「いたっ。髪かみの毛引っ張ってますっ」

　悲鳴混まじりの非ひ難なんが続く。

　入ってきたのは、宰相秘ひ書しよ官かんのティアだった。その彼女の頭上で、一羽の青いハチドリが羽は繕づくろいをしていた。

　その嘴くちばしにティアの髪の毛を巻まき込こんだらしく、ティアは絡からまった髪の毛を解ほどこうとしたが、今は皇帝の面前であるという事を思い出したようで、慌あわてて礼をとった。

「に……ウィチィロポチトリ様を呼んでまいりま、いたっ。また引っ張りました」

「いきなり頭を下げたからな。落ちそうになれば手近なものを摑つかんで無理はなかろう」

「飛べるくせに」

　ティアの恨うらみ言を聞き流し、ハチドリは再び羽繕いをした。人の手の平に載のる程ほどの小さな小鳥だが、彼が羽繕いする姿は堂々としたものだった。

　この小さなハチドリこそが、帝国軍司令官ウィチィロポチトリである。さすがに百戦錬れん磨まの将しようともなれば、一つ一つの態度にもそれが滲にじみ出ていた。

　動どう揺よう丸出しで右う往おう左さ往おうするティアと、貫かん禄ろくが滲み出るウィチィロポチトリの対たい比ひが面おも白しろく、サラは思わず笑みを零した。

「ウィチィロポチトリ。いくら貴き殿でんでも無礼が過ぎる」

　その横で、憤ふん慨がい気味にグレンデルが零した。直情な彼が憤慨に至いたっていないのは、さすがに旧きゆう知ち同士で、互たがいの性せい格かくを知り合っているからだった。

「はは。これはこれは。陛下の御前では失礼でしたな」

　ウィチィロポチトリがその小さな頭を下げる。器用にも羽を折りたたんでの礼だった。

「義ぎ兄妹きようだいで仲が良いわね」

「不足の義妹いもうとです。陛下の御前でこのように失しつ態たいを演じるとは、如何いかんともし難がたいです」

「義に兄いさまがそうさせているくせに……」

　ティアの小さな呟きに、ウィチィロポチトリは嘴でその彼女の頭を小こ突づいた。

「他者の行動如何で心を動かされる。それ自体が不足だというのだ」

「だから、あたしはそんな高位じゃないと言っているのに」

「魔力の強弱が関係あるか。叛乱起こそうという相手の正に懐ふところで謀はかりあっている謀ぼう臣しん共の肝きもの据すわりを少しは見習え。愚ぐ義ま妹い」

「あそこまで腹はら黒ぐろくなりたくないです」

「ならばお前の上司を見習え。魔力なんぞなくとも、ラジャス様にすら己おのれを通したぞ」

「うう……」

　さすがに言い返せない様子で、ティアは唸うなった。

「さて、そろそろ本題に入るわよ」

　その余よ興きようを見終わって、サラは改めて彼女の頭の上にいるハチドリに目を向けた。

「用よう件けんはわかっているわね」

「軍を興おこしますか。建国以来ですな」

　ウィチィロポチトリの声はどこか感かん慨がい深ぶかげだった。統とう一いつ戦の頃ころを思い出しているのかもしれなかった。

「それについて、一つ申し上げたいことがあります」

　口を挟はさんだのはスキピオだった。

「まさかとは思いますが、親しん征せいなされるおつもりではないでしょうか」

「そうよ」

　サラは一言で返した。飾かざりとしてならともかく、実じつ際さいに軍を動かすとなれば統とう帥すい権けんを誰かに譲ゆずる気など元よりなかった。

「承しよう知ち致いたしかねます。陛下が長らくこの地を離はなれられるのは危き険けんです。

　今は他の諸しよ侯こうも様子見に落ち着いていますが、チョウリュウ側と歩調を合わせようという者も出てくるかもしれません。その抑おさえとなるためにも、陛下は今ここで動かれるべきではありません。

　それに、チョウリュウ侯とて愚おろかであるから動いた訳ではないでしょう。ある程てい度どの計算あっての事だと思われます」

「魔剣だろう？」

　グレンデルの返答に彼の方に目を向け、スキピオは改めて言葉を続けた。

「それだけではないかもしれません。だからこそ、指し揮き官かんを他にしておくのも一計です」

「危険だからといって戦場から離れられる陛下ではないぞ」

「違います。相手が策を練るならば、それは陛下に対してのものだという事です」

「何が言いたいのだ？」

「陛下が指揮なさらなければ、その計略の大半は狂くるいが生じるでしょう」

　その指し摘てきに、グレンデルは押おし黙だまった。

　その間、サラは口を挟まなかった。

　元々、宰相というものを任じて、かつ、それを自身の操あやつり人形などにはさせなかったサラは、スキピオのその指摘は受けるまでもなくわかっていた。

　善よくも悪くも、人間は慣なれるものなのだ。奇計も繰り返せば常じよう道どうになるように。

　宰相や軍師のように他者の意見を取り入れる目的は、一個こ人じんの考えで道が固定化しないようにと図はかるものであり、複ふく数すうの意見を織おり交まぜて相手の予測を立て難にくくする事にある。

　だから、

「では、誰に指揮させると」

　サラは、指揮を代行させる相手だけを訊たずねた。

「ウィチィロポチトリ様にお任まかせして構かまわないのではありませんか」

　そう言って、スキピオは自分の秘書官の頭の上にいるハチドリを見やった。

「陛下が命じられればやります」

　話を振られたウィチィロポチトリは、あくまでも玉座から視し線せんを離さずにそう答えた。どちらになっても、玉命には従うという彼なりの意思表示だった。

　自然と皆みなの視線はサラに集まった。決断に任せるという事だ。

　少しの間考え、サラは意を決する。

「わかったわ。ウィチィロポチトリに任せます」

「御ぎよ意い」

　ウィチィロポチトリが頭を下げる。

「然しかるに、あらかじめ基き本ほん策さくを授さずけます」

「承うけたまわります」

「魔ま剣けんの真しん威いをわたし達は知らないわ。だから、魔剣そのものには構わない事。使い手を打だ倒とうします」

「補ほ給きゆうを遮さえぎり、食を断たつのもその一つですな」

「その通り。魔剣に近ちか寄よらない事も併あわせて厳げん命めいします。あくまで遠えん距きよ離りを心がける事。ただし魔力攻こう撃げきは控ひかえなさい。魔剣相手ではどうなるかわからないから。

　投石機の数はあらかじめ揃そろえます。それと、飛行できる者は上空から物体を落とす戦せん術じゆつを採らせましょう。高度を下げ過ぎると危険だから、その辺も抜かりないように」

「はい」

「こちらはあくまで砲ほうによる攻撃を主体とするから、相手には機動戦術を採らせない事。幸い相手は城しろに立て籠こもっているわ。そこから動かさないように」

「はい」

「火か計けいや水みず攻ぜめをするのも自由だけど、周囲に被ひ害がいを出さない事。農地が燃もえ広がったり水すい没ぼつしたりしたら、それこそ大事になると心得て。

　水攻めは地形的に海水利用になるから、農地への塩害も気を付けるように」

「はは。そのような計けい略りやく、陛下に言われるまで思いつきもしませんでしたよ」

「後は……」

　さらに言い募つのろうとして、サラは思わず苦く笑しようした。何を言っても言い足りない気がしてならなかった。

　一息ついて、自分を落ち着かせる。

　事細かに命令を下そうというのであればそれこそきりがなく、まして一つ一つの事態に命令という縛しばりをかけてしまう。それでは行動が硬こう直ちよく化かする。

　臨りん機き応おう変へんな部隊運用ができなければ、どんな名めい将しようだって勝機はつかめない。

　要は大たい綱こうだけを述のべれば良いのだった。任せるとはそういう事なのだから。

「もう一度言うわ。個々は別に忘わすれても良いけど、これだけは肝に銘めいじる事。

　魔剣それ自体に固こ執しゆうする必要はないわ。周りへの被害は極きよく力りよく抑えて。

　それさえ弁わきまえていれば結構。後はあなたの裁さい断だんに任せます」

「御意。では、準じゆん備びを致しましょう」

　ウィチィロポチトリが礼をし、ティアの頭を再び小突いて退たい室しつするように促うながす。

　その時だった。

　扉とびらを叩たたく音が響ひびいた。ゆっくりと二回ほど。

　サラは訝いぶかしんだ。

　こちらから用件のある者には召集をかけ、すでにここに揃っていた。今扉を叩いたのは、向こうが用事のある相手という事になる。

　噂うわさの伝達というものは早い。今この謁えつ見けんの間にいる者が帝国の中でも並なみ々なみならない高位官職ばかりだという事は、城じよう中ちゆうに知れ渡わたっているはずだった。

　最近小こ娘むすめいびりを習慣にしている諸侯としても、そんな場所に好き好んで現れはしない。火急の用を伝える伝令とすれば、あのようなのんびりとしたノックの仕方はしない。

「誰ですか？」

「少し、お時間を頂いただきたいのです」

　誰何すいかの返答としては正しくはない。だが、扉ごしにもかかわらずのその流りゆう麗れいな美声は、発言主を特定するのに十分だった。

　フェルグスだ。

　そして、彼がいるというのなら……。

　ここでの登場は、サラも思いもよらない事だった。

　失念していた訳わけではない。わざわざ彼が出てくるような事じ態たいではないと思っていたのだ。

　扉が開かれる。そこに立っていたのは、

「騒さわがしいようだな」

　ラジャスだった。




　　　　２




　サラは思わず息を吞のみそうになって、今目の前にいる者達のことを思い出して危あやうく踏ふみ止とどまる。ティアが小さく悲鳴じみた声をあげるのが聴こえた。

　彼女のようには軽々しく態度に出せない。ある意味、彼女が羨うらやましかった。

「時間があるかとお訊ねのようですが、あまり多くを用意できません。察しの通り、少々騒がしくなっておりますので」

「自ら煽あおったのだろう」

　ラジャスの即そく答とうにサラは一瞬詰つまった。見抜かれる事は最初からわかっていたとはいえ、他ほかでもない彼に、しかも目の前で言われると、受ける衝しよう撃げきは違った。

「……その通りです。わざわざの指し摘てきという事は、それに即した用よう件けんと受け取ってよろしいのですね」

　その問いには直ちよく接せつに答える事もなく、ラジャスは視線を動かした。その先は宰さい相しよう秘ひ書しよ官かんの頭の上に向けられていた。

　直接にではないものの視線を向けられ、ティアがよろめいた。視線を向けられた当のウィチィロポチトリは、突とつ然ぜんの揺ゆれにも何食わぬ顔で頭から飛び立ち、ティアの動どう揺ようによる揺れの収まりを待って、再び頭に戻った。

「軍を動かすか」

　軍司令の青いハチドリがこの場にいる。それだけで、大概の事を読み取ってしまったようだった。

「ええ」

「自らは出ぬようだな」

「それもお解わかりですか」

「宰相が止める」

　さすがにサラは苦く笑しようした。どうやらスキピオの対たい応おうまで看かん破ぱしてしまったようだった。この二人は先の勇者騒動の時に、真まっ向こうから交こう渉しようしている。その時、互たがいに何かしらの感かん触しよくは得ていたのだろうと、見当を付けた。

「一つ訊きく。我の役は何だ」

「どういう意味でしょう」

「軍の統とう括かつを解かい除じよされた記き憶おくがない」

　その言葉は先の衝撃を遥はるかに超こえていた。

　彼は、こう言ったのだ。

『軍を動かすのなら、自分が当たると』

　さすがのサラも思わず席を立ち上がった。立ち上がって、ここで驚おどろきを態度に出すのは醜しゆう態たいでしかないと悟さとり、落ち着きを装よそおって長衣の裾すそを払はらった。

「申し出はありがたいのですが、すでにウィチィロポチトリに任まかせると決めております。一度信を以もつて任せると決めた以上、皇こう帝ていとして言葉を翻ひるがえすような真ま似ねは致いたしません」

「それだけではありません」

　続けて言葉を発したのはスキピオだった。

「お話し中申し訳ありませんが、閣かつ下かの統括を上申した当人の言葉としてお聞き頂けると幸いです。先にお話ししていた通り、その処しよ置ちはあくまで陛下の不ふ在ざいを埋うめる、臨りん時じのものです。今は陛下がおられます」

「その在、不在は帝都にとってか。それとも軍にとってか」

　対するラジャスの答えは的確極きわまるものだった。

　軍の統括という役目である以上、軍にとっての皇帝不在とするのが最も妥だ当とうな見方だ。

　それをラジャスは指摘したのだ。

　そして、今回の出しゆつ征せいに皇帝は赴おもむかない。軍にとって統とう帥すい権けん者しやたる皇帝が離はなれるという事に変わりはないのだ。理り屈くつとしては一いつ片ぺんの間ま違ちがいも問い質ただせない。

「ウィチィロポチトリの判はん断だんに任せると言ったな。ならば問おう。

　ウィチィロポチトリ、貴き殿でんの判断は」

　突然に話を振られ、しかもかなり重大な決断を迫せまられていると知って、さすがのウィチィロポチトリも人の親指より少し大きい程てい度どの頭を不ふ審しんに動かして動揺を表に出した。

　サラはその彼と視線があった。そこで一計閃ひらめいたのか、ウィチィロポチトリは嘴くちばしを震ふるわせて笑った。

「あー、では。陛下の信を得て任された以上、判断しない訳には参りません。

　ワシは、陛下のご採さい択たくに従したがうという重大な決断を致いたしますぞ」

　スキピオがほっと胸をなでおろす姿すがたが見える。

　他人に任せるというのも判断には違いない。そもそも、ウィチィロポチトリに軍を任せるとしたのも一つの判断だったのだ。

　サラはウィチィロポチトリの機転に感かん謝しやした。

「言葉遊びだが……互たがいがそうか」

　ラジャスはそれだけを呟いた。ウィチィロポチトリに判断を迫ったのもこちらがそう言ったから対応しただけで、彼にとっては深い意味はなかったのだろう。

　言葉の戯たわむれを指摘するだけで否ひ認にんはしなかった。

「では」

　判断が再び戻ってきて、改めてサラは発令した。

「折角の申し出です。ここは受けましょう」

「そうか」

「ただし、ウィチィロポチトリに任せるとした先の判断を覆くつがえす気もありません。大たい概がいの事はあなたの命に従うでしょう。しかし、問題ありとウィチィロポチトリが判断した時には、そちらに修しゆう正せいして頂きます」

「双そう頭とうの蛇へびは直進が適かなわないという。

　二者の判断を仰あおぐとすれば、統一された軍行動に支し障しようをきたさぬか」

「ウィチィロポチトリも基き本ほん的にはあなたに従いましょう。よほどの事がなければという事です。それに、お間違いなく」

　サラは一いつ拍ぱく置いた。彼と相対するのは、諸しよ侯こうや老ろう獪かいな謀ぼう臣しんとの謁えつ見けんとはまた別の精せい神しん的負ふ担たんが掛かかる。

　あくまで彼の自由に、孤こ高こうのまま在あらせたいと願う恋こい心ごころと、あからさまな逸いつ脱だつを許ゆるす事ができない皇帝としての職しよく責せき。

　常つねにその二つが揺らぎ合うのだ。

　息をついて気を落ち着かせ、サラは続けた。

「あくまで頭はわたしです」

「違いない。では問おう。何を許し、何を許さぬ」

「それはすでにウィチィロポチトリに伝えてありますが、改めて。

　魔ま剣けんそのものについての情じよう報ほうは限かぎられています。ですから、魔剣に固こ執しゆうする危き険けんを冒おかす必要はないという事。それと、叛はん軍ぐんも含ふくめて被ひ害がいは極力抑おさえるという事。

　この二点を念頭に置かれていれば、後は何も申しません。お任せします」

「了りよう承しようした。時間をとらせた」
















　簡かん潔けつに述のべ、ラジャスは退たい室しつした。一礼し、その後をフェルグスが追う。

　二人が出て行き扉とびらが再ふたたび閉しまった瞬しゆん間かん、高まっていたその場の緊きん張ちようが一挙に和やわらぎ、安あん堵どの息が誰だれ知れず出る。

　その和なごみに気が抜ぬけたなどと思われないよう、慎しん重ちようを期しながら、サラはゆっくりと玉ぎよく座ざに腰こし掛かけた。

「済すみません、ウィチィロポチトリ。単なる指し揮き以上の大役をあなたに任せる事になりました」

「いえいえ。それだけ任されているとは、臣下として喜ばしい限りですよ」

　サラは事後承しよう諾だくになったもののウィチィロポチトリに一言断りを入れ、改めてスキピオに視線を向けた。

「どう考えますか」

　サラ自身の判断はすでに出ていた。だからこそ申し出を受け入れたのだ。

　だが、ここでスキピオに訊たずねたのは、他者の判断を聞き入れる事で自分の判断の是ぜ非ひを改めて問い直そうという意図からだった。

　なにぶん相手は自分の想おもい人だ。その心情に惑まどって判断を誤あやまったというおそれも捨すてきれなかった。

「陛へい下かが思っておられた以上に閣かつ下かは魔剣について何かをご存ぞんじ、もしくは、知りたがっておられるという事ではないでしょうか」

「危険があると判断しますか」

「危険を齎もたらそうとしての行動なら、秘ひ密みつ裏りに動かれるはずです。それが、わざわざ陛下に断りを入れに参られました。そのように行動を見せるという事は、裏うらをこちらが読むと承知されての事。火急に事じ態たいが変転する事はないでしょう」

「長い視し点てんで見れば、一つの分ぶん岐きだったと後で気付くかもしれないけれど。そういう事ね」

「はい。しかし、それに限っていうのなら今に始まった事ではありません。閣下がこの城しろに留とどまっている。その時点で図はかれる事です」

「わたし達が魔剣の出土を契機に積極策に打って出たように、彼らも何らかの行動に出始めた。そう考えるのが妥当というところでしょうね」

「はい」

　自分とスキピオとの間に判断のずれが無い事を改めて確かく認にんして、ようやくサラは一息ついた。

「この時点でわかる事は出で揃そろったわ。後は、何が起きても対応に間違いがないように心がけるだけ。それと、他の諸侯の動きも忘わすれないように」

　自じ戒かいの意味も含め、この場にいる全員に向けてそう述べる。

「では、各自職しよく務むに戻もどるように」

『御ぎよ意い』

　スキピオ、グレンデル、ウィチィロポチトリの言葉が揃ったその後に、

「えっ？　あ、はい！」

　一人認にん識しきに後おくれをとっていたティアが時間差で答えた。
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　サラ達が論ろん議ぎしていたちょうどその頃ころ、謀臣達はそれぞれの主あるじと語りあっていた。チョウリュウ侯の叛はん乱らんによって、会議は一時解かい散さんとなったのだ。

「チョウリュウの若わか造ぞうの先走り。そんなところかの」

　目の前の老人に問われ、謀臣シントは頷うなずいた。

　両手で杖つえを押おさえ、椅い子すの背せもたれにもたれ掛かりながら問う老人は、カンザリア前侯こう爵しやくである。

「で、これからの事、どう思う」

「は」小さく返答し、シントは床ゆかに着けた膝ひざをすり寄よせ前に進み出た。

「前侯爵に置かれましては、今を変える事なきように」

「怪あやしき魔剣より、術策を確かとした方が無ぶ難なんなのじゃな」

「はい」

「で、効きいているのかの」

　前侯爵はしわ深い顔をさらにしかめ、薄うすく笑った。

「小こ娘むすめいびりは」

　対するシントも、笑えみを浮うかべた。

「確実に効きます。あの境きよう遇ぐうからして、彼女の対人対話能力は未み熟じゆくです」

　実は、ここ最近諸侯が頻ひん繁ぱんに行っていたサラへの嫌いやがらせは、カンザリア前侯爵が始めたものだった。そしてそれは、人間から『バケモノ』呼よばわりされて排はい除じよされ続けてきたサラの境きよう遇ぐうを鑑かんがみた、彼女の対人コミュニケーションの経験不足を衝ついた精せい神しん圧あつ迫ぱくだったのである。

　他の諸侯はともかく、カンザリア前侯爵に関しては決して暇ひまを持て余あましての事ではなかった。

「我らのような謀はかりごとを主とする者との智ちの争いは得意としても、何の実もない世間話の類たぐいは不得手と思われます。追い詰めていけばいずれボロを出すでしょう。

　何といっても、あの者の名君ぶりは意図して演えん出しゆつされているものですから」

「そうは言っても、わしの方もそろそろ話の種が尽つきそうじゃ。こちらも好んで小娘に話しかけている訳ではないからの」

「深くお考えにはなりませんように。お孫様が初めて言葉を発せられた時の話でも、天気の善よし悪あしでも結けつ構こうです。むしろ、実がなければないほど、狡こう知ちが挟はさまる余地がないほど効き目は出ましょう」

「人と話す機会の少なかったあの者にとって、益やく体たいもない話ほど堪こたえるか。

　ほほ。人生経けい験けんの差がそのままあの者を貫つらぬく剣となるの」

「左様です」




　また別室では、ギオラスト侯爵と公子のコウが論ろんじていた。

「チョウリュウ侯も愚おろかな真ま似ねをしたものです。ハイエルの良策を無む下げとしました」

「良策とはなんだ？」

「大陸横おう断だん道どう工事。それへの人的介かい入にゆうです」

「わからんな」

　ギオラスト侯爵は頭を振り、台に置かれた茶を啜すすった。

　コウの父はギオラスト侯爵の従い兄と弟こである。公室の血を引く血けつ縁えん者しや同士であり単なる臣従とは呼べない関係で、二人の会話は礼の中にも親しさがあった。

「逃とう亡ぼうを防ふせぐために置かれた監かん視し官かんなど、酷こく吏りとまで呼ばれているそうではないか。煩わずらう必要もなかった労苦を背せ負おわされ、チョウリュウの民たみはハイエルやチョウリュウ侯に恨うらみを抱いだいているのではないのか」

「私心からの酷こく薄はく非ひ情じようなら、皇帝が退しりぞけますよ。奸かん臣しんをのさばらせておくのも皇帝の不信につながりますから」

「そうだとしてもな」

「それに、一時的に恨まれたとしても、押し通す必要があったのですよ」

　コウも一口、茶を飲んだ。

「考えてもみて下さい。皇帝の、智者に対する厚こう遇ぐうは明らかです。戦時に不ふ遇ぐうを強しいられていた彼らは、それこそ我が世の春とばかりに智謀を繰くり広げております」

「まあ、宰相府に身を置くお前が言うのだから、そうなのだろうな」

「しかしながら、逆ぎやくに武ぶを誉ほまれとする将しようは総そうじて不遇です。魔ま物ものに敵かなう程の人間はそうそういませんから」

「それもわかる」

「同じ苦労なら、報むくわれぬ苦労を背せ負おうより結果が認みとめられる苦労をしようというもの。

　この帝てい国こくで栄達を欲ほつするなら、身体からだを鍛きたえるより智を鍛える方が確かです」

「まあ、それもわかるな」

「では考えて見て下さい。出世しようという者の皆みなが皆、知ち識しきを増ふやし勉学に励み、頭ず脳のうの明瞭さを競きそうようになったらどうなります」

「まあ、悪くないのではないか」

　ギオラスト侯の言葉にコウは口元を歪ゆがめ、意の通りと笑みを零こぼした。

「とんでもない。それこそ皇帝の思うつぼです。

　誰しもが書を読み漁あさり、智謀を磨みがく事だけにかまけるようになれば、一体誰が田畑を耕たがやしますか」

「む」

「農のう耕こうは国の大事。魔物の方が労働に優すぐれているからとそこまで出しゃばって来られたら、それこそ我々の完敗です。食料まで魔物が生産する事になれば、我々人間の生殺与よ奪だつを握にぎられたも同然。もはや反はん抗こうは叶かなわないでしょう。

　それに、苦労というものは一度怠おこたってしまうと、再び行う事が面めん倒どうでしょうがなくなるものです。一度止やめた後に再び田畑を耕せと命じても、よほどの見返りを出さない限り民みん衆しゆうは働かないでしょう。強きよう制せいすればそれこそ、今横断道の工事に参加しろと命じられる以上の恨うらみを抱いだくかもしれません。

　大事となって取り返しがつかなくなる前に、ハイエルは人の手から労働が奪うばわれないよう計らったのですよ。

　正に謀臣として厚こう遇ぐうされる最さ中なかにあってそれに気付くとは、さすがに王の教きよう師しを任まかせられただけの事はあります」

「ふうむ」

「認めた皇帝も皇帝ですね。自策を遮さえぎろうとしての事とは当然気付いているでしょうに。

　まあ彼女の場合、謀略を弄ろうするなら一つだけでなく複ふく数すうを同時展てん開かいして来ますから、一つが潰つぶれたところで大差はないのでしょう。もっとも、潰れたら潰れたで、その事を転じてまた別の謀はかりごとに替かえられるおそれもあるのですが」

「そういえば亡なきマルクト伯はくも生前、似にたような事を言っていたな。それで武芸会が開かれたのだったかな。彼の意図は別だったようだが、確かに、別の策にすり替えられたな。

　余よ計けいな真ま似ねをしてくれたものだ。あんな事を言い出さなければ、『総そう督とく閣かつ下か』もこの城しろには現あらわれなかったろうに。おかげで気を付けなければならない相手が増えた」

「そうでしょうか。いずれ来たとは思いますよ」

「少なくとも今ある形ではあるまい。

　上う手まくいけば二人で潰つぶしあってくれていたかもしれん」

　ため息をつき、ギオラスト侯は改めてコウを見み据すえた。

「とはいえ。いやはや、お前もなかなかだな。謀臣として同じように気付くとは」

「私は公子ですから」

　君主が欲ほつするところをその一挙手一投足からでも計り取ろうとする出世に必死な臣下と違い、ただ血縁というだけで取り立てられる事もある公族にはある種の気楽さがある。だからこそ傍ぼう観かん者しやとして客観できるのだと、その言葉は意味していた。

　再びコウは茶を飲み、息を吐はいた。

「ほとほと、チョウリュウ侯も愚ぐ挙きよに出たものです」




　主あるじの諸侯に対してだけではなく、謀臣同士の会話も進んでいた。潜せん在ざい的には限かぎりなく敵対者であるとしても、現げん状じようの敵への認にん識しきでは一いつ致ちしている。ただ憎にくみあうだけの直情さでは、謀臣は務まらない。

　テイフォードの元宰さい相しようヨハートとトーリコトの軍ぐん師しカウィールも、さすがにそのあたりは弁わきまえていた。

「さて、チョウリュウはどこまで粘ねばるかな」

　カウィールの言葉に、

「魔ま剣けんの能のう力りよく如何いかんでしょう」ヨハートは言葉を濁にごして返した。

　二人は会議室に残ったまま談だん義ぎしていた。トーリコトは当主が幼おさなく、テイフォードはそもそも小国であって外交交こう渉しようだけで諸国と渡わたりあっていた国だ。

　わざわざ念押ししなくても主に勝手に動かれるおそれの少ない彼らは、むしろ他の謀臣との語らいで情じよう勢せいを計る方が得策だと考えたのだ。

「チョウリュウ侯の力量は問わないか？」

「統とう率そつ者しやとしての優ゆう劣れつは、ハイエル殿どのには悪いが明らかですよ」

「なるほど」

　カウィールは手を打ち、笑いを零こぼした。

「その優すぐれているのが確かな方を、我らは出し抜かねばならないのだがな」

「まあ、最も簡かん単たんで確かく実じつな方法は、明らかな訳ですけれど」

「そうだな。人間なら。いや、生きている者なら誰しもに訪おとずれる結果だ」

　含んだ笑みに乗せて、ヨハートが続ける。

「天命」

「寿じゆ命みようか、病やまいか、それ以外か。どちらにしろいずれ死ぬ。それを待つのが最も確かく実じつだな」

「そもそもこの帝てい国こくが在あるのは、彼女が魔王と統率者の力量を兼かねていたからです。そのどちらが欠けても、この帝国はなかった」

「そして、その両者を兼ね得る存そん在ざいなど他にない」

「仮かりに、総督閣下では？」

「わかっていて訊きいているのだろう」

　笑いを堪こらえながらのヨハートの問いに、これも笑いを堪えながらカウィールは答えた。

「そもそも、人間に対して支し配はいなどという回りくどい道は考えもしないだろうよ。視し界かいに入っていないというのが正しいか」

「魔と人はそもそも相あい容いれぬもの。その両者を従わせようという彼女が特とく異いですからね」

「いずれにせよ、彼女が死ぬ時が帝国の死ぬ時だ。世界は再び、人と魔に分かれる」

「それまでに、我々は後進を育てなければいけませんね」

「魔王にはならないだろうが、人を統率してあまりある名君を。もしくは、凡ぼん君くんを覇は者しやに押おし上げる名補ほ佐さ役やくを。それか」

「凡人がただ従したがっているだけでも安あん寧ねいに治まるような、優すぐれた法を垂たれる、ですか」

　カウィールはその答えに頷うなずき、少し後に顔を顰しかめた。

「ただ、我々が帝国の瓦が解かいを見る事は叶わなくなるだろうな」

　その零こぼしに、ヨハートはわずかに笑みを返す。

「魔剣如何ではわかりませんよ？」

「はは。確かに」

　カウィールもつられて笑う。ただ、目は笑っていない。

「もし皇帝が倒たおれそうだったらどうする」

「知れた事でしょう？」

　答えるヨハートもまた、笑みは浮かべても目が笑っていなかった。

「皇帝が倒れるまで傍ぼう観かんします。その後、主君たる皇帝を討うった不ふ義ぎの臣として、諸侯を連合させてチョウリュウを討とう伐ばつするだけの事ですよ。

　全く、チョウリュウ侯も愚おろかです。一人で突とつ出しゆつすれば孤こ立りつして自じ滅めつするだけだというのに。孤立しようが構かまわないだけの国力が整ったというのならともかく、魔剣一本で脆ぜい弱じやくな国力を補おぎなえると本気で思ったのでしょうかね」

「もしかすると国力も蓄たくわえたのかもな」

「それこそ、偽いつわりだとわかっておいででしょう」

「まあな」

　カウィールは立ち上がって、おもむろに白しら壁かべを指で弾はじいた。

「もしそうだったなら、叛はん乱らんはむしろハイエルが推すい進しんする」

「ええ」

　ヨハートは奥おく深ふかく椅い子すに座すわりなおし、背せをもたせて深く息を吐はいた。

「国の威い光こうをあまねく天下に知らしめて、周囲の協力を取り付けた後に皇帝の悪あく政せいをでっち上げ、それから堂々と叛乱……。いえ、正当な王朝交代劇げきを演えんじるでしょうね」

「それこそ我々が求める最良の方策だからな」

「そうです。まあ、気長に待つのが得策でしょうね」

「時期がくれば、いずれ訪れるのは確かだからな」
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　大陸西端にあるカラティカルは大陸きっての古都である。その昔、大陸東部は魔ま大陸からの侵しん攻こうを直じかに受け、人はとうてい安住できる土地ではなかった。それを征せいして魔物の影えい響きようを排はい除じよした者こそ、当時のカラティカルの支し配はい者しや『空をみる者』だった。

　二つ名だけが残され、実名は判はん明めいしていない。度たび重かさなる戦乱により詳しよう細さいな記録は散さん逸いつしてしまっていた。

　彼が近きん隣りん都市のテスココ、アスワカンと共に三市同どう盟めいを組んで東征し、東部を開かい拓たくした事で、人の居きよ住じゆう地ちは一挙に拡かく大だいしてその後の諸国勃ぼつ興こうへと至いたる。

　その三市同盟は皮ひ肉にくにも、勢せい力りよくが拡大した東部発の後進国に圧あつ倒とうされ、直ちよく接せつにはチョウリュウの手で滅めつ亡ぼうする。

　そのカラティカルにハイエルは訪れていた。石いし壁かべはコケが覆おおい、その狭はざ間まから垣かい間ま見みえる壁に刻きざまれた判読不ふ能のうの過か去この文様が、さらに古都の趣おもむきを漂ただよわせている。

　彼がこの古都に来たのは他ほかでもない。彼にとっての主あるじがここに籠ろう城じようしていたからだった。

「面おも白しろいではないか。魔物を征した古王の膝ひざ元もとで、その直ちよつ系けいを葬ほうむった国の王が、こうして魔王に叛旗を翻ひるがえす。これこそ歴史の妙みようではないか？」

　ハイエルに向けてそう言い放った者こそ、チョウリュウ侯こうセイユだった。三十前の精せい悍かんな顔立ちには若わかい英えい知ちが漂い、真しん紅くのマントを纏まとって古びた石の玉座に座る姿も堂に入っている。位くらいが失われても、元王たる貫かん禄ろくは十分に溢あふれていた。

「さて師しよ。師が参られたのは当然、このセイユを助けにであろうな」

「はい。王」

　チョウリュウ侯の前に臣下としての礼をとり、ハイエルは跪ひざまずいた。

「臣を未いまだ師と呼んで頂けるとは望外の喜びです。常つね日ひ頃ごろより、臣は王を助ける事だけを考えております」

「有あり難がたい事だ」

「しかしながら、これはどういう事でありましょうか」

　ハイエルは頭をあげ、チョウリュウ侯をじっと見み据すえた。

「どういう事とは？」

「先日畏おそれ多くも諫かん言げんの機会を与あたえて頂いただいた時の事です。臣は、魔ま剣けんの裏うらには必ずや皇こう帝ていの謀ぼう略りやくがあるとお伝えしました」

「聞き及およんだ」

「では、これは一体どういう事なのでしょうか。臣の言葉に従したがって頂けなかったという事でしょうか」

「師は一つ知らぬ事があった。これだ」

　チョウリュウ侯は玉座の横に立て掛かけてあった、一振りの剣を手に取った。石いし壁かべの隙すき間まから漏もれ入るわずかな日の光と、揺ゆれる燭しよく台だいの灯ひに照らされて、漆しつ黒こくの剣が浮うかび上がる。

「魔剣だ」

　披ひ露ろうするチョウリュウ侯の目は嬉き々きと輝いていた。そこにある危き険けんを読み取り、ハイエルは跪いたまま再ふたたび礼をした。

「愚ぐ臣しんの言をお聞き届とどけ下さい。そのような物ではかの者を討うち取れません。ただ一つの武ぶ器きにいかほどの力が備そなわっておろうとも、操あやつるのは所しよ詮せん一人の人間です。

　補ほ給きゆうを断たって絶ぜつ食しよくせしめ、人心を離はなして孤こ立りつを誘さそうのが皇帝の常道です。食せねば餓が死しに至いたり、他を全すべて敵てきに回すかの如ごとき状じよう況きように陥おちいれば、どんな優ゆう秀しゆうな将しよう、兵、武具があろうとも勝つ事は叶いません」

「それはすでに聞いた。もっともな事だ。だが、それがわかっているなら手の打ちようもあるという事ではないか。補給を断たれぬよう気を配り、孤立せぬよう他の諸侯と親しくすればよいのだ」

「臣は決してそれを忘わすれた事はございません。チョウリュウが敗れたその時もです」

　ハイエルの言葉に、チョウリュウ侯の顔色がわずかに変わった。

「それは何か？　かつて敗れた事に対する自じ己こ弁べん護ごか？　それとも、師の策さくを十分に生かしきれなかった私へのあてつけか？」

　強こわ張ばった声に、ハイエルは再び頭を下げる。

「とんでもないことです。王は雄ゆう略りやくに満ち、臣の不徳はいかような弁護もできぬものです。それが敗因として臣を咎とがめもなさらず、皇帝の懐ふところに飛び込む機すら赦ゆるして頂きました。何の不満があるというのですか」

「では何だ」

　チョウリュウ侯の強張りは幾いく分ぶん和らいでいた。それでも、ここに来た時の親しみほどには戻っていなかった。

「臣は常つねに気をつけていたつもりでした。にもかかわらず、かの者はそれを上回ったのです。

　謀略の皇帝を侮あなどられてはなりません」

「侮ってなどいない。それに言ったはずだ。師は一つ知らぬと」

「何をでございましょう」

「なぜ私がチョウリュウの都ではなく、このような辺へん境きようの地にいるかだ」

「お聞き及びしておりません」

「それこそ古都たるが故ゆえだ。かつて、ここの古王は東の魔ま物ものを一いつ掃そうし、魔大陸へと押し戻した。その答えがここにある」

「存ぞんじませんでした」

「三市同どう盟めいを滅ほろぼした際さいにチョウリュウ王家が手に入れた。それ以い降こう、王にだけ口く伝でんが許ゆるされたものだ。私も父王より太子と立てられた時に初めて聴きいた。師が知らずして当然だ」

「ではお訊たずねします。答えとは何なのでしょうか」

「それがこれだよ」

　チョウリュウ侯は座ざしたまま、右手で自身の背はい後ごにある石壁を指差した。

　そこにも、この古こ城じようのそこかしこに刻きざみ込こまれているのと酷こく似じした文様があった。全く同じものであるのかどうかは、委い細さい構かまわず把は握あくに努めていた訳でもないので、ハイエルには区別がつかなかった。

「それが何でしょう」

「ここには古いにしえの戦いの記録が書してある。人と、魔の眷けん属ぞくと呼ばれた者達の戦いだ」

「それが本物であるならば、学がく術じゆつ的な価か値ちは高いでしょう。対魔大同盟の成立以前の記録となると、信しん憑ぴよう性せいに乏とぼしいものばかりですから」

「学術？　とんでもない。これ以上の実じつ益えきはないものだ」

　チョウリュウ侯は、以もつて含ふくんだ意味ありげな笑いを浮かべた。

「対魔大同盟成立以前どころではない。三市同盟、果ては、魔大陸出現以前の記録だ。

　人間と、魔物ではない魔の眷属。魔族と呼こ称しようされている者との戦いの記述だ」

　さすがに、ハイエルもチョウリュウ侯の正気を疑うたがった。話が飛ひ躍やくし過ぎ、信憑性を疑う以前の問題だった。御お伽とぎ噺ばなしの類たぐいだ。

　それを自じ慢まんげに、さも真実であると確かく認にん済ずみだとでも言いたげに話すのだから、誰だれだって疑って当然だった。

　その気配を察したのだろう。チョウリュウ侯は笑った。

「よい。疑ぎ問もんを抱いだくのはもっともだ。魔族なるものについても私が先走った。単に今と昔による呼称の違いかもしれん。妙みように興きよう味みが惹ひかれただけだ。

　だが、ここにある記録の全てが誤りではないというのは歴史が証しよう明めいするところだ。少なくとも、かの『空をみる者』が魔物に勝ち得た理由は、まさにここにある」

　そう告げられれば、ハイエルは論ろんもなく反証する事ができなかった。確たしかに、『空をみる者』は魔物を打ち破やぶり、大陸東部に人間の手による安あん泰たいを齎もたらしたとされている。

「では、何事が書かれているのでしょうか」

「先に注意しよう。すでに解かい読どくは不ふ可か能のうだ。三市同盟ですら、我われらが滅ぼした時にはすでにその能のう力りよくを失っていた。ただ口伝があったのみであり、その口伝も多くは欠落している。そうと心得て聴け」

「はい」

「まず一つ。西端には魔物の災さい禍かが届かず、都市国家が発はつ展てんした訳だ。これは古いにしえより積み重ねられた経けい験けん則そくとして語られた。

　西方に来れば来るほど魔物の魔力は減げんじている。同一の魔物も、東にいる時と西にいる時で強さが違うらしい。魔大陸との距きよ離りが何か関係していると聞いた」

「それだけでは勝機とはなりえません」

「わかっている。次こそが重要なのだ。そして核かく心しんである。魔剣だ」

　ハイエルは思わず息を吞のんだ。チョウリュウ侯のはしゃぎぶりから予見できていた事ではあっても。

「魔剣なのだよ。三市同盟には魔剣の記述が残っていた。ただの伝説、迷めい信しんで語られる魔剣の、その威い力りよくと使いようが残っていたのだ。それを用いて、かの『空をみる者』は東を制せいしたのだ。

　チョウリュウが三市を滅ぼした時にはすでに魔剣そのものの所在は不明になっていた。ただ、あっても意味はなかっただろうがな」

「どういう意味でしょうか」

「魔剣は魔力を糧かてとする事でその真しん価かを発はつ揮きするそうだ。人間には何の効こう力りよくもない」

　その話は、ハイエルが摑つかんだ魔剣の情じよう報ほうともある程てい度どは合がつ致ちしていた。

（魔力を吸すうと聴いた。となると、吸きゆう収しゆうするのは前段だん階かいに過ぎないのか）

　単なる前準じゆん備びで、一体の魔物を死に至いたらしめた。では、本領発揮したその時には、一体どれほどの魔物を滅ぼすというのだろうか。

　チョウリュウ侯が目を輝かせたその意味を、ハイエルも少し理解した。

「それが見つかった。そうおっしゃられるのですか」

「私が聴いた魔剣とは形を異ことにする。だが、多くは違わぬ。魔剣と呼ばれた物は複ふく数すう種しゆが存在していたらしい」

「その威をお教え下さい」

「教えよう。一振りで大河の流れを断たち、大山を麓ふもとから砕くだく。一度の閃ひらめきで、魔を滅する事百余体。

　なにぶん過か去こからの口伝だ。それに、三市同盟、中でもカラティカルは魔剣を国威発はつ揚ようとして利用していた跡あとがある。過大に伝わっているだろうが、それで十分だ」

　チョウリュウ侯の満足げなその言葉に、ハイエルは震ふるえた。

　魔剣の力に怖おそれいったからではない。その逆ぎやくだ。

　河を切り、山を砕き、魔物を百体倒す。

　たかがその程度。その程度の事で勝てると思ったチョウリュウ侯の浅せん慮りよに震えたのだ。

「あえて……あえて申し上げます。王。足りませぬ」

「何がだ」

「その程度では、帝てい国こく、いえ。あのサラ＝シャンカーラを砕くには不十分です」

「何が足りぬ！　『バケモノ』一匹ぴき滅ぼすには十分だ！」

　チョウリュウ侯の激げき怒どの声に、ハイエルは説得の機が過ぎていた事を悟さとった。

　彼はもう魔剣を信じている。盲もう信しんしている。

　反論を聴く耳など、最初からなかったのだ。

　それでも、ハイエルは言わずにはいられなかった。

　このセイユという人物を王として育てた者として。

「我らチョウリュウが降こう伏ふくの屈くつ辱じよくを受け入れる事とした、あの日を覚えておいでですか」

「ふん。かような屈辱、覚えていられるか」

「覚えておくのです！」

　その大声に、かつての師し弟てい関係を思い出したのだろう。チョウリュウ侯は一いつ瞬しゆん身を構えた。

「敗北を忘れ、屈辱を捨すて、それで勝利を齎せるなどとお思いか！」

　ただ、怯ひるんだとはいえそれは一瞬だった。チョウリュウ侯はすぐさま今の上下関係を思い起こし、顔を赤面させて憤ふん怒ぬした。

「師とはいえ無礼だぞ！」

「無礼？　諫かん言げんは聞くものと教えたはずです」

「黙だまれ！」

　チョウリュウ侯の度たび重かさなる大声に、武ぶ装そうした兵士が湧わいて出た。

　護ご衛えいとして周囲に配置されていたのだろうか。それにしては速い動きだと、ハイエルは頭の片かた隅すみで訝いぶかしんだ。ただ、主君への諫いさめでそれどころではないハイエルの頭からは、それはすぐに消し飛んだ。

「なぜ私の言葉を聞かぬ！

　なぜ信じぬ！

　私は王として、国を支ささえる者として、人の手に人の世を取り戻そうとしているのだ。

　魔物に、『バケモノ』に、何ら憚はばかることのない世界を手に入れようというのだ。

　王たるものの責せき務むと気き概がい。それを教えたのは、師、貴方あなたであるぞ！」

「王の軽挙は民たみの災わざわい。そうとも教えたはずです。

　皇帝は民みん衆しゆうへ災いを早急にもたらすような暗君ではありません。

　軽々しく動かずとも、民が災さい厄やくを被こうむる事は……」

「黙れ！　災いが及んでからでは遅きに失する。いや。『バケモノ』を君主と仰あおがねばならん屈辱。それだけで十分な災いだ。

　その詭き弁べん、もはや師とは思わん！

　貴様もあの宰さい相しようのように、『バケモノ』の懐かい柔じゆうに嵌はまり主君を裏うら切ぎるのかっ！」

　跪ひざまずいたままのハイエルの首元に、鋭えい利りな矛ほこが幾いく重えにも突きつけられる。少しでもおかしな動きをすれば躊躇ためらいもなく突き刺されるという事は、兵士の目を見れば瞭りよう然ぜんだった。彼らの目は、王を育てた教師を見る目ではなかった。罪ざい人にんを見る目に等しかった。

　両手を床ゆかにつき、うなだれて、それでも再びハイエルは顔を上げた。

「では、聴く気なくともお伝えします。師だった者の最期の教えとお思い下さい」

「ふん」

「私とて、最初は降伏など選ぶつもりはありませんでした。それを、あの者は……とんでもない奸かん計けいをもって私に迫せまったのです」

「見苦しいな。こんどこそ自じ己こ弁べん護ごか」

　チョウリュウ侯の言こと葉ば尻じりには侮ぶ蔑べつが如によ実じつに表れていた。ただ、それを弁明して晴らそうという気は、もうハイエルにはなかった。

「そう思われて結けつ構こう。ただ、王の浅慮は思い知っていただきます」

　ハイエルはただ、この愛まな弟で子しの思い違ちがいを正す事に全力を傾けい注ちゆうした。

　そして、苦い過去を思い出した。

　雨の日の早朝に受けた、あの屈辱を。

　身体からだを震ふるわせた、底知れない絶望感を。

「あの者は、よりにもよって……覆ふく滅めつの計を私に伝えたのです」

「覆滅だと？」

「水中から大陸の全港を破は壊かい。その後、大型の床しよう子し弩どすらも届かぬ遥はるかな上空から火か竜りゆうによって大陸全土の森林、草原、田畑を焼き払はらうという恐ろしい計画です」

「それはかつての脅おどしであろう。この魔ま剣けんがあれば、救うに足る」

「大陸全てを、たった一振りの魔剣で救えるとお思いですか。魔剣を扱あつかう人間の足は、それほど速く、長く、走り続けられるものですか」

「我が国だけなら救える」

「それが浅慮というのです！」

「何だとっ！」

　チョウリュウ侯が怒鳴りあげる。

　その怒鳴りも、ハイエルがあの時受けた衝しよう撃げきには優まさらなかった。笑えみを携たずさえる魔王から伝えられた謀ぼう略りやくの意図に気付いた時の、あの戦せん慄りつには代えられなかった。

「私がかの計をもって覆滅と考えたのは、それに終わらなかったからです。事もあろうにあの者……我が国の田畑は焼しよう却きやくしないと言ったのです！

　我が国だけは、災さい禍かから免まぬかれさせると。

　それがどういう意味か、わかって言っておいでですか！」

「く……」

「お答えできぬなら私が答えます！

　あえて我が国の田畑だけを残す事で、田を焼かれ、森を焼かれ、港を閉とじられた他国の者に、飢き餓がに陥おちいり、残された僅わずかな食を求める人間の手によって、我が国を襲おそわせると意図したのです。

　おわかりですか！　浅慮と言ったその意味が！

　魔剣は人間には効きかぬ。そうおっしゃったのは王ですぞ！」

「う……く……」

「今から思えば、あの計略はただの脅しでした。実際、そのような動きを見せた事はありません。全ては、我らを降伏に追い込むための方便です」

「ふ、ふん。欺ぎ瞞まんに騙だまされたというのか」

　かろうじて、チョウリュウ侯は口を挟はさんだ。臣しん下かに気け圧おされたくない。ただそれだけの意地だった。

　皇帝なら。この主あるじの態度にハイエルは頭の片かた隅すみで思った。彼女なら身分の優ゆう劣れつより、意見の優劣に従うだろう。それが悔しく、ハイエルの言葉はより熱を帯びた。

「欺瞞？　欺瞞といえばそれまでです。

　ですが、その裏うらがわかってそうおっしゃっているのですか？

　真っ先に沈しずんだソユーズ、最初から対抗叶かなわぬ小国を除のぞけば、大陸に覇はを唱えた雄ゆう国こくであの者に降伏したのは、我がチョウリュウが最初です。

　あの者は我がチョウリュウを、降伏の先例として欲ほつしただけだったのです。あのチョウリュウですら降伏するのだからと思わせて、他国が降伏し易やすくなるようにという、たったそれだけの理由のために！」

　それはもう屈辱以外の何物でもなかった。あそこで自分がもう少し粘ねばっていれば、続々と降伏が連れん鎖さする結果も防ふせげたのかもしれなかったのだ。

　だがそれは、所詮結果論に過すぎない。

『バケモノ』が、魔王が、他を降伏させるためだけに脅すなどとは。

　その圧あつ倒とう的な軍事力を行使する気もなく、ただ舌した先さき三さん寸ずんで大陸全てを思いのままに操あやつる気でいたなどとは。

　あの当時、誰がそれを想像し得えたというのだろうか。

「たったそれだけ。そのためだけに、あのような計略を思いつき、私が覆滅と考え、降伏以外に残された道はないとまで怖れ慄おののいた大計を、我らの降伏に用いただけであっさり捨てたのです！　捨てたのですよ、あのサラ＝シャンカーラという女は！」

「うう」

　ハイエルの剣けん幕まくに圧おされ、チョウリュウ侯は後ろに退ひいた。石の玉ぎよく座ざに足をぶつけ、身体のバランスを崩くずす。背せもたれに手を伸のばして倒たおれはしなかったが、王の威い厳げんはそこになかった。

「それがどういう意味かわかりますか？

　私が怖れ慄いた計略ですら、彼女にとっては始終大事にしまい込む価か値ちもない、ただの使い捨てに過ぎなかったという事ですよ？　私が付け入る隙すきもないと降伏を吞のんだ計略でも、彼女にとっては完かん璧ぺきなる計略ではなく、どこかに欠けつ陥かんありと思っていたという事ですよ？

　せめてその欠陥に気付ける程てい度どに精しよう進じんせねば、彼女に比ひ肩けんする事など敵かないません」

「ふ、ふざけるな！」

　チョウリュウ侯は顔を真っ赤にさせて激げき怒どした。何も言い返せず、臣下の勢いきおいに圧されて無様を見せてしまった。矜きよう持じが傷きずついたという、その反動だけの怒いかりだった。

「この魔剣の何を知って、貴き様さまは言っているのだ！

　力も知らず、自らの不足を持ち出して勝てぬものと決め付けているだけではないかっ！」

「ならば、その魔剣は消えた森林を戻もどせますか。失われた食料を取り戻せますか。飢餓に満ち、追おい詰つめられた人間の心を癒いやせるのですか！」

「必要ない！　飢うえたる者といったところで、所しよ詮せん死にかけではないか。我が国は糧かてを得られるのだ。訓練した精せい強きような兵に守りを任まかせれば、怖れるに足りぬわっ！」

「兵士だけではありませんぞ！　大陸全土の者が。

　子の乳ちちを得られぬ母。病に倒れた父母を想おもう息子むすこ。哀あわれな民みん衆しゆうを憂うれう貴族。餓うえ狂くるい、人肉を食す餓が鬼きとしてでも、生を欲する生存本能の塊かたまりと化した獣けものが。

　何十、何百万という人間が、僅わずかな希望に過ぎぬ、ただ一箇か所しよのチョウリュウを目指してやって来るのです。北から、東から、南から。港が壊こわれているとしても、必死で海を泳ぎ西からも来るでしょう。

　そこに、生きるための糧がある。それが全てです。

　それを防ふせぎきれるのですか！

　仮かりに防ぎきったとしましょう。それでも、最後には魔物が残っているのですよ？　人間達が勝手に疲ひ弊へいして自じ滅めつする様を悠ゆう々ゆうと待っている、魔物という最大の強敵が」

　なぜこの策さくを皇こう帝ていが用いなかったのか、ハイエルは未いまだに理り解かいできなかった。皇帝は温情などで自らの復ふく讐しゆう心しんを和やわらげるような甘あまい相手ではない。真実、敵として、復讐相手としてしか人間を見ていない。

　にもかかわらず実行に移うつさなかったのは、この策のどこかにある欠けつ陥かんを見ていたからだ。

　皇帝への底知れない怖れが、常つねにハイエルには纏まとわりついていた。

　ただ、それを臆おく病びようと罵ののしり、無理に鼓こ舞ぶしようなどとはハイエルは思わなかった。

　怖れとは危き険けん察知の信号なのだ。危険と知って進むのはただの蛮ばん勇ゆうでしかない。

　怖れに取り付かれながらも、耐たえて万ばん難なんを排はいする気き概がいを失わない事。

　それだけが、ハイエルの抗あらがいを支ささえていた。

「加えて言います、王。あの者が勝利者となったのは魔王だったからではありません。その神しん算さん鬼き謀ぼうゆえになのです。

　今からでも遅くはありません。皇帝への申し開きは臣が一命を賭としてでも行おこないます。ご再考を！」

「黙れ！　やはり貴様は裏切ったのだっ！」

　その言葉に、ハイエルに初めて疑ぎ問もんが過よぎった。『やはり』という言葉。それは、最初から何某かの疑念を抱いだかれていた事を意味していた。

（まさか！）

　一つの恐ろしい考えが脳のう裏りに突つき刺ささった。

（まさか、既すでにあの者の謀計が及およんでいたのか！）

　最初から、この魔剣騒そう動どうは皇帝側の意図が絡からんでいた。

　説得などというものを許したのも、既に手を打ってあったからなのではないだろうか。反はん逆ぎやくの罪つみに連座されてもおかしくない謀臣に説得の機会を与あたえたのは、ただ単に温情ある事を見せる演えん出しゆつに過ぎず、説得自体は失敗するように計画されていたのではないのか。

　そのような考えが、ハイエルの頭を過よぎる。

「王。誰に何を言われたのか知りませんが、讒ざん言げんです！」

「いや。よくわかった。どうあろうとも、魔剣の力によって我らが勝つところを見たくないのだな。

　それほどに嬉うれしいか。謀臣が厚こう遇ぐうされるこの時代が」

　衝しよう撃げきだった。一人の男の顔が思い浮うかぶ。

　ハイエルは確たしかに、ある者に言った。

『利用価か値ちがなければ捨すてられる。謀臣が重視されるのは、知略が認みとめられるからこそ。魔剣のような力が台頭するのは、謀臣として認められない』と。

（まさか……。告げられたのか、あれを……）

　今度こそ、本当に何を言う気も失い、ハイエルは力なく肩かたを落とした。

　自身の活かつ躍やくの場を失いたくはない。それは確かな本音だった。

　だがそれ以上に、自分の主あるじを再び王の座ざに返り咲ざかせ、チョウリュウの栄光を取り戻す事が何よりだった。自分の手でそれを達成させる満足感はそうとうなものになるであろうが、自分より確実に成功できる人物がいるなら、その者に栄達を譲ゆずっても良いとも思っていたのだ。

　まるで自身の栄えい華がのみにこだわり、チョウリュウという故郷ふるさとを、そして、手塩にかけた教え子であるセイユという人物を蔑ないがしろにしたなどと思われる事は、ハイエルにとって心外でしかなかった。

　その真意を述のべる余よ地ちも、もはや許されてはいなかった。誠せい意いを尽くし、命を賭しての説得も、もう奸かん臣しんの讒言にしか聞こえていないという事は、疑いに満ちた彼の目がそれを物語っていた。

「事実のようだな」

　うな垂だれるハイエルを一いち瞥べつし、チョウリュウ侯こうは吐はき捨すてた。

「仮かりにも師しだった者だ。罪ざい人にんとして裁さばく事だけは避さけよう」

　チョウリュウ侯は己おのれの腰こし元もとから、鞘さやごと剣を放ほうり投げた。石いし段だんに乾かわいた音を響ひびかせながら、ハイエルの前に転がり落ちる。

　その剣の、煌きらびやかな貴き金きん属ぞくで覆おおわれた豪ごう奢しやな装そう飾しよくを見て、ハイエルは己の過あやまちを悟さとり痛つう恨こんした。

　敗者となってなお、彼は王としての威い厳げんを捨てきっていなかったのだ。屈くつ辱じよくに塗まみれ、地を這はってでも恥ち辱じよくを晴らすという気概にはまるで欠けていた。

　雌し伏ふくの本当の意味を理解していなかった。

（ああ……。私は彼を育て間違えたのか……）

　あくまで王として。大国の覇は者しやたる器うつわとして育て過ぎてしまった。一度敗れ、地から這い上がる底力の如ごとき魂たましいは教えられなかった。

　彼がまだ幼おさな子ごであったなら、やり直しようはいくらでもあった。年老いていたのなら、あくまで王者としてであろうとも、老ろう獪かいというものを身に付ける機会に出会った事だろう。

　なまじ若わかく、なまじ成長しているがために、もはや引き返せず、前にも進めなかった。

　いや。年ねん齢れいなどたいした問題ではない。

　四年前、この大陸の覇はを一人の少女に明け渡さなくてはならなかったその事じ件けんは、老ろう若にやく男なん女によの違いなく、多くの人々を変えた。変われたのだ。

　変われるだけの機会を、あの時、少女は奪うばわなかった。

　だが、もう違う。

　二は十た歳ちにも満たない小こ娘むすめに過ぎないくせに二回り以上歳としの離はなれた謀臣ですら手玉にとる、恐るべき狡こう猾かつさを持ったあの少女は、二度も変わる機会を与えないだろう。

　己の意志で、信念で、自らの力量を疑わずに叛はん旗きを翻ひるがえしてくる者を、何度も赦ゆるして放ほうるような甘さも愚おろかさも彼女にはない。

　一度あるかないかの限かぎられた機会は、もう失われてしまったのだ。

　ハイエルの目からは涙なみだが溢あふれ、止まらなかった。

　豪ごう奢しやな剣に涙が落ち、伝って床ゆかに染しみていく。

　崩くずれ落ちるハイエルに、チョウリュウ侯は通告した。

「罪人としてではなく、過ちの悔くい故ゆえにという事にしてやる。

　私にはすでに魔剣がある。師だった事への義ぎとして、不要となった私の剣を与えよう。

　自ら斬きれ」

　その言葉に、ハイエルは目の前の剣を震ふるえる手で拾い上げた。

　重かった。無む駄だに重量がかかっていた。豪ごう華かなだけで、実用性の欠片かけらもない。

　この剣で人を斬るなら、確かに自害以外の何用にもならないなと、涙ながらに思い浮かんだ。

　鞘から剣を引き抜いた。抜ぬき身の刃やいばは美しく、刃はこぼれ一つない。燭しよく台だいの灯あかりに照らされて、刀身に自分の顔が映る。涙でよく見えなかった。

「王の前で汚よごれた血を見せる気かっ！」
















　その言葉に、力弱く立ち上がる。矛ほこが突きつけられたままだった。その動きで、いくつかがわずかに皮ひ膚ふを薙ないだ。皮ひ膚ふだけで肉は斬きれていない。

　血が流れていない事に安あん堵どする。こうなっても、彼は主君だった。その彼に言われた以上、ここで血を見せる訳にはいかなかった。

　痛いたみには構かまわず、少しずつ後あと退じさった。

　玉座との距きよ離りが十分に離れたところで、突きつけられていた矛が退どけられる。

　最後の一礼をして、ハイエルは走り去った。




　ハイエルが走り去った後、チョウリュウ侯はため息をついた。

　それは深く、嘆なげきに満ち、怒いかりに満ちていた。

　信しん頼らいしていた者に裏うら切ぎられたという、悲しみのそれだった。

「くそ……。まさか……」

「申し上げた通りでしょう」

　チョウリュウ侯の耳元で囁ささやく声がした。チョウリュウ侯には誰の言葉かわからなかった。ただ、取り巻まきの誰かの声には違いなかった。

「ハイエルはすでに心を乱みだしておりました。王の御み心こころも顧かえりみず、ただ制せい止しする事のみに励はげみました。今の地位を失いたくはなかったのです」

「くぅ」

　歯がみするチョウリュウ侯の耳元で、また別の誰かが囁く。

「ご安心を。ハイエルなどいなくても、王の下もとにはまだ謀臣はいくらでもおります。

　魔剣の有ゆう効こうな使い道も、我われ々われが示しめしたではありませんか」

「…………」

「城しろに籠こもれば、補ほ給きゆうを断たつ事を第一とするあの『バケモノ』、包囲のために軍をいくつにも分けるでしょう。ここへ繫つながる主要街かい道どうだけでも三つ。少なくとも軍は三方に分かれます。

　わざと籠城の構えを見せて戦力を分散させ、守りを薄うすくさせてから、魔剣を携たずさえた王が本ほん陣じんを目指して攻せめるのです。

　敵てきを分け、味方は一丸となって一つのところを攻めるのです。勝てない訳がありません。よしんば討うち逃のがしたとしても、敗走させれば、東に残る諸しよ侯こうがこの機をみすみす見み逃のがす訳がありません。挟きよう撃げきで討ち取れます」

　また別の誰かが囁く。

「『バケモノ』は同じ策を使い過ぎたのです。最初から方ほう針しんがわかっているものに、対たい抗こう策さくが出ない訳がありません。ハイエルは対抗する気を最初から失っていたから、あんな事を申したのです。

　お気になさらず、王はただ前を進んでいかれればよろしいのです」

「ああ」

　チョウリュウ侯に、迷まよいはなかった。




　　　　２




　目の前に、チョウリュウの土地が広がった。

　カラティカル近くの丘きゆう陵りよう。風が緑の香かおりを運んで心ここ地ち良かった。帝てい都との極ごつ寒かんが噓うそのようだった。あそこだけが特とく異いなのだ。

　大地も、そこに住む者も、そして、その心も。

　自分が取り戻そうとした者。その大地。それらを眼がん下かに、ハイエルは抜き身のままの刃を首に掲かかげた。

　その時だった。背はい後ごから声が掛かかった。

「まだです。まだ終わりではありません」

　聞き覚えはあった。だが、聴きたくもない声だった。

「貴き様さまか……」

　声の主の歩みが止まる。

「なぜ、讒ざんした」

「何の事です」

「王に、何と言った」

「王？　皇こう帝てい陛へい下かですか？　無言を通す判はん断だんが正しいとおっしゃられたのは……」

「違ちがう！」

　振ふり返る。目の前に立っていたのは、予想通りセインだった。

　ハイエルはその胸むな倉ぐらを摑つかみあげた。

「チョウリュウ侯こうにだ！　なぜ言った！」

「おっしゃる意味がわかりません。そもそも私如ごとき下級の者、侯はお会いになりません」

「では、では何だと……」

　セインの訝いぶかしげな、それでいて酷こく吏りと呼よばれ怖おそれられる程ほどに法を貫つらぬき通す芯しんのある瞳ひとみを見て、ハイエルはふいに馬ば鹿か馬ば鹿かしく気付いた。

　謀ぼう臣しんは自分だけではなかったのだ。宰さい相しよう府ふにいる謀臣がではない。チョウリュウ侯についている謀臣がだ。

　自分はただ、その中で特別な地位にいたというだけで、次席の謀臣、その次の謀臣と、何人もいたのだ。そして、懐ふところ刀がたなとなる謀臣の地位は常つねに狙ねらわれていた。

　確たしかに、宰相府に務つとめるなら高い俸ほう禄ろくが期待できた。それが皇帝による懐かい柔じゆう策さくの一つである事に間違いはない。

　そして、その俸禄に目が眩くらんだ何者かが追い落としを図はかった。

　そういう事だろうと思われた。

　何も難むずかしい事ではない。謀臣であるなら、魔ま剣けんの存そん在ざいを多少なりとも疎うとましく思う気持ちは同じくあるに違いなかった。その気持ちを報ほう告こくすれば良いだけなのだ。ハイエルがそう思っているのだと偽いつわって。

「皇帝だけに向いていた……。害虫は内部にもいる。

　はは。己おのれ自身が帝国の内部に巣くう虫でありながら、それすら気付かなかったか。はは」

　ハイエルから力が抜けた。監かん視し官かんの襟えりから手が滑すべり落ちる。

　主君に讒ざん言げんされ、信しん任にんを失い、死を命じられ、そこで力尽つきたと思っていたのだ。にもかかわらず、まだ抜けるほどに力が残っていた。

　それがもう、馬鹿馬鹿しくてたまらなかった。

　抜け殻がらのようになったハイエルに、セインは平常な声で再び語りかけた。

「何かよくわかりませんが、まだです」

「何がまだだと言うのだ」

「ハイエル様の役目はまだ終わっておりません」

「終わっていないだと！」

　以前なら素す直なおに聞き通せた、感情の籠こもらない監視官の口調に無む性しように腹はらが立った。ハイエルは、再ふたたび怒ど号ごうをあげた。

「主君に讒され、信任も失った！　どんな魔剣があろうと勝てぬ！

　あの王では勝てぬのだ！　勝てぬように……」

　ハイエルの言葉が朧おぼろになっていく。嗚お咽えつが止まらない。

「勝てぬように……私が育ててしまった……」

　ハイエルは崩くずれ落ち、膝ひざを大地につけた。

　その彼を見ても、あくまでも淡たん々たんと、セインは冷酷にも似にた無む表ひよう情じようで告げる。

「それならばなおの事、ハイエル様にはやらねばならぬ事が残ります」

「何が……何が残されているというのだ……」

「チョウリュウの民たみ。そして、侯のご親族を守り通す責せき務むが」

　ハイエルははっと顔を上げた。何を言っているのか理り解かいした。

　だからこそ納なつ得とくができなかった。

「自ら育てた主君を捨すて、他に乗り換かえろ。そう言うのか」

「チョウリュウに残された王族は侯一人ではありません。他の方々に叛はん乱らんの災さい禍かが及およばねば、チョウリュウ再さい興こうの望みも絶たたれません。

　災わざわいが及ばぬように取り計らう事が可か能のうなのは、ハイエル様をおいて他にありません」

「酷こく吏りだ。やはり貴様は……酷吏だ」

　答えずに、セインは手を開いた。そこには一片ぺんの石があった。

「何だ、それは」

「実じつ際さいにお持ちになればよいかと」

　答えるセインに、ハイエルは無心にその石を手に取った。

「何も起きんぞ」

《それはあなたがどうこうするものではないからよ》

　ハイエルは己おのれの耳を疑うたがった。ここで聴ききたくはない、だが、どうあろうとも忘わすれられるはずもない声だった。

「な、なぜに……」

　皇帝、サラ＝シャンカーラその人の声だった。

《一いち応おう成せい否ひは聴いておこうと思ったからよ。でも、失敗だったようね》

「なぜ！」

《ただの監視官があなたの位置をつかめると思う？　決まっているでしょ。見み張はりくらい最初からつけていたわよ。魔剣には近づかせなかったけれど》

　ハイエルが訊ききたかった疑問はそれではなかった。なぜ石から皇帝の声が聴こえるのか。それを問いたかったのだ。だが、皇帝の声はそれに答えなかった。

《まあ良いわ。軍はすでに動いている。降こう伏ふくしないというのなら、叩たたき潰つぶすだけね》

「な、何がどうなっているのですか！」

《もう一働きする気はある？　それともない？　まあ、どちらでも良いけれど》

「お答え下さい、陛下なのでしょう！」

《あるなら軍に出頭しなさい。地形と、土地の民の心に詳くわしい人間がいると便利だから》

「私が、私が……」

　単なる石に向かって、何を叫さけんでいるのだろうか。不意にハイエルは虚むなしくなった。

　あまりの気の滅め入いりに、幻げん聴ちようが聞こえ出したのではないか。

　そう疑った時だった。

《ハイエル》

　自分の名前を呼ぶその声は、確かに、皇帝である少女が発するものだった。落ち着きがあり、穏おだやかな、それでいて、その裏うらに激はげしい復ふく讐しゆう心しんと狡こう猾かつさを併あわせ持つ、サラという少女のもの以外の何ものでもなかった。

　確かにある声として、そこに存在していた。

《前に一度言ったわよね。無意味に死ぬか、それともわたしに跪ひざまずくか。同じ事を繰くり返すわよ。どうするの》

「わ、私は……」

《待てないわ。答えるなら行動で示しめして。さすがにこの距きよ離りは負ふ担たんが大き》

　唐とう突とつだった。言葉の途と中ちゆうで、前まえ触ぶれもなく声は消えた。

　確かにあると感じられたその声が、再び幻聴であるかのような感覚に囚とらわれる。

　ハイエルは監視官を見た。彼は頷うなずいた。

「よくわかりませんが、何なに某がしかの魔物を介かいしての遠距離会話だそうです」

「それでか」

「はい？」

「西に来ると魔力が……。本当のようだな」

　セインは怪け訝げんな面おも持もちを返した。西にいると魔力が減げんじる。その話を知らなければ当然の反応だろうと思った。なら、魔剣についてのあの情報も噓うそではないようにも思えた。

「それで……」

　セインが、重たげに口を開く。

「それで、どうなさるのですか」

「何がだ？」

「チョウリュウ復興の望みを保たもたれますか。それとも、ここでお止やめになるのですか」

「私に」

「軍が迫せまっています。指し揮きされているのは、なぜか総そう督とく閣かつ下かです」

　遮さえぎって告げられたその言葉の意味に、ハイエルは仰あおぎ見た。

　総督。その地位にいるのは帝国で一人しかいなかった。

「あの方は陛下ほど奇き計けいを好まれないと思われます。そして陛下ほど、被ひ害がいを絞しぼって狙いを定めるなどという事もされないでしょう。そして陛下と同じ程に恐ろしい方です。

　その被害を抑おさえられるのは、今はハイエル様をおいて他に……」

　セインはその後を続けなかった。

　ハイエルは全身を震ふるわせていた。

　悔かい恨こん。自じ責せき。憐れん憫びん。

　様々な感情が入り混まじった、嗚お咽えつだった。

「愛まな弟で子しを捨すて、主あるじを裏うら切ぎり、それでも為なさねばならない責務とは……何と業ごう深ふかいものか」

「…………」

「それでも……それを私は選んだのか。選んで……いたというのかぁっ！」

　震える手で、摑つかんだままの剣を思いっきり地面に突つき立てた。地中で小石に当たり、刃の一部が砕くだける感かん触しよくがあったが、それでも構かまわず突き刺し続けた。とうとう大石に当たり、刃が途と中ちゆうから二つに折れた。

　その勢いきおいのまま、拳こぶしを地面に叩たたきつける。

「くぅぅぅおぉぉぉぉぉぉぉ」

　硬かたい地面を強く引っ搔かく。指の爪つめが剝はがれ落ちた。それでも構わず、搔き続けた。

　血の混じった土を握にぎり締しめ、ハイエルは慟どう哭こくした。




　ハイエルがラジャスの前に現あらわれるのは、それから間もなくのことだった。







　五章　力の根こん源げん
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　駆かけ抜ぬける風に、軍旗が一いつ斉せいにはためいた。

　叛はん乱らん軍ぐんが立て籠こもる古こ城じようがかろうじて地平線の彼方かなたに見えるというその場所に、帝てい国こく軍ぐんは本ほん陣じんを張はっていた。ただ、テントや幕まくといったものの数は極きわめて少なく、軍旗もまばらにしかない。

　兵力の大半を魔ま物ものが占しめる帝国軍は、長く雨あめ露つゆや夜風を防ふせぐ事を必要として来なかった。それらの必要があったのはただ一人、魔王たる少女だけだったのだ。

　統とう一いつ帝国となって軍に人間が入るようになるとその状じよう況きようも幾いく分ぶん変わって来たものの、大軍を擁ようする本陣にしては貧ひん相そうと思われておかしくはない状況に変わりはなかった。

　ただ、貧相なのは本陣そのものだけだ。むしろ、人間の軍にはない別の勇ゆう壮そうさがそこにはあった。

　天にも届とどかんというばかりの巨きよ軀くの魔物が立ち並ならび、上空を飛ひ竜りゆうが覆おおい尽つくす。大地はその影かげで埋うめ尽くされ、本来の青々とした草原は、暗い深みで沈しずんだ色を見せていた。

　その本陣の中心で、攻こう城じようにあたる準じゆん備びを始めた兵士達を見ながら、ラジャスはただ悠ゆう然ぜんと草原に立っていた。

　その横でウィチィロポチトリが羽ばたいている。

　巨軀の魔物が立ち並ぶ中では、むしろ、ラジャスとウィチィロポチトリの二人は埋うもれてしまいそうな小こ柄がらさだった。他から見れば、それらの足に踏ふみ潰つぶされかねないとも思えてしまうほど、矮わい小しように見えてしまう。

　だが、よく観察すればそれは全くの逆ぎやくだとわかるだろう。

　巨体の足元にできる影に埋もれてしまう二人を、体たい格かくだけでは圧あつ倒とうする他の魔物達がどれだけ恐おそれ慄おののいているか。どれだけ動こうとも、彼らの視し線せんが、注意が、常つねにその二人に注がれているのだと。

　表面的に見れば格下の魔物に見下ろされているかの如き状況に何の感かん慨がいも抱いだくことなく、ただ前だけを見み据すえているラジャスに、これまたこの状況の不自然さには何の疑問も抱いていないウィチィロポチトリが囀さえずった。

「する事がなく、お退たい屈くつでしょう？」

　ラジャスは、話しかけられても答えなかった。

　それでも構かまわず、ウィチィロポチトリは話を続けた。いかにも、退屈しているのは自分だと言いたげな気配を出していた。

「陛へい下かの直ちよく属ぞくを長く務つとめていれば、こういった準備に魔物達も慣なれてしまいますからな。今さらワシらが何を言う必要もないのですよ」

「…………」

「指し揮き官かんはゆったり構えて不動であるのが、一番下の者が安心するのだとか。まあ、ラジャス様に言う事ではありませんでしたな。ははは」

　話しかけていると見せて、その実独ひとり言に過すぎないウィチィロポチトリの言葉を耳に素す通どおりさせながら、ラジャスはただ前を見続ける。

（遠いな）

　それがラジャスの実感だった。ここまで魔大陸から離れるのは初めてだった。

　魔王として在あった頃ころは、あの城しろより出ようなどという気は起きなかった。

　決して安楽しての事ではない。

　魔王と運命。諦てい観かんとの抗あらがいの狭はざ間まで、行動に出られなかっただけなのだ。

　その均きん衡こうを破は壊かいしたのは一人の少女だった。追い出されたといっても過か言ごんではない。

　どちらにしろ、停てい滞たいしていた自分に一歩を踏み出させたのは彼女だった。

　彼女の輝かがやきは正しく本物だ。

（だからこそ、対する者もそれ相そう応おうの輝きが必要だ）

　再ふたたび彼女とまみえるような事になった時、かつてと同じような失しつ態たいで彼女が放つ輝きに吞み込まれてしまう事だけは避さけなければならなかった。

　彼女を輝きと認みとめた者が影のままでは、彼女の輝きはただの相対になってしまうのだ。相対としてではなく、絶ぜつ対たいの輝きとして放たせるには、自分もより輝かなければならない。

　それは、彼女を介かいして運命への復ふく讐しゆうを遂とげようと決めた時からなんら変わる事のない信しん条じようだった。

　魔ま剣けん。

　彼女と同じように、魔力を吸きゆう収しゆうするという剣。

　どこが同じで、どこが違ちがうのか。それを知れば、一つの指し針しんにはなる。

　その見み極きわめのためだけに、ラジャスはここに赴おもむいた。もとより叛乱軍には何の興きよう味みもなかった。

（後は、どのようにしてそれに近付くかだな）

　皇帝の厳げん命めいがある以上、魔剣に拘こだわるかのような態度をとれば、無意味に囀り続けている青いハチドリが抗う。

　阻そ止しされるとは思わないが、邪じや魔まではあった。

　一度、帝都で相見あいまみえた。しかし、あれはウィチィロポチトリの全力とは程ほど遠とおいものだった。仮かりにも魔王候こう補ほに数えられた者が、あの程度で退ひく訳がないのだ。

　だいたい、このハチドリと戦う必然性はまるでない。

（偽ぎ計けいか。それこそ、あの者の本ほん領りようではあるな）

　ラジャスが内心で呟つぶやいた時だった。そのウィチィロポチトリが、無む益えきな囀りを止めた。

　空に向け、一条の青せい炎えんが駆け上った。ウィチィロポチトリが目を細める。

「客人が来たようですな」

「合図か」

「左様です。指揮官に会いたがっている者がいるというものですよ」

「相手は」

「あの一つでそこまでわかりませんな。そこまで細かく設せつ定ていしている訳ではありませんので。相手を特定してからお会いになります？　それとも、追い返し……」

　その時、続けて炎が上がった。今度は白炎だった。

「いえ。無理のようですな」

「なぜだ？」

「玉命ありと続きました」

　ラジャスは答えなかった。そのまま、客という人物が現れるのを待つ。

　そして現れたのは、一人の人間だった。

「おや？」

　ウィチィロポチトリが怪け訝げんな声をあげた。それもそのはずだった。実は、ラジャスも内心で密ひそかに感かん嘆たんの息を漏もらした。

（見た覚えはある。だが、今と違う）

　そこにいる人間にはまるで存そん在ざい感がなかった。真っ赤に腫はれ上がらせた目の奥おくは虚うつろに満ち、衣服や髪かみのほうぼうが乱みだれたままになっている。強風が吹けばすぐさま倒たおれそうなほど脆ぜい弱じやくにも見える。

　にもかかわらず、鬼き気き迫る切せつ迫ぱく感が全身から溢あふれ出ていた。

　自身の存在感のなさと相反する、強きよう烈れつな圧倒感。

　その二面性は、隠いん遁とんした六ろつ輝き星せい、旋せん律りつのレイともどこか似に通かよっていた。

　決定的な違いは、レイの存在感のなさが全すべてを他に託たくし終えたがためのものであるならば、彼のそれは全てを失った者が放つものという事であり、蔵ぞうした牙きばのような威い圧あつがレイならば、捨すて身による危あやうさを刃としているのがこの人間だった。

　ラジャスが以前会った時にはこんな幽ゆう鬼きの如き威圧を放つ人間ではなかった。ただのその他、取り巻まきで終わっていた人間だった。

　現げんに、今の今まで、以前の印象などラジャスの記き憶おくの片かた隅すみに沈しずんでいた。

「閣かつ下かに直言させて頂いただきます」

　名前も名乗らず、彼は発した。

「魔ま剣けんの如き虚きよ飾しよくの力を手にし、相手は増ぞう長ちようの極きわみにあります。直攻あるのみと提てい案あんします」

「待て」

　ウィチィロポチトリが制せい止しした。このハチドリも、先日会ったばかりの印象と懸かけ離はなれた今の彼に、疑ぎ惑わくを隠かくしきれなかったのだ。

「それよりも、説得はどうなったのだ。ハイエル」

「答える必要ありと思ってか」

　ハイエルの返答には生気がなかった。それが寒々しさを放つ。

「ないな」

　ラジャスは答えた。もはや、かつての彼ではない事は明白だった。もはや取り巻きではない。刮かつ目もくに値あたいする者と化していた。

　それ自体、説得が不和に終わったのだという事の証しよう左さだった。

「聞こう」

「話が早い」

　ラジャスの返答に、ハイエルが笑った。だが、彼の寒々しさはまるで消えない。彼の笑みは虚飾そのものだった。

「魔剣の真しん価かは魔力を吸すう事ではない。文字通りの吸収であって、威いを放つのはまた別だ」

「見たのか」

「確かく認にんしてはいない。ただ、間違いでもなさそうだという直感はある」

　ただの直感に頼たよる訳わけにはいかないと、常つねならば誰だれかが否ひ定ていする。

　だが、ラジャスもウィチィロポチトリも否定の言葉を口にしなかった。

　彼の一変を目まの当たりにした以上、その直感のどこかに、彼が変わり果てた要よう因いんがあったのだと推すい測そくするのは簡かん単たんだった。

「セイユはもはや増長した子こ供どもと同じだ。過すぎた力を持て余あましている」

「それを我われに説とく利はなんだ」

「すでに国にとって害毒でしかない」

　ハイエルはただ『国』とだけ言った。それが『帝てい国こく』ではなく、『チョウリュウ』であることもまた、明白だった。

　チョウリュウのために、主君を裏うら切ぎった。

　彼が放つ、怨おん霊りようの如ごとき異い様ようなまでの寒々しさは、全てそこに起因していた。文字通り身を削けずる思いで、主君だった者を切り捨てたのだ。

　退たい路ろを捨てた余よ裕ゆうのなさと、繰くり返される自じ責せきの念が、彼を存在感なき威い圧あつを放つ者に変へん貌ぼうさせていた。

「セイユは愚おろかだが、侮あなどっていいだけの愚かさではない。見たところ補ほ給きゆう路ろを封ふう鎖さするようだが、時間が経たてば対たい抗こうしてくる。皇帝の常じよう道どうはすでに周知の域いきだ。種が知れ渡わたった奇き策さくなど無用の長物だ」

「構える時間を与あたえる事なく攻せめろというのか」

「そうだ。その代わり、狙ねらいをあの古こ城じように定める事だ。

　どうせあの皇帝、被ひ害がいを抑おさえよと命令済ずみだろう。その命にも反しない。現場において考えられた最小限の被害に抑える作戦が速攻と言えばいい。間違ってはいない」

　仮かりにも主君だった者を倒たおすのに、酷こく薄はくともいえる情じようのなさを顕あらわにするハイエル。それが逆ぎやくに、主君以外で残されるものだけは、何としてでも死守しようという執しゆう念ねんを窺うかがわせた。

　古城に被害を定めろと言ってはいるが、それは他に被害を出すなと言っているのと同じなのだ。

「時間を掛け過ぎれば諸しよ侯こうが連動する可か能のう性せいもある。そのうち、私のように止めきれぬ謀ぼう臣しんもでてくるぞ」

　ハイエルは自じ嘲ちよう混まじりで言った。明らかな強きよう迫はくだった。

　ラジャスには何の関係もない強迫ではあったが、ウィチィロポチトリには効きいたようだった。彼は、自分の裁さい量りようを超こえたと判はん断だんしたようだった。

「正直ホッとしますよ。指し揮き官かんがワシでなくて良かった」

　暗に判断を任まかせると含ふくませて、意味ありげな視し線せんを送ってくるハチドリを真正面に見据え、ラジャスは命じた。

「征ゆけ」

　答えて、ウィチィロポチトリが炎ほのおの槍やりを蒼そう穹きゆうに放った。

　攻撃命令の合図だった。
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　天を焦こがす炎の槍に呼こ応おうして、投石の轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

　大空からも巨きよ大だい質しつ量りようが次々と投下され、城じよう壁へきを穿うがち砕くだく。

　固定式である大型の弩いしゆみ、床しよう子し弩どが破は壊かいされて次々に粉みじんになる様も見て取れた。数十人の力で弦を引き、槍と見間違えんばかりの極ごく太ぶとの矢を放つ床子弩は、直撃すれば硬いドラゴンの皮ひ膚ふすら貫つらぬく。その発はつ射しや機構ゆえに連射するには向かないが、戦いの前にあらかじめ複ふく数すうに装そう塡てんしておけばある程度は補おぎなえる欠点だ。遠えん距きよ離り攻こう撃げき用としては、射程、殺さつ傷しよう力りよく、共に随ずい一いちを誇ほこる兵器であった。

　それでも、固定されていれば単なる的でしかない。むしろ危き険けんだからこそ、優ゆう先せんして潰つぶされる。

「陛下のお言葉ですよ。こと集しゆう団だん戦せんにおいては、魔物の方が遥はるかに人間に優まさるそうです」

　唐とう突とつに、ウィチィロポチトリが口を開いた。

「逆ならよく聴きくな」

「はは。私もそう思っておりましたが、陛下にとっては違うようで」

「これを見ればわかる」

　城壁に攻撃を開始した魔物達を見て、ラジャスは納なつ得とくの意を表した。

　巨きよ大だいな魔物が背せ負おう投石機を小型の魔物が巧こう妙みように扱あつかっている。その光景は、他の人間が見たら笑ってしまうのではないか。ふと、そう考えた。

　誰が魔物に道具を扱わせようなどと考えるだろうか。

　城内から発射される槍の如き太さの床子弩や砲による投石を、背負った魔物がゆったりと避よけた。本来床子弩や投石機というものは、動かない障しよう壁へきや密みつ集しゆうした敵てきを狙ねらうもの。遅ち々ちとはいえ移い動どう砲ほう台だいと化しているこれらの魔物には照しよう準じゆんを合わせ難にくいのだ。

「確かに。このような集団戦法は人では採とれぬだろう」

　様々な種類の魔物の動きの連動が、一いち々いち上う手まかった。

　決して戦せん闘とうには秀ひいでていない魔物ですら戦場で何かの役に立っている。投石する小型の魔物もそうだし、機動力で攪かく乱らんしたり、幻げん惑わくを誘さそったり。情じよう報ほう伝達もその一つだった。

　ときおり火か竜りゆうが無む駄だと思える方向に炎を吐く。それが狼煙のろしの役やく割わりを果たしている。それを見て取って、ウィチィロポチトリが返答用に炎えん槍そうを放つ。

　ウィチィロポチトリからラジャスへの承しよう諾だく確かく認にんの声はない。

　それでラジャスも異いを唱えるような事はしない。もとより細かな采さい配はいを求められてここに来ている訳ではなく、それに、これだけの錬度を誇ほこる集団への干かん渉しようは、遂すい行こうの妨さまたげ以外の何物にもならなかった。
















　これでは、統とう帥すい者しやの不在を埋うめるための臨りん時じ処しよ置ちというあの理由がどれほど虚きよ飾しよくに満ちていたのか、いやでも思い知らされるものだった。

（これは我にはできぬか）

　どちらかというと自身で動く事を好むラジャスにとって、指し揮き統とう率そつはあまり得意ではなかった。そもそも必要としていないのだ。

　返答用の合図を放ち終わったウィチィロポチトリが視線をよこした。

「どうですかな。陛へい下かは力で攻めるより心を攻めろという方です。本来攻城戦など好まれません。それでもこれですよ？」

「誰でも指揮できる事ではないな」

「それはもう。だからこその陛下ですよ」

　ウィチィロポチトリがサラに寄よせている信しん頼らいが絶ぜつ大だいなものである事は、その声を聞けば誰でもわかろうというものだった。

（あの者の力を、これで一つは垣かい間ま見みた。もう一つを探さぐりに行くか）

「どちらに行かれるので」

　歩き始めたラジャスに、ウィチィロポチトリが問いかけた。

　ラジャスは答えた。

「決まっている。戦場だ」

「指揮官がですか？」

「ここにいるだけでは、どうせ飾かざり以上の意味はあるまい」

「閣かつ下かがお望みならば、止めはしませんが……本意はお聞きしておきましょう」

　さすがだと、ラジャスは感かん嘆たんした。たとえ戦闘指揮官だとしても、あの皇帝が任せるだけの者なら、詮せん索さくもなく行動を許ゆるすような短たん慮りよでは務められないという証あかしだった。

「語るまでもない」

「魔ま剣けんですか。しかし、それは陛下に禁きん止しされております」

「あの者が禁じたのは、魔剣に近づく事だ」

「まさか遠目から見るだけ……などとおためごかしはおっしゃいませんな」

「当然だ。だが、あの者が禁じた理由は、それで魔剣第二の被ひ害がい者しやを出さぬためだ」

「でしょう」

「ならば、我には無意味だ」

　一度振り返り、ラジャスは告げた。

「経けい験けん済ずみだ」

　ウィチィロポチトリは目を丸くして、笑いを堪こらえるかのように震ふるえながら、頭を下げた。

　承しよう諾だくの意だった。

　ラジャスは黙だまって歩みを再さい開かいした。その背はい後ごから、ウィチィロポチトリが断ことわりを入れた。

「ただ、陛下へ報告はしておきますよ」

「構わん。どうせ知れる」

　今度は振り向くこともせず、淡たん々たんとラジャスは返す。

　最初から狙ねらいは一つだった。そのために、わざわざこのような場所にまで向かったのだ。

（魔剣か。どういうものか、見せてもらおう）




　　　　３




　激はげしく揺ゆれる古こ城じようの奥おくで、チョウリュウ侯こうは一つの読みが外れた事を悟さとった。

　籠ろう城じようの構かまえを見せて戦力を分散させるというのは周りの者の意見だったが、魔剣を頼たよりに包ほう囲い網もうを突とつ破ぱしてみせ、魔剣の威いを外に知らしめれば、他の諸侯の説得も簡かん単たんだと考えていた事に変わりはなかった。

　仮かりに諸侯と連合して皇こう帝ていを倒たおし、帝国を瓦が解かいさせれば、それはそれで戦せん乱らんが起きる事も承知していた。それでも、その連合で主しゆ導どう者しやの地位を固めておけば、新たな覇は者しやとして号令する事もできる。それも難むずかしい事ではないと踏ふんでいた。

　そもそも、魔剣という力があり、それが魔物を倒す象しよう徴ちようであるからこそ、反帝国で諸侯を連合できるのだ。魔剣を持つ者こそが主導者たりえるのだ。

　チョウリュウ侯はそう思っていた。

　それがもろくも崩くずれた。そもそも包囲網すら敷しかれなかったのだ。

　準じゆん備びも全すべてが台無しになった。分ぶん断だんされる危き険けん性せいのある補ほ給きゆう路ろの割わり出し作業も、諸侯へ使者を放つために包囲を抜けさせる策さくも、連合が成った時の構想も、全てが霧む散さんした。

　直情的に攻撃などしかけない皇帝だからすぐ攻撃が行われる事などない、時間ならまだあると高を括くくっていた報むくいであるが、それをチョウリュウ侯は信じなかった。

「おのれ」

　チョウリュウ侯が苦々しさを吐はき捨すてた時だった。

　玉ぎよく座ざが大きく揺ゆれる。近くに投石が直撃したのだ。肘ひじ掛かけを強く握にぎり締しめてその揺れに耐たえるチョウリュウ侯の中で、沸ふつ々ふつと怒いかりがこみ上げた。

「くそっ！　臆おく病びようものどもめがっ！」

　チョウリュウ侯は吐き捨てた。

　読みが外れた事以上に立りつ腹ぷくさせるものが、魔物達の態たい度どだった。攻め込んでこようという気が全く感じられないのだ。

　守城側、攻城側。その双そう方ほうの粋すいを極きわめた戦せん術じゆつがぶつかる隙すきもなく、堂々たる構えを見せる陣じん形けいもなく、遥はるか彼方かなたから、ただむやみに投石を続けてくるだけだ。

　投石機は動く個こ体たいを狙うものではない。城しろ全体を狙うものだ。城じよう壁へきや守城兵器を狙い、城という守りの機能そのものを破は壊かいする事を目的とするものだ。

　勝敗の決着をつけるためのものではない。

　だからこそ無む性しように苛いら立だった。

　まるで、チョウリュウ侯という個人それ自体には何の興味もないのだと言われている気がした。城を狙った投石に巻まき込こまれて死ねば良いくらいの感覚にしか捉とらえられていないのではないか。そのような考えが過よぎった。

　それは、仮かりにも王たる者に対する扱あつかいではない。侮ぶ辱じよくではないかと、チョウリュウ侯は憤ふん慨がいした。

　その時だった。

　外で音が響ひびく。誰かが倒れた音だった。

　崩くずれた石いし壁かべの欠片かけらで頭でも打ったのか。

　そんな懸け念ねんを晴らしたのは、ひどく静かな声だった。城壁を破は砕さいする投石の着ちやく弾だん音おんが激しく暴あばれる中で、沈ちん着ちやく満ち溢あふれたその声は、異い端たんそのものだった。

「ここか」

　それはチョウリュウ侯が知らない声だった。もし、彼がシルディアに登と城じようするような機会を持っていたなら、知らないで済すまない声であるとは、露つゆほども思わなかった。

　扉とびらが開く。そこに立っていたのは、抜き身の剣を無む造ぞう作さに下げたボロ布ぬのを纏まとった粗そ末まつな相手だった。

「貴き様さまは誰だ」

　チョウリュウ侯の誰何すいかに、その相手は何も答えなかった。鋭するどい目線で一いち瞥べつを返されただけだった。

　再ふたたび、チョウリュウ侯に怒いかりが走る。

　仮にも一国の王だった者として、こんな下げ賤せんな相手に侮あなどられるが如ごとき態度をとられるなど、とうてい許ゆるしようのない事だった。

「貴様！　私を誰だと思っている！」

　声は無む視しされた。相手は何を答えるでもなく、ただ一歩一歩と近づいてくるだけだった。

「私は、チョウリュウ王セイユであるぞ！」

　ようやく、その相手は歩を止めた。再び向けられた鋭い視線に、チョウリュウ侯の背せ筋すじに寒気が走る。ここに来てようやく、相手が只ただ者ものではない事を理り解かいし始めていた。

「貴様……何者だ。それより他の者はどうした。我わが臣は！　近この衛えは！」

　チョウリュウ侯は周囲にいるはずの取り巻き達の事を思い出した。皇帝の策など読み通せると粋いきがっていたあの者達の姿すがたを捜さがす。彼らの姿も、いつのまにか消えていた。

　ようやく、相手は口を開いた。

「逃にげたか死んだ。どちらかだ」

「貴様っ！」

　チョウリュウ侯は立ち上がる。その時だった。手に持つ魔剣に、異様な感かん触しよくが疼うずいた。

「なるほど。この範はん囲いか」

　相手の目は魔剣だけに注がれた。まるで、その剣を持っている人間には何の興味もないと告げられたような屈くつ辱じよくが走った。

「無視だと！　一国の王を侮辱するかぁっ！」

「無視か」

　ようやく、相手は目線をこちらに向けた。

　冷たく、鋭い視線だった。

「我は貴公に副そう目で捉とらえた。それを無視と取ったなら、貴公が自分で思うほど貴公の価か値ちは高くないという事だ」

「価値がないだと……。私は王だぞ！」

「王か否いなかが関係あるはずもない。見るべき者は、誰とて見る」

「ば、馬ば鹿かにするのかっ！」

「事実だ。そういう意味では」

　相手の目の色が変わった。魔剣でも、自分でもない、また別のものを見ていると、チョウリュウ侯は悟った。これ以上のない侮辱だった。眼がん前ぜんにいて別のものを見られているのだ。ただの無視より、侮蔑より、遥はるかに見下されている気がしてならなかった。

「貴公の臣の方がより見るべきものを備そなえた」

　それが誰の事を意味しているのか、チョウリュウ侯にはわからなかった。

　だからこそ、耐えかねた憤ふん慨がいに叫さけぶ。

「私が名乗ったのだ！　名乗れ！」

　その叫びに、ようやくにして相手は答えた。

「ラジャス」

　さすがに、チョウリュウ侯も言葉を失った。




　目的のものは目の前にあった。ラジャスは焦あせる事もなく、歩を進めた。この期ごにおよんでまだ『王』を自じ称しようする男に向かって。

「馬鹿な……」

　チョウリュウ侯が後あと退ずさる。

「馬鹿な……。なぜこんなところに」

「決まっている。その剣に用がある」

「そ、そうだ！」

　今さら気付いたように、チョウリュウ侯が手に持った魔剣を掲かかげる。

　反はん応のうが遅おそいとラジャスは思った。

　真しんに魔剣を自分の得え物ものとしているのなら、無む意い識しきにでも即そく応おうするものだ。それが、他者に指し摘てきされて気付くこの遅さだ。

　この男は、魔剣を力、力と連呼している割わりに、本当にそれの使い手たり得ようという気き概がいがまるでない。ラジャスはそう断だんじた。

『増ぞう長ちようの極きわみ』。ハイエルの言葉が、まさにその通りだった。

「この魔剣に近ちか寄よれると思ってか！」

「愚おろかな」

　ラジャスは小さく呟く。

「魔力吸収。それだけなら、体たい験けん済ずみだ」

　自じ嘲ちよう混まじりのラジャスの言葉に、チョウリュウ侯の顔色が一いつ瞬しゆん青ざめる。

　誰だって知っていた。それこそ、皇こう帝ていがかつて勇者であり、魔王となったのだという事実と同じくらいに。前魔王であるラジャスが、勇者であった皇帝に魔力を吸われてその座を落とされたのだという事。魔力の喪そう失しつが死に直結する魔物の中で、彼はそうならなかったのだという事は。

　一瞬青ざめ、また別のことを思い出して、チョウリュウ侯は余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた。

「はは。知っているぞ。私は知っている！」

　いや。浮かべようとしただけだった。余裕ではない。虚きよ勢せいを張はっているだけなのだ。

　ただその事実を、チョウリュウ侯自身が気付いていないだけだった。

「確かに、お前は魔力を吸われてなお生きる、稀まれな魔物だ。だが、その強さは人と変わらぬか劣おとるものになると、私は知っているぞ！」

　だからどうだというのだろうか。疑問に思いつつも、ラジャスは口にしなかった。

　剣で斬きれるというだけだ。矢が刺ささるというだけだ。岩に潰つぶれるというだけだ。

　魔力を保ほ持じしている魔物には効ききめの薄うすいそれらが、効くようになるというだけだ。

　それがわかったからといって、何になるのだろうか。

　外面が変わったからといって、強さの本ほん質しつまで変わる訳ではないのだ。

（そうか）

　ようやく、ラジャスは納なつ得とくする。彼が魔ま剣けんに拘こだわった理由に。

（そんな外的要よう因いんで強さが変動する。そう思うからこそ、魔剣に依い存ぞんするのか）

　魔剣があろうが、弱いものは弱い。

　魔剣がなかろうが、強いものは強い。

　それを理り解かいしていないのだと知って、ラジャスは憐れん憫びんにも似にた感情を向けた。

　彼が持つ剣と、彼の臣下に向けて。




（そうだ！　知らない！　知らないのだ！）

　ラジャスが一向に退ひかない様を見て、チョウリュウ侯は一つの閃ひらめきを得た。

（こうも愚かに近寄り、隙すきを見せる。魔剣の力を吸収能力だけだと思っているのだ！　この魔剣の真しん威いを知らないのだ！　皇帝ともども、度どし難がたく愚かだ！）

　それが途と方ほうもない勘かん違ちがいである事を、チョウリュウ侯は悟さとらなかった。

　ラジャスにしてもサラにしても、知らないからといって油ゆ断だんするような、短たん絡らくな性せい格かくではない。最初から他ほかにも何かあるだろうと予よ測そくした上で、採とるべき行動を計はかっていたのだ。

　それをチョウリュウ侯は悟らない。気付かぬまま、己おのれの閃きに虚飾の天てん啓けいを見ていた。

（ならば見せてやる！　古いにしえの王が魔を払はらった、その真なる力を！）

　チョウリュウ侯は魔剣を構かまえた。それでもなお、さしたる動きを見せないラジャスを見て、笑みを浮かべる。

　刃やいばが漆しつ黒こくに煌きらめいた。その煌きはより色いろ濃こくなり、黒そのものとなる。もとより灯あかりも少ない暗い室内で、その黒そのものの刃は、他の暗さを圧あつ倒とうする漆黒を見せた。

　漆黒の闇やみそのものは、光を拒きよ否ひするその暗さゆえ、逆に輝かがやき満ちるかの如ごとき錯さつ覚かくに陥おちいらせる。著いちじるしい明暗の差が、異いを放ち彩いろどるのだ。

「これが真威だ！　滅ほろびろ、愚ぐ者しやがっ！」

　魔剣から、漆黒の閃せん光こうが解とき放たれた。

　魔剣から迸ほとばしった黒光は石いし壁かべを貫つらぬいた。貫き、切り裂さき、砕くだけ飛ぶ。

　その余よ波はは収まりを知らず、轟ごう音おんは荒あれ狂くるい、生み出す突とつ風ぷうは砕けた石壁の瓦が礫れきを吹ふき飛ばした。

　古こ城じようの半分以上が、消えた。

　チョウリュウ侯の目の前には、削けずり取られ地じ肌はだを顕あらわにした大地しか残っていなかった。

　想そう像ぞうしていた通り。いや、それ以上に優まさっていた。

「はは。見ろ！　これが真威だ！　伝説の再さい現げんだ！

　魔剣の力を疑うたがった愚ぐ者しやの末路を見ろ！」

　そうだ。最初からこうすれば良かったのだ。

　チョウリュウ侯こうは笑いをあげた。

　色々と策を練る必要はなかったのだ。諸侯との連合など図はかる必要もなかったのだ。

　城しろに立て籠こもる風を装よそおう事も、魔力が薄うすまる西部に帝てい国こく軍を誘おびき寄せる必要もなかった。

　最初からこの一撃を放っていれば、何も問題はなかったのだ。

「人の世を取り戻もどすのは、王たる私だ！」

　チョウリュウ侯は笑いをあげた。

　その瞬間だった。脇わき腹ばらに灼しやく熱ねつが迸ほとばしった。奔はしる灼熱が全身を貫き、脳のう内ないを焦こがした。

「愚おろかか」

　痛いたみと、真横から聞こえた声に、チョウリュウ侯は振り向いた。

　この近距きよ離りにいつの間に迫せまられていたのだろうか。

　手を伸のばせばいとも容易たやすく届とどきそうなすぐそこに、額ひたいから血が垂たれ、顔の三分の一を紅あかく染そめたラジャスが立っていた。ボロ布ぬのがさらに破やぶれ、上半身のほとんどの肌はだが晒さらされている。その肌の多くからも、鮮せん血けつが流れ出ていた。

　そのような様相の中、ラジャスが無む造ぞう作さに垂らしている抜き身の剣にも、脂あぶらぎった血が纏まとわりつくように絡からまっていた。

「真威を疑うたがった覚えはない。ただ知るものを知り、知らぬものを知らぬと称しようしただけだ」

　チョウリュウ侯は灼やける脇腹を押おさえた。手が滑すべった。

　離はなれようとして足を動かす。だめだった。震ふるえるばかりで力が入らなかった。

　崩くずれて、膝ひざが床ゆかについた。魔剣を支ささえに、倒れないようにするだけが精せい一いつ杯ぱいだった。

「知らぬから存そん在ざいしえぬと言った覚えもない。気を弛ゆるめた事もない」

　ようやく、チョウリュウ侯は悟った。

　ラジャスの剣についている血は、自分のものなのだと。

「なぜ……生きている……」

　相手を見上げ、チョウリュウ侯は単たん純じゆんな疑問を呈ていした。あの破は壊かい力りよくでは、たとえ魔物がその頑がん強きようさを残していたとしても、消し去って余あまりあった。

　まして、魔剣に魔力を吸収されて人間と大差ない相手が、生きている訳がない。

「極きわめて単純な帰結だ。使い手にまで災さい禍かを及およぼすような諸もろ刃はの魔剣なら、貴公は使わぬと見た」

　そのラジャスの答えに、チョウリュウ侯は息を吞のんだ。喉のどに血が詰つまる事も忘わすれ、息を止めた。

　もっとも明めい快かいな安全地帯。その破壊の渦うずが及およばない、魔ま剣けんの使い手本人の傍そば。

　チョウリュウ侯は魔剣を使う事に何ら危き機き感かんを抱いだいていなかった。『空をみる者』という前例があったからだ。東部から魔物を一いつ掃そうした彼は、カラティカルに帰き還かんしてその覇は業ぎようを称たたえられている。少なくとも、魔剣を使って生命いのちの危険に陥おちいる事はないと知り得ていた。

　だが、明めい確かくにそう考えていた訳わけでもない。単純に、誰かが使って利を得たのだから、自分も使おうと思っていただけだった。

　だから、今ここでラジャスに指し摘てきされるまで、魔剣を使う事で被こうむるかもしれない害についても考え及んでいなかった。魔剣の発動寸すん前ぜんに接せつ近きんされる。たったそれだけの事で、威力の大半から逃のがれられてしまうなど思いつきもしなかった。

「あまりに無む防ぼう備びだったゆえ、魔剣の力で防ぼう御ぎよでもしているのかとも疑うたがい攻こう撃げきに転じるまで待っていたが、必要なかったか」

　魔剣。防御？

　ラジャスの言葉に、霞かすむ視界の中、チョウリュウ侯の頭にぼんやりとした考えが掠かすめる。

　剣とは敵を倒すもの。その考えしかなかったチョウリュウ侯は、最さい期ごまでそんな考えは思い当たらなかった。魔剣の伝でん承しようを知り、実じつ際さいにその手で握にぎっていながら、魔剣の力を本当の意味で知ろうとは何もしなかった。

「いずれにせよ、発動の際きわを見み極きわめれば避さけ得た類たぐい。回かい避ひしきれなかったのは我の不足ゆえか」

　ラジャスは一度目を閉とじ、再ふたたび開いた。

「貴公はその魔剣の何を知り、何を知らなかった。

　理解していたのか？」

　答えようとするチョウリュウ侯の口から、熱いものが逆流した。吐と血けつした。

「自ら放った一撃に酔よい痴しれ、耽たん溺できし、心の構かまえを崩くずすが如ごとき失しつ態たいを演えんじる。

　貴公。真にその魔剣の使い手たろうとその身を修おさめたのか？　真に魔剣の本ほん質しつを探さぐらんと努めていたのか？

　怠おこたったとするならば、その者に愚おろかと罵ののしられる謂いわれはない」

「が……は……」

　よろめきながらも、魔剣を支ささえに、チョウリュウ侯は立ち上がろうとした。

　どれほど絶ぜつ望ぼう的になったとしても、魔物に屈くつして終わるなど、王としての誇ほこり、いや、人である事の誇りが許ゆるさなかった。

「逝ゆけ」

　止とどめと放たれた一撃に身を斬きられながら、チョウリュウ侯はようやくにて痛つう感かんした。

　師しが言っていた、『足りない』というその意味を。




　軍の本ほん陣じん。その中で、ハイエルは魔剣の発動を目まの当たりにしていた。途方もない威力を放ち、大地を穿うがった一撃を。

　その黒い閃せん光こうに、ハイエルは愛まな弟で子しに終わりが来たことを悟った。魔剣の力を発動しなければならない事態が、チョウリュウ侯に迫せまった事を意味していたからだ。

（ああ……。我が王よ）

　ハイエルの胸きよう中ちゆうには、悔かい恨こんだけが募つのった。

　自らの弟子を葬ほうむる。それは、災さい禍かを他に及およぼさないためだけにではなかった。

　口くち封ふうじ。

　チョウリュウ侯だけが知っていた魔物や魔剣に関する知ち識しきを、再ふたたび闇やみの底に沈しずめさせたのだ。

　他でもない。皇帝にその知識が及およばぬように。

　ハイエルは知った。皇帝は、まだ知らない。
















　その僅わずかな差は、必ずやどこかで優ゆう位いとなる。他者が知らぬものを優先して知りえたという立場は、使い方次し第だいで確かく実じつな武ぶ器きとなる。

　それを守るために、ハイエルは愛弟子を弑しい逆ぎやくしたのだ。

（我が王よ……）

　ハイエルの手には、一いつ片ぺんの刃は先さきが握にぎられていた。

　それは、折れたチョウリュウ侯の剣だった。

（私の計が成らなかったその時は、王の御命の通り、この剣で我が身を斬りましょう。

　許ゆるされざる失しつ態たいを犯おかした者として。

　私の計が成ったその時は、王の御命の通り、この剣で我が身を斬りましょう。

　赦ゆるされざる逆ぎやく臣しんとして）

　ハイエルは、穿たれた大地を見つめながら、手の平が斬れるのも構わず、その剣を握り続けた。

（人の手に、人の世を。

　王の願い、必ず）
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　力を失ったチョウリュウ侯の手から、漆しつ黒こくの魔剣が転がり落ちる。

　ラジャスは一瞬だけ、チョウリュウ侯に目をやった。

　手た向むけだった。

　その後しゃがみ、魔ま剣けんを拾い上げる。

　一瞬、虚きよ脱だつ感が襲おそった。

「まだ吸すうか」

　苦く笑しようする。

　この期ごに及および、魔剣と皇こう帝ていの違ちがいを、ラジャスは感じ取った。

　この魔剣には皇帝に魔力を奪うばわれた時のような急きゆう激げきな喪そう失しつ感かんがなかった。じわじわと搾しぼり取られるかのような鈍にぶい吸きゆう収しゆうだった。

　皇帝のように一瞬で根こそぎ奪い取るような、暴ぼう虐ぎやくな力ではなかった。

「我でなければ気付けぬだろうな」

　その時、再ふたたび魔剣が黒く光った。

　まだ何かあるのか。

　ラジャスが構かまえた傍かたわらで、黒光を放ちながら、唐とう突とつに魔剣は砕くだけ散った。結けつ晶しようが砕ける時のように、魔剣の破は片へんは儚はかなく舞まい散った。

『魔剣』などという大たい層そうな肩かた書がきを持つ道具にしては、あっけない消え方だった。

「とはいえ、得たものもあるか」

　手の平に残る粉のような破片を床ゆかに零こぼし、ラジャスは立ち上がる。魔剣そのものには、もう微み塵じんも未練はなかった。

「魔剣の威力も、我が身で受けた。

　あの者の魔力吸収。果たして、どこまで魔剣に似に通かようか」

　皇帝のそれは、果たして、吸収するだけなのだろうか。吸収した魔力は、一体どうなっているのだろうか。

　皇帝は魔王でありながら、魔力そのものすら使わなかった。使うことなく、指し揮き統とう率そつと謀ぼう略りやくのみをもって人と魔を統とう一いつした。

　ラジャスは関知していなかったが、魔力を用いた事でさえ、魔王となったその直後に発現させてしまった一回を数えるに過すぎなかった。

　だからこそ、この謎なぞは謎のまま、今まで世に現あらわれる事がなかった。

　魔力を行使する事とはまた別の、生まれ持った吸収能力そのものに関与している何かが、彼女にはまだ残っているのではないのか。吸収能力と呼ばれたそれは、まだ隠かくれ潜ひそんでいる、別の異い能のうの一いつ端たんが現れていただけではないのか。

　この魔剣のように、他の力をも招まねく媒ばい介かいに過ぎないのではないのか。

　その疑ぎ問もんの答えは、まだ誰も見た事はないのだ。

　サラ＝シャンカーラその人ですら。

「あの者はあれで未いまだ、大成に至いたらぬか。全すべてを知り、全てを理解し得たその時は、どれほどになるというのだ」

　ラジャスでさえも、それには感かん嘆たんを禁きんじえなかった。

　まだ強く、彼女は輝かがやく余地を残しているのだから。

「我はそれを暴あばく。そしてまた、我もそこに達しよう」

　密ひそかな決意を残し、ラジャスは廃すたれた古こ城じようを後にした。







　六章　魔ま剣けんが遺のこしたもの
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　サラが全すべてを聴きき及およんだのは、軍の帰き還かんを待ってからだった。情じよう報ほう収しゆう集しゆうを密みつにし、間かん接せつ的な把は握あくに努めていても、直じかでなければ知りえぬ事もある。

　その一つが、ハイエルの豹ひよう変へんだった。

　前とは違う。ウィチィロポチトリからの伝令で先に聴きいていたものの、目の前で見て、初めてその意味を理解した。

　生気の見えない虚うつろな瞳ひとみの奥おくから放たれる、ハイエルの強きよう烈れつな意志の光を目まの当たりにして。

「以前聴き及んだ大計、覚えておいででしょうか」

　その光を携たずさえた瞳で、ハイエルから見み据すえられる。

　それを真正面に受け、サラは答えた。

「何のこと？」

「私が陛へい下かに降くだると決めざるを得なかった、あの計けい略りやくです」

　サラには覚えがあった。あの時は、どうしてもチョウリュウを降こう伏ふくさせなければならなかった。どのような神速をもったとしても、四方八方全てを敵てきに回して立ち振る舞まうには限げん界かいがある。

　速攻で一大国を陥おとしたところで、人間全てがそれで終わる事などないのだと、サラは承しよう知ちしていた。だからこその懐かい柔じゆう策さくであり、降伏策だった。

　チョウリュウを利用したのは他でもない、最終目的だったマルクトから最も離はなれた大国だったからだ。復ふく讐しゆうの仕上げとしてマルクトを最後まで残すと決めていた以上、その方面へは防ぼう衛えい戦力を常つねに割さいていなければならない。反対側のチョウリュウを予あらかじめ降しておけば、そちらへ割く戦力を少なくできる。

　それにしても、それを今ハイエルが言い出す理由が、サラにはわからなかった。

「何を言いたいのかしら」

　人間全てを地じ獄ごくへ叩たたき落す、暴ぼう虐ぎやくの計略。

　それを説いて、せっかく築きずきあげてきた善ぜん政せいの意い識しきを人々から消そうというのだろうか。

　そんな疑問も過よぎったが、それは否ひ定ていできた。

　今さらなのだ。

　復讐として、魔王として、この大陸に侵しん攻こうを開始したその時に、隠かくし持っていた暴虐性など明るみに出ている。真に善ぜんの為い政せい者しやなら、私情から戦いなど起こしはしない。

　それを踏ふまえた上で、偽ぎ善ぜんを塗ぬり重ねて善政に見せているだけなのだ。偽善も貫つらぬき通せば善であり、多くの人々にとっては災さい禍かがその身に降ふりかからない限り、命を落とす覚かく悟ごまでして反はん抗こうするには値あたいしないものだとわかっていたからだ。

　ハイエルの返答を、サラは待った。

　ハイエルは、一度礼をした。

「愚ぐ臣しんは、今の今まで、あの計を覆ふく滅めつ、完かん璧ぺきなる計略だと思っておりました。

　なぜ陛下がそれを実じつ際さいに用いないのか、疑問で致いたし方ありませんでした」

「それで？」

「愚臣、こうなって初めて、あの計にある穴あなを見み出いだしました」

　ハイエルの目は、ただひたすらにこちらを直ちよく視ししていた。

「追おい詰つめられた人間がする事。その群むれ。

　万ばん乗じようの大国といえど防ふせぎきれるものではありません。

　陛下もそう思っておいでだったという、たったそれだけの事だったのですね。

　比ひ類るいなき統とう率そつと智ち謀ぼうを持ち、配下に練磨の魔物を従したがえておいでの陛下ご自身ですら、追い詰められた人間を敵てきとしては勝てないと思っておいでだったという、ただそれだけだったのですね」

「ええそうよ。そして、最初からそうよ」

　ハイエルの言葉を受けて、サラは微笑ほほえんだ。

　人間から食を奪うばい、追い詰め、一つだけ残しておく事によって飢き餓がの人間を向かわせるというあの計略。

　その穴を、最初からサラは見み越こしていた。

　仮かりに、唯ゆい一いつ残すはずの田畑を、緑を。

　残されてしまった者自身が焼き払はらってしまったらどうなるだろうか。そして、こう言ったらどうなるのだろうか。

『これで残された道はただ一つ。魔大陸から奪うばい取れ』

　魔大陸に人間が食せるものがあるのかどうか、多くの人は知らないだろう。だが、知っている必要はないのだ。そこに希望があると、生き残る道があるのだと、そう思わせさえすれば、それだけで事足りるのだ。

　そうなれば、大国さえ滅ほろぼすと踏ふんだ鬼き人じんの群れが、そのまま来る。計略によって力にしたて上げた集しゆう団だんが、そのまま返す刀かたなとなって向かって来るのだ。

　その怖おそれを、最初からサラは抱いだいていた。

　だからこそ人間を追い詰めなかった。

　包囲するにも必ず抜け道を残した。

　滅亡させずに降伏させる道を選んだ。

　追い詰められた人間の底力を侮あなどるなど、サラは最初からしなかった。

『バケモノ』と忌いみ嫌きらわれ、屈くつ辱じよくと憎ぞう悪おに追い詰められた自分がしでかした事を顧かえりみれば、考えるまでもなくサラにはわかる事だった。

「ならば、おわかりでしょう。陛下」

　頭を下げたまま、ハイエルは続けた。

「ここに、追い詰められた小さき枯かれ枝えだがございます。ですがその古枝、未いまだ未練たらしく希望を残しておる様子。しかしそれすら消え去れば、いずれ幽ゆう鬼きの如ごとき烈れつ士しとなり、いかような手しゆ段だんになろうとも、必ずや陛下を貫きましょう」

　ここに至り、ハイエルが何を言いたいのか、何を意図して言っているのか、それをサラは理り解かいした。

　これ以上自分を追い詰めるな。彼はそう言っているのだ。そう強きよう迫はくしているのだ。

「ええ。わかっているわ。ハイエル。

　チョウリュウの民たみを罪つみには問わない。チョウリュウの他の王族にも、連れん座ざの手を伸のばさない。

　わたしの言げん質ちは出たわ。これで良いのかしら」

「有ありがたき幸せでございます。これで古枝、今しばらく陛へい下かの許もとに留とどまりましょう」

　頭を下げ、一礼をして退たい室しつするハイエルの姿すがたに、横からため息の声が聴こえた。

　グレンデルが、吐と息いきを放っていた。

「私はよく理解するところではありませんでしたが、よろしいのですか、陛下」

「何が？」

「もはやあのハイエル、以前の如ごとき謀ぼう臣しんが一人ではございませんでしょう。必ずや何かを企くわだてます」

　サラは微び笑しようを返した。その態度が釈しやく然ぜんとしないのか、グレンデルはスキピオにも疑問を投げかける。

「スキピオ殿どの。貴殿も何か言ったらどうだ」

　だが、スキピオも笑って頭を横に振るだけだった。

「グレンデル殿。陛下は全てご承しよう知ちですよ」

「わかっている。だが」

「ハイエル殿が豹ひよう変へんすることなど、最初からご承知なのですよ」

「何？」

「災わざわいに遭あい、過あやまちを知り、自らの不足に嘆なげく。

　それだけの恥ち辱じよくに塗まみれてなお、己おのれを省かえりみて豹変することもない怠たい惰だな者には、最初から陛下は期待などおかけになりませんよ。

　たとえ二心抱いだいている者だとしてもね」

「！」

「ハイエル殿が陛下に降った直ちよく接せつの状じよう況きようを私は知りません。ですが、陛下が直じかにハイエルに会われ、直に言葉を掛かけて降こう伏ふくを迫せまられたのでしょう。

　ならば、陛下がそれだけハイエル殿を買っていた。降伏という恥辱にも耐たえる事ができる者だと察しておられたという事です。

　ならば、ハイエル殿の豹変も、驚おどろくに値あたいしない事です」

「そ、それはわかるが……」

「それともう一つ」

　スキピオは笑みを止めた。

「かつての主君を自ら葬ほうむり、退路を断たったのは何もハイエル殿一人ではありませんよ」

　グレンデルは口を閉とじた。思い出したのだ。

　目の前にいる小こ柄がらなこの宰さい相しようが、この同どう僚りようが、マルクト伯はくというかつての主君を葬るに貢こう献けんしていたのだという事を。

「それと、もう一つ」

　スキピオに続けて、最後にサラは付け加えた。肝かん心じんな事をだ。

「豹変しようがしまいが、わたしは手を緩ゆるめる気なんてさらさらないわよ。恨うらみに燃もえていようが、飄ひよう々ひようとしてようが、結局やる事は同じ。

　わたしが変わらない限かぎりはね」

　その言葉を受けて、帝てい国こくの双そう璧へきはそろって頭こうべを垂たれる。

「それよりも」

　頭をあげ、スキピオが口を開く。

　彼が言わんとするところがわかり、サラは心持ち気構えた。

「閣かつ下かです。彼もまた、何やら暗あん躍やくされていたようですが」

「あなたはどう見る？」

「何を探さぐられていたのか。また、それで何をお知りになられたのか。

　わかりませんが、動向は変わらず注意しておくべきでしょう」

「ええ」

「宰相として言えるのはここまでです。

　それ以上は、陛下の御み心こころがお決めになる事でしょう」

「ええ」

　同じ返答を繰くり返して、サラは静かに目を閉じた。

　彼についても同じ事だった。

　自分の立場を変えない。

　彼に勝ち、己おのれに克かったあの時の自分を変えない。

　彼に認みとめてもらった自分は、まさにあの時にいた。

　どれだけ深く想おもっていても、その想いを表に出す事ができない自分に許された精せい一いつ杯ぱいは、彼に認め続けてもらうというただそれだけなのだから。

「後は、残る諸しよ侯こうね」

　見た目には何の気掛かりもないように、サラは話題を移うつした。

　彼に拘こだわっていたら他への対たい処しよが鈍にぶる。対処が鈍って失態すれば、彼は今のままの自分を評ひよう価かし続けてはくれない。

　だが、彼の事を想わずにはいられない。

　深しん刻こくな相反だった。

　彼に認められているために彼だけに拘れないこの皮ひ肉にくを、嘆なげくべきなのか、むしろ望むべきなのか、サラにはわからなかった。

　自分の願いが恋れん慕ぼだけなら、それは嘆き以外の何物にもならない。

　ただ、願いはもう一つあるのだ。

　復讐。

　彼に認められるために己を厳きびしく律りつしていれば、人間達を支し配はいし続けるという復讐にも適かなうのだ。

　だからこそ、嘆く事も、望む事も、サラにはできない。

「というよりも、今回はそもそも彼らを相手にしていた事だけれど」

　矛む盾じゆんを抱かかえる自分が外からはわからないように、己を振る舞うだけだった。

「はい」

　サラの言葉に、スキピオが答えた。

「他の諸侯は動きを見せませんでした。篩ふるいに引っ掛からなかったという事です。

　総そうじて慎しん重ちようになっています」

「それで良かったわ」

「はい」

「このまま慎重を続けて欲ほしいものよ。わたしが失態しない限り、わたしに従っているという事なのだから。責任は全部わたし持ち。わかり易やすくて結構ね」

「私も微び力りよくを尽つくします」「同じく」

　再びそろえて頭を下げた双璧に、サラは頷うなずいた。







　プロローグ　あらたなる始まり







　大地が揺ゆれる。度たび重かさなる地揺れ。

　魔ま大たい陸りくの芯しんに立つ魔ま王おう城じようもまた、その揺れの中にいた。

　その魔王城の一室。地下の奥おく深くにある、開かれざる扉とびらの奥で、壁かべに掛かけられた一個この鏡が輝かがやいた。

　その鏡は、黒曜石を研けん磨まして造つくられる、黒い鏡に酷こく似じしていた。

　その鏡が、日の光届とどかぬ地下の一室で、輝きを放った。『煙けむる』と称しようされる事もある、黒曜石独どく特とくの黒光りを。

　その黒い光は鏡の中で一点に集中し、やがて人の形を象かたどった。そのかたちが人の形から、未成年のそれと判わかり、少女のものであると理わ解かるのは、すぐだった。

　少女の形を象り終えたまさにその時、黒い光は周囲に拡かく散さんした。

　その中、一人の少女が立っていた。その少女はまさに、鏡が象っていた少女そのものだった。

　闇やみの中でも輝く金きん髪ぱつをたなびかせ、不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

　小柄な体格。そして、まだ十五かそこらと思わせる、幼おさなさの残る顔から生み出されたそれは、普ふ通つうなら小生意気とも見られるものだった。体格に似に合あわない大きな外がい套とうを翻ひるがえす様もそれに拍はく車しやをかける。

　ちぐはぐで、不ぶ格かつ好こう。

　だがそこには、確たしかな自信と揺ゆるぎない信しん条じようが秘ひめられて、生意気では済すまされない気き魄はくに満ち溢あふれていた。

「何？」

　少女が小さく問う。その問いに答えるように、鏡が動き出した。

「わかってるわよ。全く」

　少女は鏡を取り外す。

《痛いたいな。釘くぎが当たったぞ》

　答えた者こそ、正しく黒い鏡だった。その鏡は、意思を持っていた。

「じっとしてないからよ」

《今までじっとしていたんだ。これくらい動かせろ》

　少女は、少し笑ったようだった。

「ま、何にしてもわたしが起きたって事は、均きん衡こうが崩くずれたって事よね。

　確かなんでしょうね」

《俺おれ様さまの破は片へんに『後こう任にん』が触ふれた。俺様自身でもあった波動を間ま違ちがうか》

「それもそうよね」

　少女はその鏡を持ち上げ、慣なれたように暗闇の中を歩き出した。目を閉じていてもそこに何があるか理解している。まるで自室のように魔王城の中を歩いた。

　そして、一つの部屋に出る。そこに出て、少女は驚おどろきの声をあげた。

　天てん井じようが崩くずれていた。壁かべも欠落していた。それらの破片が散さん乱らんしていた。

　それだけではなかった。

　その中に、数人の人間を見たからだった。

「な、何者だ！」

　その人間──帝てい国こくから派は遣けんされた官かん吏りの一人──が、誰何すいかの声をあげた。

　少女はわけがわからないという風に、首を傾かしげた。

「なんでここに人間がいるの？　『後任』はあっちにいるんでしょ。均衡がこちらに傾かたむいたって事じゃないの？」

《俺様が知るか》

　黒い鏡の答えに、少女は舌した打うちした。

「使えないわね」

《お前が言うか》

　一人と一個のやり取りに、我が慢まんしきれないと官吏が叫さけんだ。

「お前たちは何者だ。人間と魔物が歓かん談だんする事は……まあ、陛へい下かの御み世よだ。あるだろう。だが、官かん職しよくなき者がここに来る事はならぬと知らぬのか」

　官吏の言葉に、一人と一個は顔を見合わせた。

「陛下？」

《魔物？》

　わけがわからないという風に両者は顔を見合い、そして、官吏に向け、ほぼ同時に言葉を放った。

「陛下って誰？」《魔物とは何だ？》

　思ってもいない答えに、官吏は言葉を失った。

　人と魔を統とう一いつした皇帝を知らぬ者はこの世にいない。物心ついた程てい度どの幼子ですら知っている。まして、魔物とくればそれ以上だ。

　それを知らないと答える両者に、官吏はようやく己の理解を超こえた何かに出会っているのだと、今の状じよう況きようを受け取った。

　その時だった。地が揺れた。大きな地揺れに官吏が倒たおれ転ぶ中、少女は抜ばつ群ぐんの重心移い動どうで直立を保たもった。

　だが、その表情には紛まぎれもない憂うれいが満ちていた。

「そうね。あんたにも辛つらい思いをさせてるわよね」

　目を下に向けて呟つぶやく少女は、自身の言葉に何かの閃ひらめきを感じたようだった。

「あれ？　揺れるの？　なんで？　『後任』が向こうに行っていて？」

《どうやら、俺様達が思った均衡の崩れ方ではないようだな》

「あんたに言われなくても気付いたわよ」

　再ふたたび妙みようなやり取りを始める両者に、地に伏ふせながら、官吏は質ただした。

「何者なのだ、お前達は！」

　その声に、この場に自分達以外の者があるとようやく思い出したかのように、少女は官吏に目を向けた。

「まあ、今は良いわ。それよりあんた。ここにいるって事は、ここにいたヤツの事を知らない？」

　少女は指差したのは、傷いたみが激はげしい朽くちた玉ぎよく座ざだった。石製の表面は、雑ざつなおろし金で削けずられたかのようにざらついている。かつて間近で起こった、魔力の渦うずが原げん因いんだった。

「ここにいた？　かつての魔王か？　今の陛下か？」

　官吏の言葉に興きよう味みを示しめしたのか、少女は目を見開いた。

「魔王？　何？　魔王なんて呼よばれてるわけ？」

《奇き遇ぐうだな》

「どうかしらね」

　鏡の言葉に答えて悩なやむ少女に、再び官吏は声をかけた。

「何者なのだ、お前達は」

　少女は、ようやく答える気になったようだった。官吏に笑え顔がおを向けた。

「わたしの名前を言ったところであんたに理解できるはずがないと思うから、わかるように言うわ。多分だけど」

《自信がないなら黙だまってろ》

「ウルサイわね。挨あい拶さつは人間関係の潤じゆん滑かつ油ゆよ」

　少女は鏡を小こ突づいた。

　そして答える。

「多分わたし、初代の魔王よ」
















　官吏が絶ぜつ句くする。

　少女は続けた。

「陛下だか魔王だかに会わせてくれない？」







　あとがき







　はじめまして。もしくはお久ひさしぶりです。三み浦うらです。

　皆さんは完かん璧ぺきってあると思いますか。と、意味深な事を訊きいてみます。

　実際この言葉には典てん故こがありますから、その故こ事じの行動は完璧となるのでしょうか。

　それは、戦国時代末の事です。あ。戦国時代といっても中国のです。私の場合『戦国』というと中国の方になってしまうのですよ。なにせ好きな本が『戦せん国ごく策さく』ですし。

　以前、戦国時代で好きな人はと訊かれ、素すで西せい門もん豹ひようと答えた事があります。きょとんとされました。有名どころの楽がく毅きとか答えた方が良かったのでしょうか。




　わかっています。そういう問題ではないですね。

　それはさておき本題に戻ります。戦国末、韓かん・魏ぎ・趙ちよう・燕えん・斉せい・楚そ・秦しんの、戦国の七雄と呼ばれる群ぐん雄ゆう割かつ拠きよもほぼ秦の独走状態になりつつあった頃。趙が『和か氏しの璧へき』という宝ほう玉ぎよくを手に入れたところ、秦からその璧と十五の城を交換して欲しいという使いが来ます。

　趙は慌あわてました。

　相手は強国。璧を渡しても城は手に入らないおそれがあり、また渡さなくてもそれを口実として出兵してくるおそれがあります。

　趙は一人の人物に事を任まかせました。結論だけ言えば、その人物は秦王から見事に璧を守り通し、なおかつ軍も興おこさせず、非の打ち所のない外がい交こうをします。それをもって『璧を完まつとうす』すなわち、完璧の故事となった訳です。

　これを知っていれば、カンペキのペキを壁と書く間違いはしませんね。宝玉だから『土』ではなくて『玉』だと覚えていれば確かです。以前テストで出て、私はにやりと笑った記き憶おくがあります。

　故事はまあこういう感じなのですが、果たして本当に璧を完うできたのでしょうか。できたというべきなのでしょうか。

　というのもそれから後、秦が狙ねらっていた韓の土地を趙は韓から譲ゆずられ、結果秦の怒りを受けて侵しん攻こうされて大たい敗はいする事になるからです。この戦いこそ、秦が戦国七雄最強の座を確かつ固こたるものにしたといわれる、戦国最大の戦い。長平の戦いです。

　この時、先の完璧の人物は趙の宰さい相しよう職しよくにありましたが、病に臥ふせており、韓からの土地割かつ譲じようを拒こばむ事も、秦お得意の謀ぼう略りやくによって趙の総大将を実戦経験のない若わか手てに替かえられてしまう事も止められませんでした。

　この戦いの十数年後に即そく位いする秦王政、後の始し皇こう帝ていによって各国は滅ほろぼされ、中国統一が成なし遂とげられます。

　その時、『和氏の璧』はどうなったのでしょうか。完うできたのでしょうか。

　その顚てん末まつが書いてある書物を読んだ事がないのでわかりません。でも、奪うばわれたと考えるのが妥だ当とうではないのでしょうか。そもそも『和氏の璧』も元々は楚のものですし。

　そう考えれば、完璧なんてあるのかなと思う訳です。前置きが長すぎですね。今回はあとがきが６ページもあるので、色々書けるのです。

　まあ、結局何が言いたいのかと言うと……。




　誤ご字じ脱だつ字じとかあったらごめんね。




　結局そんな事でした。

　その中でも特に、カタカナ表ひよう記きが一般的なものを使っていないというのは気にしないで下さい。外国語を正確に日本語で表記するのはできないのですよ。

　誰々の事とはあえて言いませんが。ええ。

　おかしいな。最初は『ツ』にしていたはずなのに、いつのまに『チ』にしたのだろう。二巻でそうしちゃったので、今さら変えられません。

　あ、わざと変えている場合もありますよ。




　残り半分です。一巻で書いた通りもったいないおばけがこわいので、全部埋うめます。




　ネットラジオって素す晴ばらしいですね。

　例の如ごとくいきなりの話題変へん更こうです。

　いや。地方在住の雑ざつ音おんリスナーにしてみれば、音声がクリアに聴きこえるネットラジオというのはすごくありがたい訳です。ラジオを斜ななめに立ててみたり、部屋中の電源を抜いて余よ計けいな電波が入らないようにしたりする苦労がないというのは、本当に素晴らしい。

　電波が一番良く入る体たい勢せいというのが、ラジオを両手で頭上高く持ち上げる事だった時なんて、本当に大変なのですよ。しかもそれが、二時間放送だった時の辛つらさといったら……。

　最近はそこまでしてクリアに聴こうとはしてないのですが。といいますか、多少の雑音なら聴き取れてしまう変な技ぎ能のうを身に付けてしまいました。

　そんなこんなで、素晴らしいネットラジオ。ただ、一つだけ言いたい。言わせて下さい。

　なぜに、ああも金曜日に集中しているのですか。（特に、私が聴いているもの）

　平へい気きで半はん日にちつぶれます。

　いつでも聴ける（バックナンバーがある限りですが）なのだから、曜日ずらして聴けというところですが、配信日当日に聴きたいのは心しん理りというものではないでしょうか。




　とまあ色々書きましたが、この辺で書いておかなければならない事があります。

　このあとがきのどこかをローマ字に直し、それをまたヘブライ文字にして数価変換ゲマトリアを行うと、この作品のとある重大な秘密がわかるとかいうものではありません。

　計算が面倒だったとか、そもそも文字を変える時点で本来の意味は失っていると思い直したとか、単に時間がなかったとか、そんな事実はありません。

　これで行ぎよう数すうかせげるとは、少し思いました。




　ぶっちゃけ、隔月刊行で次巻は来年一月に出るそうです。

　最後とんでもない引きで終おわっています。今巻主人公あんまり目立っていませんが、次巻とんでもない事になっています。なる予定です。

　予定なのは……。

　書いている途と中ちゆうだから。

　締め切り過ぎたのに、書いている途中だから。

　一月出なかったらごめん。がんばります。




　Ｂ・Ｂ・Ｂのアニメ化で大変そうな担当さん。おじさまばかり描かせてしまっている気がするＫＩＲＩＮさん。いつもありがとうございます。

　もちろん、読者の皆様も。一月に出るか、ドキドキしながら待っていて下さい。

　私は戦せん々せん恐きよう々きようとしながら書いております。

　今回は、この辺で。




　という事で、「スーパーロボット大戦ORIGINAL GENERATION　～15 th Anniversary ソングコレクション～」を聴きながら──な三浦良でした。

「出撃！　スーパーロボット大戦」は収録できないのかなぁ。



















抗いし者たちの系譜




覇は者しやの魔ま剣けん







三み浦うら　良りよう
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